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断面詳細図(改修)

平面詳細図・展開図(改修)(３)(体育館・プール棟)

平面詳細図・展開図(改修)(２)(職員用・洗濯室)

平面詳細図・展開図(改修)(１)(児童用)

３階平面図(改修)

２階平面図(改修)

１階平面図(改修)

部分詳細図・サイン詳細図

平面詳細図・展開図(撤去)(１)(児童用)
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撤去・改修　給排水衛生設備　２階配管詳細図

撤去・改修　給排水衛生設備　１階配管詳細図

撤去・改修　給排水衛生設備　３階配管詳細図

撤去　給排水衛生設備　衛生器具リスト

撤去・改修　換気設備　１階ダクト平面図

撤去・改修　換気設備　２階ダクト平面図

撤去・改修　換気設備　３階ダクト平面図

撤去・改修　給排水衛生設備　体育館配管詳細図

撤去・改修　換気設備　体育館ダクト平面図

撤去・改修　給排水衛生設備　プール配管詳細図

機械設備工事特記仕様書

改修　給排水衛生設備　衛生器具リスト

撤去・改修　給排水衛生設備　１階職員、保健室トイレ配管詳細図
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電気設備工事特記仕様書

校舎棟 電灯設備　２・３階平面図　(改修前)

校舎棟 電灯設備　１階平面図　(改修前)

校舎同 児童ﾄｲﾚ ｺﾝｾﾝﾄ設備 1・2・3階平面図 (撤去・改修)

校舎棟 児童ﾄｲﾚ 電灯設備 1・2・3階平面図 (撤去・改修)

校舎棟 児童ﾄｲﾚ 弱電設備 1・2・3階平面図 (撤去・改修)

校舎棟 職員・保健室 電灯設備 １階平面図 (撤去・改修)

校舎棟 職員・保健室 電灯設備 １階平面図 (撤去・改修)

体育館棟 電灯設備 １階平面図 (改修前)

体育館棟 ｺﾝｾﾝﾄ設備 １階平面図 (既設・改修)

体育館棟トイレ 電灯設備 平面図 (撤去・改修)

プール棟 電灯設備 プール平面図 (撤去・改修)



工 事 名 称

Ⅰ．　工　事　概　要

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

○印と※印のついた場合は共に適用する

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記仕様２．

Ⅱ．　建築改修工事仕様

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１
　
一
般
共
通
事
項

１  適用基準等

 　（以下「標準詳細図」という）

２  電気保安技術者

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

［１．３．５］

３  施工条件

 ・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・資機材置場　　　　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・建設発生土仮置場　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

［１．３．３］

 ・施工時間帯　　　　　※指定なし　・指定あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・部位別の施工順序　　※指定なし　・指定あり（・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

 ・施工ができない日等　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予

定）」に基づき監督職員と協議するものとする）

１． 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である。

 配置する

４  工事安全計画書

［１．３．７］

 建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）に基づき、工事の

※建築工事標準詳細図（令和４年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※営繕工事写真撮影要領（令和３年版）　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 施工に先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する

発生材の処理等  ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　処理方法　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・再生資源化を図るもの

 　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

［１．３．１２］

・せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　９章による

・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５

 ・ＰＣＢ含有シーリング材の処理

 　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する

 　・第一次判定

 　　　採取箇所数　　計　　箇所

 　　　採取箇所　　※図示　

 　・第二次判定

 　　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

 　　　分析個数　　計　　箇所

 　・除去処理工事

 　　　除去範囲　　※図示　

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

次の１）から４）を満たすものとする。

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

 環境への配慮

［１．４．１］

６

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

ものとする。

　　ヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデ

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　デヒド発散建築材料以外の材料

 　　ホルムアルデヒド放散量　規制対象外に該当する建築材料

 　　ホルムアルデヒド放散量　第三種に該当する建築材料

 材料の品質等

［１．４．２～５］

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事

項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提

出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りで

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されているもの

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われているもの

（３）安定的な供給が可能であるもの

（４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得しているもの

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があるもの

（６）販売、保守等の営業体制が整えられているもの。（なお、システムとして機能するものに
あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられているもの）

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

煙突用成形ライニング材錠前類床型枠用鋼製デッキプレート

天井点検口クローザ類鉄骨柱下無収縮モルタル

床点検口自動扉機構無収縮グラウト材

グレーチング自閉式上吊り引戸機構乾式保護材

有するものとする。

はない。

７

トップライト重量シャッター 軽量シャッター

屋上緑化システム

ルーフドレン

吸水調整材

既調合モルタル オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

ポリマーセメントモルタル

鋳鉄製ふた

既調合目地材

可動間仕切

移動間仕切 トイレブース

 施工数量調査  調査範囲　※外壁（庇、笠木共）、軒裏等の建物外周部及び屋内の梁、階段裏等の見上げ面　・図示

 　　　　（※塗装改修の範囲内　　・塗装改修の範囲外を含む全工事範囲　）

 調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・　

 　調査は、建物外周部のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ及び雨漏りの有無及び

 　また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表及び写真を添えて監督職員に２部提出するも

 　屋内見上げ面等の浮きの位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行うものとする。

 　屋根調査は、既存の防水層、シーリング材充填部、とい、笠木等及び下地の劣化状況を確認する。

 　のとする。

１０

［１．６．２］

 特別な材料の工法  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法によるものとする。８

 ※石綿含有建材の事前調査 石綿含有建材の事前調査

     調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　　）

     なお、事前調査で石綿の使用の有無が明らかにならなかった場合は、分析による調査が必要に

     なるため、監督職員と協議するものとする。

     工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、改修の作業に係る全ての材料について、設計

     図書等の文書を確認する方法及び目視により確認する方法により石綿等の使用の有無について事

     前調査し、調査結果を監督職員に提出する。

９

［１．５．１］

 調査のための破壊部分  補修方法　※図示

 技能士 工事種目 技能検定職種 技能検定作業

 ・とび作業 とび 仮設工事

 防水改修工事  防水施工  ・アスファルト防水工事作業

 ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

 ・合成ゴム系シート防水工事作業

 ・塩化ビニル系シート防水工事作業

 ・セメント系防水工事作業

 ・シーリング防水工事作業

 　防水工事作業

 ・改質アスファルトシートトーチ工法

 ・ＦＲＰ防水工事作業

 補修範囲　※図示

１１

１２

 外壁改修工事  樹脂接着剤注入施工

 左官

 タイル張り

 ・樹脂接着剤注入工事作業

 ・左官作業

 ・タイル張り作業

 建具改修工事  サッシ施工

 ガラス施工

 自動ドア施工

 ガラス用フィルム施工

 ・ビル用サッシ施工作業

 ・ガラス工事作業

 ・自動ドア施工作業

 ・建築フィルム作業

 ・大工工事作業 建築大工 内装改修工事

 建築板金  ・内外装板金作業

 内装仕上施工  ・鋼製下地工事作業

 ・プラスチック系床仕上げ工事作業

 ・ボード仕上げ工事作業

 表装  ・壁装作業

 左官  ・左官作業

 タイル張り  ・タイル張り作業

 塗装改修工事  塗装  ・建築塗装作業

 耐震改修工事  鉄筋施工

 型枠施工

 ・鉄筋組立作業

 ・型枠工事作業

 コンクリート圧送施工  ・コンクリート圧送工事作業

 鉄工  ・構造物鉄工作業

 とび  ・とび作業

 環境配慮改修

 工事

 配管  ・建築配管作業

 路面表示施工  ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

 ・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

 造園  ・造園工事作業

 ・カーペット系床仕上げ工事作業

 ・かわらぶき作業 かわらぶき

［１．６．３］

［１．７．２］

 施工図及び施工計画書  提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする

 設備工事との取合い

 コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

 撤去部分

 完成図（ＣＡＤデータの提出（※要・不要））

 保全に関する資料　（提出部数　※１部　　・　　部）

 提出書類の詳細については、別途、完成図書作成要領による

 　　地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

積雪量　建築基準法施行令第８６条第３項の規定に基づく岡山県建築基準法施行細則による数値

 はつり工事等における

 非破壊検査

 ※はつり工事やスリット工事を行う施工前調査において、非破壊検査が必要と考えられる場合は、

 　監督職員との協議により、非破壊検査を実施すること。

 ※探査方法としては電磁誘導式を原則とする。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場

 　合、監督職員との協議による。

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。 適用区分

 　　風圧力風速　　　　　Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ

撮影部位は監督職員の指示による

 完成写真 工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出するものとする。

撮影部位及び

箇所数
形式・サイズ

提出

セット数

画素数及び

画質等
撮影者

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

カラー印画紙　・キャビネ判　・Ｌ判

・電子データ（ＪＰＥＧフルカラー

　圧縮率1/4程度）

4500×3000ピク

セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真

の撮影実績が

ある者で、監

督職員が承諾

する撮影業者

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

カラー印画紙　・キャビネ判　※Ｌ判

※電子データ（ＪＰＥＧフルカラー）

1280×960ピク

セル以上かつ撮

影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

任意

電子データは、ＣＤ－Ｒ等で提出する

１６

１７

１８

１９

２０

１４

下、「標準仕様書」という。）又は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）」による。

 　　し、３０分間換気する。

パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

 測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告するものとする。

 化学物質の濃度測定  図示した室のホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼンの室内濃度を

 　①３０分間換気

 　　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

１３

［１．７．９］

 　　ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする。

 　　①の後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。

 　②５時間閉鎖

 ・厚生労働省の標準的方法による。

 　⑤　その他　監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けるものとする。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

 　　　　定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

 　　イ　②の状態のままで測定する。

 　③測定

 　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし工程等の都合により、２４時間測定が

 　　　　行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測

 　④　分析　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

 適用した技能士について地域性を考慮し確保が困難な場合は監督職員と協議する。

 ※別途引込みとする　　・構内既存の施設を利用できる（※有償　・無償）

 監督職員事務所

 ・既存建物内の一部を使用する（場所：　　　　　　　　　　　　）

 工事用水  構内既存の施設　※利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

 　備品等は、監督職員の指示を受けて設置するものとする

５

６

７  工事用電力

［２．４．１］

 ・構内に新設する

 ※設けない　　　・設ける

 既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、

 既存部分の養生

［２．３．１］

 既存部分の養生方法　※ビニルシート等　・　

 ・固定された家具等（備品，机，ロッカー等）の移動　　※行う（図示）

 ・既存部分における既存家具等の養生　※ビニルシート等　・　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　※構内既存施設内　・　

 ・既存ブラインド、カーテン等の養生　　養生方法　※取外し再取付　　・　

３

 仮設間仕切り

［２．３．２］

 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　※図示　・　

 仮設間仕切りの種別と材質等

４

 受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

　※せっこうボード

　・合板

　　種類（※GB-R 　　・　　　　　）

　　厚さ（※9.5ｍｍ　・　　　　　）

　※無し

　・片面

　・

　※行う

　（JIS A6301ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材32K厚50mm)

　・行わない

　・Ａ種

　・Ｃ種

種別 仕上げ（厚さmm） 塗装 充填

 騒音・粉じん等の対策  騒音・粉じん等の対策　　・ 防音パネル　　・ 防音シート

 防音パネル、 防音シートを取り付ける足場の設置範囲［２.１.３］

 　※ 工事に必要な範囲　　・ 

 足場その他

［２．２．１］

２  ・内部足場の種別　　　　　　※脚立、足場板等　・　

１２
　
仮
設
工
事

 ・材料、撤去材等の運搬方法　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

 ・防護シートの範囲　　　　　※工事に必要な範囲　・　

 ※足場を設ける場合は、改修標準仕様書２．２．１（２）、（５）による。

２１ 工事区分  工事区分表による

　※Ｂ種

ついて、監督職員と協議すること。

（４）関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

 ※週休２日工事について

 ・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。

 ・本工事は、週休２日工事の対象外である。

 完成時の提出図書　１５

［１．９．１～３］［表１．９．１］

Ｒ０６．１１

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

建築改修工事特記仕様書１

工 事 場 所

敷 地 面 積

階

階

階

階

階

小 計

合 計

建築面積(㎡)

床 面 積(㎡)

棟 名 称 ／ 構 造

施 工 条 件

１

２

３

工事範囲

PH

合 計

建蔽率　・　容積率

用途地域 ・ 防火地域

01

西粟倉小学校トイレ改修工事

校舎棟RC造(含体育館RC+S造)

・無人改修 ・有人改修 ・無人改修

プール棟RC造 ボンベ庫

(工事範囲外)

99.085 ｍ2 12.455 ｍ2

99.085 ｍ2

99.085 ｍ2

12.455 ｍ2

12.455 ｍ2

校舎棟１階～３階　トイレ区画・洗濯室の一部

指定なし　・　指定なし

3,811.80 ｍ2

2,257.63 ｍ2

プール棟トイレ区画

既存撤去・改修

2146.098 ｍ2

1969.454 ｍ2

941.518 ｍ2

789.297 ｍ2

3700.269 ｍ2

築工事編）（令和７年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記

載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編（令和７年版）」（以

西粟倉小学校

岡山県英田郡西粟倉村長尾1555

㎡10,809.19

２

 ・外部足場の範囲　　　　　　※工事に必要な範囲　・図示　

 仮設扉　　※木製（合板張り程度）　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　

　　厚さ（※9mm　　  ・9.5mm　 　）

　　材種（※普通合板 ・GB-R　　　）

　・せっこうボード

西粟倉小学校トイレ改修工事

 網戸等６ 網目線径

  ・ 

  ※16～18メッシュ 

  ・ 

  ※0.25mm以上

      ステンレス(SUS304)線材

   ・ステンレス(SUS316)製 

   ・ガラス繊維入り合成樹脂製 

   ※合成樹脂製 

  ・防鳥網

  ・防虫網

網目寸法15mm

種類

1.5mm

材質

［５．２．３］［５．３．３］

 結露水の処理方法　※図示　・ 

   水切り板、ぜん板　※図示　・ 

 取付工法

　　　　　　　　　 　 　 ・Ｃ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

 　　　　　　　　  　 　 ・Ｂ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

 　※改修標準仕様書表5.3.1による種別

 　・耐風圧性の等級（　　　　　）、機密性の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）

 性能値等

 　　外部に面する建具　　・Ａ種（建具符号　　・全て　・建具表による　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　 （建具符号　　・建具表による　・　　　　　）

　　                     （建具符号　　・建具表による　・　　　　　）

 樹脂製建具７

　[5.3.2～4]

 防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼの遮音性の等級　・適用する（等級　・T-1　・T-2）　・適用しない

 自閉式上吊り引戸装置１３

［５．10．３］

 性能等　　※標準仕様書 表5.10.1による　・　

 マスターキー　・製作する（　　　　組）　　　　・製作しない　　　・既存に組込む

 鍵箱　　　　　・設ける　（　　　　個用　　組）・設けない

１１ 鍵

１２ 自動ドア開閉装置

［５．９．２～３］

 引き戸用検出装置の種類　

 　※光線（反射）センサー　・電波センサー　・音波センサー　・熱線センサー　・光電センサー

 　・タッチスイッチ　　　　・押しボタンスイッチ

 取付位置　　・床面　　※天井面　　・壁面　　・無目

 戸の開閉方式　　※建具表による　・　

 防錆　　・適用する　・適用しない

 凍結防止措置　・適用する　・適用しない

 　タッチスイッチの種類

 　・無線式タッチスイッチ　　　　・光線式タッチスイッチ

 　車椅子使用者用便房スイッチの種類

 　・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　　　・非接触スイッチ

［表５．９．１～６］ 

［５．８．４］

１０  ステンレス製建具

   簡易気密型　　・適用する　・適用しない［5.2.2］

［5.4.2］

［5.6.2～5］

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

 表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・ 

 ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ（・a角　・b角　・c角） 

 鋼板（屋外）　※SUS304、SUS430JIL、SUS443J1　・ 

 鋼板（屋内）　※SUS304、SUS430JIL、SUS443J1　・ 

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

鋼製軽量建具９

   簡易気密型　　・適用する　・適用しない［5.2.2］

［5.5.2～4］

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

材　　質区　　分

   ※鋼板　　　・　

   ※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板

     召合わせ､縦小口包み板､押縁

     鋼板

 鋼板

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

 形状及び仕上げ

 　鋼板類の厚さ　　※改修標準仕様書 表5.5.1による　・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

８ 鋼製建具

［5.2.2］

［5.4.2～4］

 性能値等（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

   簡易気密型ドアセット　　気密性の等級　・Ａ－３

   外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

   防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

   耐震ドアの面内変形追従性の等級　　　　・適用する　等級（　　　）　　・適用しない

 形状及び仕上げ

 　鋼板類の厚さ　　※改修標準仕様書 表5.4.2による　・　　　　　　使用箇所（　　　　）

 くつずりの仕上げ

 　ステンレス鋼板を用いる場合　　※ ＨＬ以上

   　　　　　　　　　　　　水密性の等級　・Ｗ－１

 形状及び仕上げ

 　枠の見込み寸法　　　※建具表による　・　

 取付工法

 　水切り板、ぜん板　　※図示　　　　　・　

 表面色　　　　　　　　※標準色　　　　・特注色

 ガラス　　　　　　　　※複層ガラス　　・　

 外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・　

 断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼの断熱性の等級　・適用する（等級 ・H-4 ・H-5 ・H-6 ・H-7 ・H-8）　・適用しない

 ステンレス鋼板の材料　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・　

 形状及び仕上げ

 　枠の見込み寸法　 ・建具表による　・ 

 　表面処理 

   　外部に面する建具　種別　　・BB-1種　・BB-2種  ・　　　　　

        　           　色合等　※標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

   　屋内の建具　　　　種別　　・BC-1種　・BC-2種　・　　　　　

          　         　色合等　※標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

［５．２．２～５］

５ アルミニウム製建具  性能値等

 　・耐風圧性の等級（　　　　　）、気密性の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）

 　※改修標準仕様書 表5.2.1による種別

 　　外部に面する建具　　　 ・Ａ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　 　 　　　 ・Ｂ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　 　　　　　 ・Ｃ種（建具符号　　※建具表による　・　　　　)

 　　防音ドア,防音サッシ　　・適用する　　遮音性の等級（　　）

                          　　（建具符号　　・建具表による　・　　　　）

          　　　　　　　　　・適用しない 

 　　断熱ドア,断熱サッシ　　・適用する　　断熱性の等級（　　）

                          　　（建具符号　　・建具表による　・　　　　）

         　 　　　　　　　　・適用しない 

 防犯建物部品

［５．１．７］

４  ・適用する　　適用箇所（・建具表による　・　　　　　）

 建具見本の製作３

［５．１．５］

 ※製作しない　　・製作する（・納まり等が分かる程度のもの　・　　　　　）

［５．１．４］

２  防火戸

 防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

 　※連動させる　適用箇所（・建具表による　　　・　　　　　　　）

 　・連動させない

１

［５．１．３］

 改修工法

 ・撤去工法　（・はつり工法　・引抜き工法）　　適用箇所（・建具表による　・　　　）

 ※かぶせ工法（・ｶﾊﾞｰ工法　・持出し工法　・ﾉﾝｼｰﾙ工法）　　適用箇所（・建具表による　・　　　）５
　
建
具
改
修
工
事

３
　
防
水
改
修
工
事

４
　
外
壁
改
修
工
事

 ※かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法）　　指定箇所（・建具表による　・平面詳細図による）

     貸与資料（　令和６年度西粟倉村学校施設ｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査報告業務 石綿事前調査報告書　）

 倉森建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号 赤木　定

20



【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

Ｒ０６．１１

建築改修工事特記仕様書２
02

西粟倉小学校トイレ改修工事

 ・Ⅰ類　 ・Ⅱ－１類　

・網入り、フロート板合わせガラス

・網入り、熱線吸収板合わせガラス

 ・合わせガラス

 ※フロート合わせガラス

 ・網入合わせガラス

 ※フロート板合わせガラス

 ・熱線吸収、フロート板合わせガラス

材料板ガラスの種類 組合せ 特性による種類

 ・Ⅱ－２類　・Ⅲ類

 ・Ⅰ類　 ・Ⅱ－１類　

 ・Ⅱ－２類

 下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等　　※建具表による　・　 ガラス１７

 オーバーヘッドドア  セクション材料による区分　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ１６

［５．14．２］

［５．13．２～３］  風圧力による強さの区分　　・１７５　・１２５　・１００　・７５　・５０

 開閉方式による区分　　　　※バランス式　・チェーン式　・電動式

 収納方式による区分　　　　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

 ガイドレールの材質　　　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ２．０㎜

 軽量シャッター

 耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡

１５ ［表５．11．１］ 

 シャッターケース　　※設ける　　　　・設けない

 座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

　　　　　　　　　　　 めっきの付着量（※Z06又はF06を満足するもの　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 　めっきの付着量（※AZ90を満足するもの　・　　　　　　　）

 ガイドレールの材質　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ１．０㎜（※中柱共　・　　　　）

 スラットの材質　　　※JIS　Ｇ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

 重量シャッター

 　防火又は、防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器

 　は別途とする

１４

［表５．10．１］ 

 屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構の設置箇所　　※図示　・　

 障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示　・　

 　適用する危害防止機構　　※改修標準仕様書5.10.2(4)(ｴ)(a)かつ(c)　・(b)かつ(c)

 スラット及びシャッターケース用鋼板

 　鋼板の種類　　※JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　 　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき及び鋼帯）

 種類　　・管理用　・外壁用防火　・屋内用防火　・防煙

 管理用シャッターのシャッターケース（防火、防煙以外）　　※設ける　・設けない

 スラットの種類　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

 　　　　　　　　　　・JIS　Ｇ３３２２（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

 開閉方式の種類　　※手動式　・電動式（手動併用）

［５．１２．２～４］

［５．11．２～５］

 外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　）Pa

 開閉方式の種類　　※電動式（手動併用）　・手動式

 急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示　・　

 ※6ｍ以下毎に

伸縮調整目地

 ・図示による

 ・あり

表面形状

 ・ 

 ・正方形
 　10～25

呼び寸法

（㎜）

防火

性能

 ・　

 ※ガラス飛散防止フィルム  ※内張り　・外張り

張り面名　称 性能値

 飛散防止率９５％以上

 品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

 壁用金属枠及び補強材　　　・設ける　（形状　※図示による　・　　　　　　　　　　）

 力骨　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）径５．５㎜はしご形状複筋及び単筋　・　

 金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

 　 　　　　 　　　　寸法　　・図示による　　・　

 　　　　　　　　　　形状　　・図示による　　・　

 目地部の力骨の納まり　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・　

 工法　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

（㎜）

厚さ 色調

クリア 乳白 平積み

 ※8～15

目地幅（㎜）

曲面積み

 外側

 ※標準仕様書5.

 ・

 内側

 ・

 ※標準仕様書5.

 シーリングの種類　　（　　　　　　　　）

 化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　）

 ・なし

 14.5(2)(ｳ)(a)②

 14.5(2)(ｳ)(a)②

・160ｘ160

・200ｘ200

・95

・125

・95

・ ・

・ ・  ・  

・125

 ・ブロンズ　　・シルバー

 ・ブルー　　　・グレー

 　　映像調整　　　※行わない　・行う

 　　反射皮膜面　　※内面　　　・外面

 　Ｂ種

 ・Ａ種　　・Ｂ種

 　Ａ種

 ・３種

 ・２種

 ・１種

 ・高性能反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

耐久性日射遮へい性

 ・高性能反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

 ・熱線反射板ガラス

ガラスの種類

色　調材料板ガラスによる種類

種　類

 ・熱線吸収板ガラス

性能による種類

・１種　・２種

材料板ガラスによる種類

 ・熱線吸収フロート板ガラス

 ・熱線吸収網入り磨き板ガラス  ・　

厚さによる種類

 ※建具表による　

 ステンレス製

 木製

 アルミニウム製 

 樹脂製

 鋼製及び鋼製軽量 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｶﾞｽｹｯﾄ(ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形)

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ガスケット

 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｶﾞｽｹｯﾄ(ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形)

［表３．７．１］

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

 ※建具の製造所の仕様による　・　

建具の種類 材　　　種 ガラス溝の大きさ（mm）

 ・強化ガラス

 ※フロートガラス  ※フロート強化ガラス

 ・熱線吸収強化ガラス

 ・型板ガラス  ※型板強化ガラス

材料板ガラスの種類による名称 特性による種類

 ・Ⅰ類　・Ⅲ類

材料板ガラスの種類

 ・複層ガラス

 ・熱線反射ガラス  ※熱線反射強化ガラス

断熱性による区分 乾燥気体の種類 日射取得性、日射遮蔽性による区分

・T1 ・T2 ・T3 ・T4 ・T5 ・T6 ・空気　・ｱﾙｺﾞﾝ ・Ｇ　・Ｓ

１９ ガラスブロック積み

２０ ガラス用フィルム

［５．１４．５］

 ガラス留め材１８

［５．１４．２］

２１ 付属電気設備
 機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する

 自動扉、電動シャッター、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ＫＷ以上の場合は、

   枠、くつずりの材料　・建具表による　・　

   見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

 ・紙張り障子 　

   見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

 ・戸ぶすま 　

   見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・ 

   縁仕上  ・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

   上張り  ・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度   押入等の裏側は雲花紙程度 　

   張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

 ・ふすま 

   見込み寸法　※36mm　・建具表による　・ 

   かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

 ・かまち戸 

 　表面板の厚さ　※表5.7.6による　・ 　　

 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

２２ 木製建具

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

  表面性能（　　　　    　）タイプ 

   （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

  化粧加工の方法   ・特殊加工 化粧合板 

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

  ・天然木 化粧合板 

    生地、透明塗料塗り 

  表面の樹種  ・普通合板

 ・フラッシュ戸 

     合板の種類 　　　　　　　　規格等          備考

  ・ミディアムデンシティ

  　ファイバーボード

  　（ＭＤＦ）

  表裏面の状態による区分（　　　　　　）

  曲げ強さによる区分（　　　　　　　　） 

  接着剤による区分（　　　　　　　　　）

  難燃性による区分（　　　　　　　　　）

   表面材の合板の品質等

 　※F☆☆☆☆　・　

 建具材の加工、組立時の含水率　※Ａ種　・ 

（５．７．２～４）

  樹種名（　　　　　　　　　） 

  接着の程度（・1類　・2類 ） 

    不透明塗料塗り 

    （※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　）

    （※しな合板程度 ・　 　　　） 

  板面の品質（※広葉樹１等　　・　　　　） 

　［６．１．３］

１６
　
内
装
改
修
工
事

 ・既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修範囲

 　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

 ・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

 ・既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修　　※既存のまま　・図示

 　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

 他の部分との取合い等

２

　［６．２．２］

 既存床の撤去及び下地

 補修

 モルタルは、４章外壁改修工事による。

 既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

 ビニル床シート等の撤去　　※仕上材のみ（接着剤とも）

 　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・撤去範囲全て）

 合成樹脂塗床材の除去　　　・機械的除去工法　・目荒し工法

 改修後の床の清掃範囲　　※改修部の端部より１ｍ程度　・図示　

 補修

３  既存壁の撤去及び下地

　［６．３．２］

　間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　 （仕上げ厚又は全塗厚25mmを超える場合の処置　　※図示　・　　　　　） 

 　※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

 製　　材

　[６．５．２]

寸法（㎜）

 ※２級　・　　

樹　種施工箇所

寸法（㎜）樹　種施工箇所

 ・ 

 ・

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

 ※ Ａ 種 　

 ※Ａ種　・　

等級

等級

形状

形状

含水率

含水率

保存

処理

保存

処理

 ・代用樹脂を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

含水率

 ・Ｂ種

 ※Ａ種

 ・適用しない

 ・適用する

の適用　

間伐材等
難燃処理

（※A種　・B種）

造作材の場合

（　　　　　）

防虫処理材面の品質寸法（㎜）樹　種施工箇所

 ・適用する

 ・適用しない

 ※１等　・　

寸法（㎜）樹　種施工箇所

 ・ 

の適用

間伐材等

 ※Ａ種　・　

等級 形状 含水率
保存

処理

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・JAS 1083（製材）以外の製材

 ・JAS 1083-6 製材 - 第６部に基づく広葉樹製材

 ・JAS 1083-2 製材 - 第２部に基づく造作用製材

 ・JAS 1083-5 製材 - 第５部に基づく下地用製材

 ホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　４

 ・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等

 ・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
見付け材面の品質 含水率

間伐材等

の適用　

の適用　

 ・ ※15%以下 ・　

施工箇所

 ・

寸法

(mm) 厚さ(mm)

化粧薄板の 見付け材

面の品質
含水率

　※15%以下

　・　

樹種

　化粧薄板：

　 芯材：

 ※１等　・２等  ・　 ・　

材面数

見付け 間伐材等

の適用　厚さ(mm)　

化粧薄板の

(mm)

寸法

 ・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

見付け材

面の品質

見付け材面の品質

 ・　

の適用

間伐材等

[6.5.2]

(mm)

寸法

 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

 造作用集成材

 [６．５．２]

見付け

材面数

 ※１等　・２等  ・

施工箇所

施工箇所 品名

品名

樹種名

　化粧薄板：

　 芯材：

樹種名

 ホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　５

　［６．５．２］

 造作用単板積層材
[6.5.2]

間伐材等

の適用

 ・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）

 ・無し（等級：　　　　　　）

 ・適用する

 ・適用しない

表面の化粧加工 防虫処理

 ・

施工箇所
(mm)

寸法
品名

 ・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

 ホルムアルデヒド放散量  ※F☆☆☆☆　・ ６

 ・有り

  (加工・天然木加工・塗装加工)

 ・無し（　　　　　　　　　　）

 ・適用する

 ・適用しない

防虫処理
間伐材等

の適用  

 ・

含水率

 ※14%以下

 ・

（ｍｍ）

間伐材等
施工箇所 種別

接着性能

（使用環境）

寸法

 ・

品名
の適用

 ・JAS 3079に基づく直交集積板

強度等級 樹種名

表面の化粧加工
寸法

(mm)
施工箇所 品名

 ・JAS 0701以外の造作用単板積層材

　［６．５．２］  ・普通合板

施工箇所
厚さ

(mm) 樹種名

 接着

※1類

・2類

[6.5.2]

間伐材等

 広葉樹

 ※2等以上 ・1等

 ※C-D以上

 ・ 

 ※5.5

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

(        )

 ・適用する

 ・適用しない

樹種名 の程度
板面の品質

の程度
板面の品質 防虫処理 難燃処理 防炎処理

の適用　

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・構造用合板

 ・適用しない

 ・適用する

間伐材等

の適用  
防虫処理 強度等級

接着

 ※2級以上

 ・1級

  等級

 ※１類

 ・特類

 ※C-D以上

 ・  

 ・

 ・

単板の

単板の

針葉樹

施工箇所
厚さ

(mm)

 ※12

 ・

施工箇所

施工箇所
化粧板に使用する

単板の樹種名 

厚さ

(ｍｍ)
単板の樹種名 接着の程度

※１類　・特類  ・適用する

 ・適用しない

 ・

 ・

 ・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

 ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

防虫処理
間伐材等

の適用　

の適用　

間伐材等
接着の程度

※１類　・２類  ・適用する

 ・適用しない

防虫処理
厚さ

(ｍｍ)

合板等  ホルムアルデヒド放散量  ※F☆☆☆☆　・ ７

 ・パーティクルボード

 ・構造用パネル

施工箇所

施工箇所

施工箇所
厚さ

(ｍｍ)

 ・

 ・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

 ・２類

 ※１類

表面性能 化粧加工の方法

 ・適用する

 ・適用しない

防虫処理接着の程度

表裏面の状態

による区分  による区分

曲げ強さ  

による区分

難燃性    

による区分

 ※13タイプ

 ・  ・ 

 ※P又はM

耐水性　　

等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

 ※15

 ・ 

施工箇所
厚さ

(ｍｍ)

表裏面の状態

による区分　

曲げ強さに

よる区分  

接着剤に

よる区分 

難燃性に

よる区分 

 ・

間伐材等

の適用　

間伐材等

の適用　

厚さ

(mm)

 ・ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）

寸法(mm)

　［６．５．５］

 防腐・防蟻処理

 ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位

 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

     適用部材 処理の方法

  ※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)② ｱ ～ ｴ による　・　

  ※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)② ｱ ～ ｴ による　・　

  ※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)② ｱ ～ ｴ による　・　

保存処理性能区分

  ・Ｋ２   ※Ｋ３   ・Ｋ４

　  適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

 ・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理 　　

 野縁等の種類

 　屋外（※25形　・　　）　　屋内（※19形　・25形）

 ・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　 工法

　　　　　　　 　国土交通省告示第771号）第３第２項第二号に適合させる。

 　　周辺部の端からの間隔　　・図示　・　

 　　野縁の間隔　　・図示　・　

 既存の埋込みインサート　　・使用する　・使用しない

 あと施工アンカーの確認試験

 　　　　（確認強度　　　※改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)による　・　　　　　　　　　　）

 　・行う（試験箇所数　　※屋内の場合、当該階において3箇所　・　　　　　　　　　　）

 　・行わない

 ・吊りボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 

   補強方法　　※図示　・　

 ・天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合 

   補強方法　　※改修標準仕様書6.6.4(8)による　・図示

 ・天井のふところが3.0ｍを超える場合 

　 補強方法　　※図示　・　 

 ・天井の下地材における耐震性を考慮した補強 

　 補強箇所　　※高さが６ｍを超える天井　・図示　

　 補強方法　　※「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年

 　　　　　　　・図示

［６．６．２～４］

 軽量鉄骨天井下地

   　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

   　野縁受け、つりボルト及びインサートの間隔　　・図示　・　

　  適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

 ・合板等の加圧注入処理等の適用　

８

 ９

 　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・図示

 スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　※図示［表６．７．１］

 軽量鉄骨壁下地

　［６．８．２］

 ビニル床シート、

 ビニル床タイル及び

 ゴム床タイル

ビニル樹脂系材料の原材料

 　再生ビニル系材料の原材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されているもの

　［６．８．３］

 ・ビニル床シート

 ※発泡層のないもの  ※ＦＳ

 ・ＴＳ

 ・発泡層のあるもの  ・ＨＳ

 ・ＫＳ

 ・プレーン

 ・特殊柄

 ・突付け

 ※熱溶接 ・マーブル

 ・プレーン  ・突付け

 ・マーブル

 ・柄物

 ・　

 ・熱溶接

種類 色柄 厚さ（㎜）

 ※２．０

 ・２．５

種類の記号

色柄

 ・　

 ・　

 ・　

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄

厚さ（㎜）

 ※２．０　・　

 ※２．０　・　

 ・ＦＯＢ

 ・ＦＯＡ

 ・ＫＴ

 ・ＴＴ

 ・ＦＴ ※接着形

 ※置敷形

種類

 ・ビニル床タイル

種類の記号

備考

 １ｘ１０ ～１０  Ω程度

 又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ１４５４）

 １．２以上～３．２未満

 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ１４５５）

１０７

 ・　

色柄

 ・ ・　

 ・

 ・ＦＯＢ

 ・ＦＯＡ

 ・　

 ・ＦＳ

厚さ（㎜）記号種類

 ・２．０

 ・帯電防止

 　床タイル

 ・帯電防止

 　床シート

 ・特殊機能床材（帯電防止）

工法

 ※接合部の処理（工法　　※熱溶接工法　・　　　　　）　・　

 出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　※改修標準仕様書6.7.4.(5)による　・　

 スタッド、ランナの種類

［６．７．３、４］

１０

１１

 （表面形状 JIS T9251）

種類

 ・誘導用床材、注意喚起用床

 ・特殊機能床材（帯電防止以外）

・

 　　　　　　材質　　　　　※軟質　　・硬質

 ビニル幅木の高さ（㎜）　　※６０　　・７５

 　　　　　　厚さ（㎜）　　※２．０　・　

 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

　［６．１３．２］、［６．１４．２］

 接着剤

 カーペット敷き  ・タイルカーペット

施工箇所

 ※ 500×500

 ※ 500×500

 ※ 500×500

パイル形状 種別 寸法 総厚さ(mm)

 ※ループパイル

 ・カットパイル

・カット
・ループ併用

 ※第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ・第一種

 ・第二種

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ※ 6.5

 ホルムアルデヒド放散量　［６．８．２］、［６．１１．５］

　［６．１６．４］

備考

 ・　

 ・

 ・黄色

色柄材料寸法（㎜）

 合成ゴム

 ※塩ビ　・合成ゴム

 ・４００ｘ４００

 ・３００ｘ３００

厚さ（㎜）

 下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号（呼び厚さ8mm）　・　

 見切り、押え金物の材質、種類及び形状　　※図示　・　

 合成樹脂塗床

　［６．１０．２］［６．１０．３］

［表６．１０．１］

［表６．１０．２］

 ・弾性ウレタン樹脂系塗床材

 ・エポキシ樹脂系塗床材

 　工法　　　　　　・薄膜流しのべ仕上げ　・厚膜流しのべ工法　・樹脂モルタル工法

 　仕上げの種類　　・平滑仕上げ　・防滑仕上げ

 　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 床用防じん塗料塗り  材質　　　　　水性アクリル系樹脂塗材

 仕上の種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ）（※標準色　・　　　　　）

 工法　　　　　製造所の指定する工法とする

 塗布料　　　　上塗りは２回塗りとし、総塗布量は０．２５㎏／㎡以上とする

　［６．９．２］［６．９．３］

１２

 　※F☆☆☆☆　・　

１３

１４

１５

 塗料のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

 塗料のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

 フローリング張り

　［６．１１．２～６］  種類、工法

 　・単層フローリング（・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ１等　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ１等）　　樹種　　※なら　・　

 　　　フローリングボードの大きさ　　※改修標準仕様書表6.11.1、3、5による　・　

 　※複合フローリング　　樹種　　※なら　・ヒノキ　・　

 　　　・釘どめ工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法

 　　　・釘どめ工法（・根太張り　・直張り）（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

 　　　・接着工法（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種））

 　　　フローリングボードの大きさ　　※改修標準仕様書表6.11.2、4、6による　・　

 仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス　・オイルステイン塗りのうえワックス　・生地のままワックス

 間伐材等の適用　※適用する　・適用しない

 間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合

           が１０％以上であること

           居室の内装材にあっては、ホルムアルデヒド放散量（ＪＡＳ規格による測定方法）が平

 　　　　　均値で０．３ｍｇ／Ｌ以下かつ最大値で０．４ｍｇ／Ｌ以下であること

 フローリング材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　１６

 可動間仕切り  ＪＩＳ　Ａ６５１２によるほか、下記による　

 構造形式による種類　※スタッド式（・スタッド露出　・スタッド内蔵）・スタッドパネル式

 パネル表面材質及び厚さ（㎜）　※鋼板０．６　・鋼板０．８　・　

 パネル総厚さ（㎜）・　　　㎜程度

　（２０．２．３）

 構成基材の種類　　　　※図示による

 仕上げ　メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備品　・指定色）

 遮音性（ｄｂ）　　・０　・１５程度　・３０程度　・３６以上

 防火性能　・不燃　・　

１７

 倉森建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号 赤木　定



【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

Ｒ０６．１１

西粟倉小学校トイレ改修工事

建築改修工事特記仕様書３

 せっこうボード

 その他ボード及び

 合板張り

 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

　［６．１３．２］  パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板の原材料

 　合板・製材工場から発生する端材等の残材、建築解体木材、使用済み梱包材、製紙未利用低質

 　チップ、林地残材、かん木、小径木（間伐材を含む）等の再生資源である木質材料又は植物繊維

 　の重量比配合割合が５０％以上であること。（この場合、再生資材全体に占める体積比配合率が

 　２０％以下の接着材、混和剤等（パーティクルボードにおけるフェノール系接着剤、木質系セメ

 　ント板におけるセメント等で主要な原材料相互間を接着する目的で、使用されるもの）を計上せ

 　ずに、重量比配合率を計算することができるものとする）

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤のホルムアルデヒド放散量

１８

 　※F☆☆☆☆　・　

 天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

 　※図示による

 合板の張付け　　・Ａ種　　　・Ｂ種　

 壁紙張り  建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

　［６．１４．２］

・不燃　・準不燃　・難燃

・不燃　・準不燃　・難燃

 ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・　

防火性能壁紙の種類

１９

 モルタル・せっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　※B種　・　

 コンクリート面の素地ごしらえの種別　　※B種　・　

 せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえの種別　　※B種　・　

施工箇所

 ・紙　・繊維　・塩化ﾋﾞﾆﾙ　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　・無機質　・　

 ・紙　・繊維　・塩化ﾋﾞﾆﾙ　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　・無機質　・　

 目地工法の種類とせっこうボードのエッジの種類

張り方目地処理の種類

・突付けＶ目地

・目透し

・継目処理

・突付け

・直張り　・上張り

・直張り　・上張り　・下張り

・直張り　・上張り

・直張り　・上張り

※スクェアエッジ

※ベベルエッジ

・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

せっこうボードのエッジの種類

※テーパーエッジ　・ベベルエッジ

２０ モルタル塗り

　［６．１５．３、５、６］

 モルタル　※現場調合材料　　・既調合材料（材料　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　　　　）　形状（※図示　・　　　）

 　　　　　　・設けない

 外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験

 　　　　　　・適用する　　　　・適用しない

 壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

 　　　　　　・図示による

 建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

 　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする

 　混合割合　セメント重量の５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　透水比　　８０％以下（水圧は２９４ｋＰａとし１時間行う）

 　吸水比　　９５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　膨張性のひび割れおよびそりがない（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定１０）

 　凝結時間（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定９）始発１時間以上、終結１０時間以内

 　曲げ及び圧縮強度比　７０％以上（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 （品質性能等）

　［６．１６．３］

 るタイル張り

 セメントモルタルによ  伸縮調整目地の位置　　床タイル（※縦、横とも4ｍ以内ごと　・図示　・　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　床タイル以外（※図示　・　　　　　　　　　　）  

施工

箇所

形状/寸法

（ｍｍ）

再生材料

の適用

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

役物

有 無

色

標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑

り性
備考

・

・

・・ ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・

・

 タイルの形状、寸法等

 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

 試験張り　　・行う　※行わない 

２１

 見本焼き　　・行う　※行わない 

 壁タイル張りの工法

 　内壁タイル　　　・密着張り　　　・改良圧着張り

 　内壁タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　　・モザイクタイル張り

 伸縮調整目地の位置　　床タイル（※縦、横とも4ｍ以内ごと　・図示　・　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　床タイル以外（※図示　・　　　　　　　　　　）  

施工

箇所

形状/寸法

（ｍｍ）

再生材料

の適用

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

役物

有 無

色

標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑

り性
備考

・

・

・・ ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・

・

 タイルの形状、寸法等　［６．１６．４］

 有機系接着剤による

 タイル張り

 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

 試験張り　　・行う　※行わない 

２２

 見本焼き　　・行う　※行わない 

 有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

３

　［７．２．２～７］

 ※RB種　・　　 

下地面の種別

７
　
塗
装
改
修
工
事

 防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

 　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

 塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

１  材料

　［７．１．３］

２  既存塗膜の除去

［７．２．１］

 　※F☆☆☆☆　・　

 ※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　・　

 下地調整、素地ごしらえ

　［７．３．２～７］

塗替え

下地調整の種別
ひび割れ部の補修

 ※RB種　・　　 

素地ごしらえの種別

新規

 ※C種

 亜鉛めっき鋼面  ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

 ※RB種　・　　 

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面  ※RB種　・　　 

 ・RB種　・RC種

 ・行う

 ・行う

 ・行う

 モルタル面、せっこうプラスター面  ・A種　・B種

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面（DP以外）  ※B種

 コンクリート面  ・A種　・B種

 ・A種　・B種

 ※RB種　・　　  ※B種

 ・A種　・B種　

 ・A種　・B種

 鉄鋼面（DP)

 押出成型セメント板面（DP)

 木部

 鉄鋼面（DP以外）

 セルフレベリング材塗り

　［６．１７．２～３］

２３

４  錆止め塗料塗り

 鉄鋼面

塗　装　面 工程の種別塗料の種別

　［７．４．２］［７．４．３］  SOP

 EP-G

 ・Ａ種 ・　

 ・Ｂ種 ・　

 ・Ｃ種 ・　

 新規見え掛り

 新規見え隠れ

 ・Ａ種　※Ｂ種

 DP  新規

 ・Ａ種 ・　

 ・Ｂ種 ・　

 ・Ｃ種 ・　

 ・Ａ種 ・　

 亜鉛めっき

 鋼面

 ※Ａ種 ・Ｂ種  ・Ａ種 ・　

 ・Ｂ種 ・　

 ・Ｃ種 ・　

 ・Ａ種 ・　

 ・Ｂ種 ・　

 ・Ｃ種 ・　

 SOP

 EP-G

 新規鋼製建具等

 新規その他

 塗替え

 新規鋼製建具等

 新規その他

 塗替え

 新規見え掛り

 新規見え隠れ

 塗替え

 塗替え

 ・Ｃ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ａ－１種

 ・アクリル樹脂系水分散形

 　塗料塗り（ＮＡＤ）

 ・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

 　　　・２級

 　　　・１級

 　　　・３級

 　　　・２級

 　　　・１級

 　　　・３級

 ・屋外

 ・屋外

 ・屋外鉄鋼面

 ・屋内ﾓﾙﾀﾙ面

 ・屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 　亜鉛めっき鋼面

 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種

   　上塗り等級

   　上塗り等級

 ・Ａ－１種

 ・Ｂ－１種

 ・Ｃ－１種

５  仕上げ塗料塗り

 ・合成樹脂調合ペイント塗り

 　（ＳＯＰ）

 ・木部（外部）

 ・木部（内部）

 ・鉄鋼面

塗装の種類 塗装面

 木部 ・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

工程

塗替え 新規

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 ・Ａ種 ※Ｂ種  ・Ａ種 ※Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種　 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種　

 塗料の種類　　※１種　・２種

  （鋼製建具以外）

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

  （鋼製建具）

　［７．５．２　～７．１２．２］

 ・表７．８．１による  ・表７．８．１による

 ・表７．８．２による  ・表７．８．２による

 　押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 　ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

 ・つや有り合成樹脂

 　エマルションペイント塗り

 　（ＥＰ－Ｇ）

 ・コンクリート面

 ・モルタル面

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ・屋内木部

 ・屋内鉄鋼面

 ・屋内

 　亜鉛めっき鋼面

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種  ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種  ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・合成樹脂エマルション

 　ペイント塗り（ＥＰ）  ・モルタル面

 ・コンクリート面

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ・せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種  ※Ａ種 ・Ｂ種

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り

 　（ＵＣ）

 木部  ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

 ・ステイン塗り

 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）  木部  ・Ａ種 ※Ｂ種  ・Ａ種 ※Ｂ種

 つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこ

 　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

 うボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

 　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

 合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

                   塗付け量は、塗料製造所の仕様による

     塗料その他　　JISK5675（屋根用高日射反射率塗料）２種　　等級　・１級　・２級　・３級

 ・高日射反射率塗料塗り

     下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

 クリアラッカー塗りＡ種の工程２の着色

 　・適用しない　　　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤）

 ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色

 　・適用しない　　　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性線色着色剤）

 オイルステイン塗りの工程等

 　・　

   ・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

   ・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り（OS)

８
　
耐
震
改
修
工
事（

共
通
事
項）

 工事内容

１  ・改修標準仕様書第8章耐震改修工事

               ・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

               ・鉄骨ブレースの設置工事

               ・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

               ・耐震スリット新設工事

               ・免震改修工事

               ・制振改修工事

               ・　

 適用範囲

               ・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

               ・連続繊維補強工法

２  既存部分の撤去等

   ・　

   ※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う

 はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

 既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断　　※図示

 撤去範囲　　※図示

　［８．２１．２］　　　　　　　　　［８．２２．２］

　［８．２３．２］［８．２４．４］

　［８．２６．５］［８．２７．２］

 ・改修標準仕様書において８章耐震改修工事以外の改修工事で8章を引用している部分

　［８．２８．２］

 既存杭の撤去等

 ・撤去範囲及び撤去方法　　※構造図による　・　

３ 既存部分の処理  既存コンクリートの目荒らしの程度

　［８．２１．３］［８．２２．３］

　［８．２３．３］［８．２６．６］

　［８．２７．３］

   既存柱、梁面　

   ・構造図による

   既存壁

   ・構造図による

   ・打継ぎ面の１５～３０％程度に、平均深さ２～５㎜（最大７㎜）程度の凹凸処理を施す

   ・打継ぎ面の１０～１５％程度に、平均深さ２～５㎜（最大７㎜）程度の凹凸処理を施す

　［８．２．１］

８
｜
１
　
鉄
筋
工
事

 鉄筋の種類
表８．２．１

規格の名称 種類の記号 使用箇所 呼び径（㎜） 備考

 異形鉄筋

 （鉄筋コンクリート

   用棒鋼）

 ※ＳＤ３４５

 ※Ｄ１６以下

 ※Ｄ１９以上

 形状等

 ・溶接金網

 ・鉄筋格子

　［８．２．２］

 溶接金網

１

２

種類の記号種類 使用部位 網目寸法、鉄筋の径（㎜）

 ※ＳＤ２９５

部位 継手工法と適用径の範囲

 継手の工法

 ・柱主筋

 ・梁主筋

 ・基礎スラブ、耐圧スラブ

 ・土圧壁など

 ・耐震壁

 ・杭主筋

  ※ガス圧接（Ｄ１９以上）

  ※重ね継手

  ※重ね継手

  ※ガス圧接（Ｄ１９以上）  　　　　　　　　　　　　　　　　・重ね継手

  　　　　　　　　　　　　　　　　・重ね継手

  　　　　　　　　　　　　　　　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

  　　　　　　　　　　　　　　　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

  ・重ね継手（Ｄ１６以下）

  ・重ね継手（Ｄ１６以下）

　［８．３．４］

３

 耐力壁の重ね継手の長さ　　※改修標準仕様書 8.3.4(3)(ｱ)による　・構造図による

 継手位置　　※構造図による　・　

 鉄筋の継手及び定着

 鉄筋の定着長さ

 　※改修標準仕様書 8.3.4(5)、(6)による

 　・構造図による

 機械式定着工法

 　・適用する

 　　　必要定着長さ　※評定等の評価内容による

 　　　工法　　　　　※第三者機関の評定等を取得している工法とする

 　　　種類　　　　　・摩擦圧接接合　　　・螺合グラウト固定　　　・篏合グラウト固定

 　　　適用箇所　　　・図示による（　　　　　　　　　　　）　　・　　

 　　　補強筋形状　　※評定等の評価内容による

 　　　かぶり厚さ　　※評定等の評価内容による

 　　　品質確認　　　※評定等の評価内容による

 　　　検査　　　　　※評定等の評価内容による

施工箇所

 ・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面   ※　１０　・　

改修標準仕様書 表8.3.6 の値に加える寸法（㎜）

 柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

   ・改修標準仕様書 表8.3.6 による　 

   ・構造図による　 

 鉄筋のかぶり厚さ及び

 間隔（溶接金網を含む）

 ［８．３．５］

 最小かぶり厚さ（目地底よりかぶりを確保する）

     主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

 耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）

 軽量コンクリートを適用する部分

   ・なし　   ・有り　適用箇所（　　　　　）　最小かぶり厚さに加える厚さ（ 　　）㎜

 最小かぶり厚さは下表による

 鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

 ・構造関係共通事項による

 ・改修標準仕様書 8.3.5(4)による

 機械式継手

 ［８．４．２］

 使用箇所　　※構造図による

 性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・Ａ級　・　

４

５

 溶接継手

 ［８．４．３］

 使用箇所　　※構造図による

 性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　　・Ａ級　・　

６

鉄筋相互のあき

溶接継手の工法

　・標準仕様書5.3.5(4)による

　・評定等の評価内容による

　・図示による（　　　　　　）

施工完了後の継手部の試験

　・外観試験

　　　試験対象

　　　※全数

　　試験項目

　　・評定等の評価内容による　　・　　

　　試験方法

　　・評定等の評価内容による　　・　

　　　試験対象

　・超音波測定試験

　　　　　ロット

　　　　　試験の箇所数

　　　　　　１ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　　　　・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

　　　　　　・　

　　　試験項目

　　　 ・抜取り

　　　 ・全数

　　　試験方法

不合格となった継手部への措置

　　　 ※内部欠陥の検出

　　　 ※JIS Z 3063（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）による

　・　

割裂補強筋

 ※スパイラル筋

 ・はしご筋

 ・　

 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

 ・　

  （異形鉄筋）

 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

 ※SR235

 ・　

 ・SD295A

 ・　

 ・φ9

 ※φ6

 ・　

 ・D10

 （　　　　　　　）

 壁面外方向筋

 （　　　　　　　）

 壁面内方向筋

 （　　　　　　　）

 ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋のﾋﾟｯﾁ（㎜）

 （　　　　　　　）

 ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋の径（㎜）  ※図示

 ・　

種類 材料 材質 径 本数ピッチ等 適用箇所

 既存構造体との取合い

 ［８．３．８］

 （５．４．９）

 圧接完了後の試験  外観試験　　※行う（全数）　・　

 超音波探傷試験　　※行う（全数）　・　

 ［８．２１．９］

７

８

3

 ※普通コンクリート

  設計基準強度

  Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

 気乾単位

 容積質量（ｔ／ｍ　）

スランプ

（㎝）

  ・　

  ・２１   ２．３程度

  ・１８   ２．３程度

  ※１５

  ・１８

  ※１８

  ※１５

  ・１８

  建物躯体

  （基礎、基礎梁、土間スラブ）

  建物躯体

  （基礎、基礎梁、土間スラブ以外）

  ・２４

［８．１．３～４］

８
｜
２
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

 コンクリートの種類

 及び強度

１

適　用　箇　所

 ※Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

 ・Ⅱ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８に適合したコンクリート） 表８．１．１［８．１．３］

 コンクリートの種類

表８．２．３

［８．２．５］

 セメントの種類

セメントの種類 使　用　箇　所

 ［８．２．５］

 骨材の種類４

 ※Ａ

 ・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3以下）

 アルカリシリカ反応性による区分

 普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

 適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く

 ・高炉セメントＢ種  ・1FLより下部

 ・1FLより立上がる設備基礎、工作物基礎

 ※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

 　シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

 ・フライアッシュセメントＢ種

 ［８．２．５］

 混和材料５ ・混和剤　　　種類　※改修標準仕様書8.2.5(4)(a)による　・　

・混和材　　　種類　※改修標準仕様書8.2.5(4)(b)による　・　

 圧縮強度（　　　　　　　）　フロー値（　　　　　　　）６

 ［８．２．６］

 構造体用モルタル

 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種類 適　用　箇　所

表８．１．４

  ・Ａ種

  ・Ｂ種

  ・Ｃ種

 ［８．１．４］ 　　　　　　　［８．２．７］

 コンクリートの仕上り９

 ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

 間隔　　   ※図示による　

 位置　　   ※図示による　

                                 ・高炉セメントＢ種

 ひび割れ誘発目地

 打継目地

８

 設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

 スランプ　　　　　　　　　　　　※１５又は１８　　　・　

                                 ※１８

 無筋コンクリート７  適用箇所　　　　　　　　　　　　・標準仕様書６．１４．１（４）による　・図示

 セメントの種類　　　　　　　　　※普通ポルトランドセメント　・　

 目地寸法　　※標準仕様書９．７．３による　・　

 （６．６．４）（６．８．１）

種類 適　用　箇　所

  ・Ａ種

  ・Ｂ種

  ・Ｃ種

 コンクリートの仕上がりの平たんさ 表８．１．５

 （６．１４．１～３）［８．１１．１～３］

 ・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

   ・20㎜　　・　

 ・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

   ・10㎜　　・20mm　　・　

 ・外装タイル後張り面の打増し処理

   ・20㎜　　・　

 ・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

   プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

   ・10㎜　　・20mm　　・　

 打増し厚さ

 型枠

１０

１１  せき板の材料及び厚さ

 　※合板（※１２ｍｍ）

 　・メッシュ型枠（使用部位　　※構造図による　・　　　　　）

 　・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　　※構造図による　・　　　　　）

 断熱材兼用型枠　　・使用しない　・使用する（※25㎜以下かつ熱抵抗値1mh℃/kCal以上）

   適用箇所　　※構造図による ［８．７．８］

 型枠の加工及び部位１２  シアコネクタをセパレータとして使用

 （６．８．１）［８．７．８］

 （６．８．２）［８．２．７］

 スリーブ材　　※標準仕様書６.８.２（９）（イ）による　・構造図による

 ＭＣＲ工法用シートの仕様　　・使用しない　・使用する（使用部位　※図示による）

 ［８．２１．８］ ［８．２３．５］

 コンクリートの  部位毎のコンクリート打設工法の指定１３

 打込み工法等    補強工法

   現場打ちコンクリート壁の増設工事

     ・流込み工法（・全て　　・　　　）

     ・圧入工法　（・全て　　・　　　）

   鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き及び溶接閉鎖フープ巻き工法

     ・流込み工法（・全て　　・　　　）

     ・圧入工法　（・全て　　・　　　）

８
｜
３
　
鉄
骨
工
事

１

 探査方法

   ※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

   ・はつり出しによる

   ・　

２  穿孔前の埋込配管等の

 探査

 性能確認試験　　※行わない　　・行う

 施工確認試験    ・行う        ・行わない

 あと施工アンカーの試験３

 （１４．１．３）

 ［８．２．４］

 あと施工アンカー

径（㎜）

 ※接着系アンカー

アンカー筋の種類

 引張耐力　　・　　　　　　　せん断耐力　　・　

径（㎜） 種類 径（㎜） 長さ（㎜）

本　体

 ・金属拡張系アンカー　適用箇所　　※構造図による　　・　

 ・接着系アンカー　　　適用箇所　　※構造図による　　・　

 施工管理技術者５

４  シアコネクタ

 （８．７．８）

 ※有機系

 ・無機系

埋込み深さ（㎜）

セット方式

接着剤の材質

〃

埋込み深さ（㎜）

 有する者とする。

 （一社）日本建築あと施工アンカー協会が定める「あと施工アンカー技術管理士」の資格以上の能力を

 探査範囲　　※穿孔範囲の全て　・　

 ［８．１２．４］

 アンカー筋の新設壁内への定着の長さ　　※構造図による　・　

※カプセル方式回転・打撃式

アンカーの種類

接合筋

本体打ち込み式改良型

 ・金属系アンカー

 確認強度　　・構造図による　・　

 ［８．２．４］［８．１２．７］

８
｜
４
　
あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

 ［８．１２．２］

03

 塗厚(mm)　※10mm程度　　　　・30mm程度(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ撤去箇所)

３

２

ﾄｲﾚ床ｽﾗﾌﾞ段差かさ上げ 6φ 100×100

　・図示による（　部分詳細図　　）　　・　

 倉森建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号 赤木　定



【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

Ｒ０６．１１

西粟倉小学校トイレ改修工事

建築改修工事特記仕様書４

８
｜
６
　
連
続
繊
維
補
強
工
事

８
｜
５
　
グ
ラ
ウ
ト
工
事

８
｜
７
　
耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

１９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

 石綿含有建材の除去工事

定量分析

JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4

定性分析

JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2
材料名

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 　　　箇所

 調査

   ※石綿含有建材の事前調査

 　・分析による石綿含有建材の調査（施工調査）

   　分析対象

     　トレモライト

 　    アクチノライト、アモサイト、　　アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

   　分析方法

 　　　分析結果については、監督職員に報告すること

 　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

 　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

 　　　採取箇所　　・図示　・　

 ［９．１．１］［９．１．３～６］

 処理作業室内 処理作業中 測定３ ・ 

 調査対象室外部の付近 測定２ ・ 

 処理作業室内 処理作業前 測定１ ・ 

測定時期測定名称適用

※

 １週間以降）

 調査対象室外部の付近 （シート撤去後 ・ 

 処理作業室内 処理作業後 ・ 

 （シート養生中）

 処理作業室内 処理作業後※

 処理作業室外※

 集じん・排気装置の排出口

 （処理作業室外の場合）

 出口吹出し風速1m/s以下の位置 

測定点（各施工場所ごと）測定場所

 計　　　点

 測定４

 測定５

 測定６

 測定７

 測定８

 測定９

 セキュリティゾーン入口

 ・施工区画周辺　・敷地境界

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

 計　　　点

※

 粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

 繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉

 じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

測定名称 測定方法

・ 測定4　・ 測定5 

・ 測定（　　　　　） 

 試料の吸引時間（ｍｉｎ）

 試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ）

 メンブレンフィルタ直径（㎜）

 　・JIS K 3850-1に基づいた測定

･測定4､5 ･測定(　)

４７２５

・１０　　・　　　・５　　・　　

・３０　・　　

・測定（　　　）・測定（　　　）

４７

・１２０　・　　　 ・１２０　・　　　

・１０　　・　　　

 　・石綿粉塵濃度測定

 　　測定時期、場所及び測定点

 　　測定方法

 　　・自動測定器による測定 

         ・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

           処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

           所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　除去対象範囲　　※図示

 　　　　　　　　　　　・　

　 　　除去工法　　　　※改修標準仕様書９．１．３（２）（ア）による

 　　　除去した石綿含有吹付け材の飛散防止措置　　※湿潤化　・固形化

       除去した石綿含有吹付け材等の処分

 石綿含有建材の処理

 　・石綿含有吹付け材の除去

 　　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　　※ 湿潤化　・ 固形化

 　　　除去対象範囲　　※図示

　　　　 ・埋立処分（管理型最終処分場）・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

 　・石綿含有保温材等の除去

       除去した石綿含有保温材の処分

 　　　除去工法　　　　※ 原形のまま手ばらし　　・ 破砕して除去

 　　　除去対象範囲　　※図示

 　　　除去工法　　※切断・破砕等以外（ボルトや釘等を撤去し、手作業で取り外す等）

       ・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

           所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         　 処分施設の名称（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

         ※埋立処分（管理型最終処分場）

         　所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

           処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

       除去した石綿含有成形板の処分

       ・石綿含有せっこうボード

 　・石綿含有成形板等（石綿含有けい酸カルシウム板第１種以外）の除去

     　除去対象範囲　　※図示

       除去工法　　※手作業で取外し　・切断・破砕等

       　　　　　　　切断・破砕等する場合　作業場所を隔離し、湿潤な状態を保ちながら作業

       　　　　　　　すること。（作業場所の隔離は、負圧に保つ必要はない。）

        ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）　

          処分施設の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

          所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

 　　　下記以外は、改修標準仕様書9.1.1及び9.1.2による

 　　　除去工法　　・　

       　　　　　　　　　　　　　・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

       　　　　　　　　　　　　　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

         　　　　　　　　　　　　・超音波ケレン工法（ＨＥＰＡフィルター付き掃除機併用）

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

       　　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

         　　　　　　　　　　　　・剥離剤併用超音波ケレン工法

           　　　　　　　　　　　・集じん装置付ディスクグラインダーケレン工法

 　　　　　　　　　　　　　　　　・集じん装置併用手工具ケレン工法

 　　　　　　　　　※石綿障害予防規則（平成十七年二月二十四日厚生労働省第二十一号）第６条

 　　　　　　　　　　による措置と同等以上の効果を有する措置とされる工法

           　　　　　　　　　　　・　

　　　 除去した石綿含有けい酸カルシウム板第１種の処分

   ・石綿含有成形板等（石綿含有けい酸カルシウム板第１種）の除去

 植栽基盤及び材料

 　　するとともに、取り除いた樹木の処分を行うものとする

 　　枯補償の期間内に樹木が枯死、枝損傷、形姿不良等となった場合は、同等以上のもの再植樹

 新植芝及び地被類の枯補償

 　既存保護層の撤去　　・行う

 　かん水装置　　　　　・設置する（工事区分は図示による　　　　）

 　支柱　　　　　　　　・設置する（種類　・図示　　・　　　　　）

 工法

 　・屋上緑化軽量システム

 屋上緑化改修工事３

 　　　見切り材、舗装材、排水穴、マルチング材等　　※図示　　・　

   枯補償の期間　　※引渡しの日から１年　・　

 　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　※図示　　・　

 ・断熱材現場発泡工法

 断熱・防露改修工事材２  断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用するものとする

 ・土間下

 ・断熱材の打込み工法

 ・ビーズ法

 ・押出法

 ・　

種類

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

厚さ（㎜） 施工箇所

 　　　　　　　　・図示

 　　　　　　　　　としなければならない箇所

 　　施工箇所　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後張り

 　ポリスチレンフォーム断熱材

 　ポリスチレンフォーム断熱材 

 　　　　　　　（スキン層なし）

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

 ・フェノールフォーム断熱材

 ・２種ｂＡ 

 ・３種ｂＡ

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

 ・２５　・　　 

 　施工箇所の詳細は、仕上表及び図示による

 　　断熱材の種類　　※Ａ種１　・Ａ種１Ｈ

 　　厚さ（㎜）　　・２５　　・３０

 　1章 20 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

［９．３．２～４］  断熱材のホルムアルデヒト放散量　　※F☆☆☆☆　・　

［９．４．２～４］

（照明機具等）

（除去したアスベストを固化処理する場合は、アスベスト固化装置の設置）

（プラスチックシート１枚重ね）壁部の養生

足場の組立

その他の養生

セキュリティーゾーンの組立・設置

負圧・除じん装置の設置

粉じん飛散抑制剤吹付け機器の設置

（プラスチックシート２枚重ね）床の養生

【事前準備】
工事計画・要領書準備

必要機器・資材の準備・調達

【事前調査】

【監督職員への報告】

特定建築材料の有無の調査

調査内容の報告及び説明

負
圧
・
除
じ
ん
装
置
の
稼
動

保
護
衣
・
呼
吸
用
保
護
具
着
用

作業者の作業記録等

除去したアスベストの処理 密封処理、または固化処理
除去したアスベストの

【アスベスト処理】

【記　　録】

【清　　掃】

【後片づけ】

【検査・確認】

【清　　掃】

【準備作業】

検　　査

清　　掃

養生シート等の廃棄物搬出

清　　掃

施工記録

完　　了

除去したアスベストの搬出

養生シート面への粉じん飛散防止処理剤の吹付け

壁面等養生シートの撤去

足場の解体・清掃後の場外搬出

床養生シートの撤去

粉じん飛散抑制剤吹付け

吹付けアスヘ゛ストの除去

除去した面への粉じん飛散防止処理剤の吹き付け

作業者休憩所の確保

【準備作業】

【処理工事施工】

処理工事実施の表示

現場出入口部分への表示

 寸法精度　　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　・　

 表面仕上材の品質・性能は、改修標準仕様書６章 内装改修工事による

 ・　

支柱調整式置敷式ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

１０

（２０．２．２）

 フリーアクセスフロア 施工箇所

 ・帯電防止床タイル ・帯電防止床タイル

 ※タイルカーペット ※タイルカーペット

 ・　　　・　 ・　　　・　

 ・　 ・　

 ・　

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

※３０００Ｎ　・５０００Ｎ※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

１

 ボーダー部及びスロープ

 床表面仕上げ材の材質

 高さ（㎜）

 パネル寸法（㎜）

 耐震性能

 空調用吹き出し（吸い込み）パネル

 配線用取り出しパネル　　

 耐荷重性能　　変形5.0ｍｍ以下、残留変形3.0ｍｍ以下 

 耐衝撃性能　　残留変形3.0ｍｍ以下及び損傷がないこと 

 ローリングロード性能

　　　所定荷重1,000Ｎ（5,000Ｎの積載荷重は1,000Ｎ以上で任意）による繰り返し試験後、

　　　残留変形3.0ｍｍ以下 

 構法

 所定荷重

 ※製造所の仕様　・図示による ※製造所の仕様　・図示による

 　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※製造所の仕様による　・２０～３０％

 　配線取り出し開口　　※製造所の仕様による　・パネル1枚につき40㎜ｘ80㎜程度の開口1ヶ所以上

（２０．２．５）

 トイレブース２

 幅木材質形状　　　　　※ステンレス幅木　・　

 ドアエッジ材質形状　　※アルミＲエッジ　・　

 表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

取付箇所直径（㎜）

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

 ・６０　・４５　・４０　・　

材質

 ・集成材

 ・ステンレスパイプ

 ・鋼製パイプ

 ・ビニル製

 ・ＣＬ　　　　・　

 ・ＨＬ　　　　・　

表面仕上げ

 ・ＥＰ－Ｇ　　・ＳＯＰ

３  手すり

 階段滑止め

 幅（㎜）　※約３５　・　

 型式　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・　

 端部フラットエンド　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

 材種　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）４

（２０．２．７）

（２０．２．６）

 ・縦型ブラインド

 種類

 スラットの材質

 ・８０　・１００

 ・アルミスラット　・クロススラット 

 ※図示　・　

 アルミニウム合金製

 ※２本操作コード式

 ・１本操作コード式

 ・横型ブラインド

 ※ギア式

 ・コード式

 ・操作棒式

 ※２５　・３５

 ※鋼製　・　

 ※図示　・　

 アルミニウム合金製 

 ボックス・レールの材種 

 幅・高さ・取付箇所

 ブラインド

 スラットの幅（㎜）

 形式６

（２０．２．１４）

 寸法及び取付箇所　　・図示による　・　

 ロールスクリーン

 遮光性能　・図示による　・　

 材種　　　・図示による　・　

 操作方式　・スプリング式　・コード式（チェーン式）　・電動式７

（２０．２．１５）

 表示

 　　　　　　　　　・視覚障害者用案内板（※図示による）

 ・案内板　　　　　・施設案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 　　　　　　　　　・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 ・ピクトグラフ　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

 　　　　　　　　　形状・その他　　　※図示による

 ・施設文字　　　　※標準詳細図による　・　

 　　　　　　　　　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

 　　　　　　　　　・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

 案内図用記号はＪＩＳ　Ｚ８２１０による

 ・非常用進入口　　　　・図示による

 ・対人衝突防止表示　　・図示による

５

（２０．２．１１）

・電動

・電動・引分

・引分・ダブル

・ダブル

・片引き

開閉操作

※手引き　・ひも引き

※手引き　・ひも引き

形式

・片引き

・シングル

・シングル

ひだの種類取付箇所

 ・１０－６０

 ※１０－９０

強さによる区分 材料による区分

 カーテンレール及び付属金物

施工箇所

 カーテン

 カーテンレール

 カーテン及び８

（２０．２．１６）

生地の種別、品質、特殊加工等

ｶｰﾃﾝ用付属金物

 ※角形

 ・　

形状

 ・　

 ※ｱﾙﾏｲﾄ

仕上げ

 ・　

 ・暗幕用は３００㎜以上の召し合せの重掛けとする

 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾑﾆｳﾑ合金の

 　押出し成型材

 天井見切り縁等  壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）の材種

 ※アルミニウム既製品　・ビニル既製品

１０

 材種　　・レジンコンクリート製（厚さ６０㎜）　・セラミックタイル製　・　

（１１．２．２）（１９．２．２）

 　ブロック）

 （視覚障害者誘導用

 視覚障害者用床タイル１１

 表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

 寸法　　※３００ｘ３００　

 色　　　※黄色　・　

 　　　　その他　製造所の仕様による

 　　　　開閉方式　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＢ－１種、ＡＢ－２種、ＢＢ－１種、ＢＢ－２種

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　受枠材、蓋枠材、コーナーピース、底板材、底板補強材

 　　　材料の品質及び性能

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　　パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

 　　　形式　※屋内用一般型　・密閉形

 床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

 　　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの

 　　　　外枠及び内枠のコーナーピース、吊り金物、取付ボルト

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＣ－１種、ＡＣ－２種（外部はＢＢ－１種、ＢＢ－２種）

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　外枠、内枠の材質

 　　　材料の品質及び性能

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　　　　　　　　内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００ 点検口９

（表３．２．１）  埋戻し及び盛土

（３．２．３）

 種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

 　　　・建設汚泥から再生した処理土

 　　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出

 　　試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六価クロム溶出試験を行うものとする。

１２

使　用　範　囲

１６

 防湿層の位置　　　※図示による　

 　　　　　　　　　・　　

 防湿工法　　　　　※ポリエチレンフィルム厚さ０．１５㎜以上　　

 施工範囲　　　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

（４．６．５）

 床下防湿層

厚さ

※５０　・　  ・図示による　・　

 厚さ及び使用範囲　

 スランプ　　　　※１５㎝　・１８㎝

 設計基準強度　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

 コンクリートの種類　※普通コンクリート　・　

（４．６．４）

 捨コンクリート地業１５

使　用　範　囲

 建設発生土の処理

（３．２．５）

 ※構外指示の場所に処分　・構内指示の場所に敷き均し　・構内指示の場所に堆積１３

１４ 砂利地業

（４．６．２）（４．６．３）

 材料　　　　※再生クラッシャラン　　　・切込砂利及び切込砕石

 厚さ及び使用範囲　

 ・図示による　・　※６０　・　

厚さ

 ・遠心力鉄筋コンクリート

 　　継手　　※ゴム接合　・モルタル接合

 　　　　　　

 ・硬質ポリ塩化ビニル管

 　　・ＶＰ　・ＶＵ　・ＲＳ－ＶＵ

 　　建物外での硬質ポリ塩化ビニル管であって、使用済み塩化ビニル管を原材料とする塩化ビニル

 　　が製品全体重量比で３０％以上使用されていること

 排水管

（２１．２．１）  　　種類　　※外圧管１種Ｂ形　・　

１７

 側塊、排水枡等

（２１．２．２）

１８

 路床

（２２．２．２～５）

１９

 路盤

（２２．３．２～５）

２０

 アスファルト舗装

（２２．４．２～６）

２１

 植栽地の確認

（２３．１．３）

２２

 植栽基盤の整備

（２３．２．２～４）

２３

 支柱材

（２３．３．２）

２４

 新植樹木の枯補償

（２３．３．４）

２５

 移植樹木の枯損処置

（２３．３．６）

２６
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       試験施工　　　　　　　　　※行わない　　・行う

       作業場所の隔離　　　　　　※行わない　　・行う

       除去した石綿含有仕上塗材の処分

 石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　※図示　・　

       除去した石綿含有仕上塗材の保管、運搬及び処分

       　　　　　　　　　※改修標準仕様書9.1.3(3)による　　・　

         ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

         ・埋立処分（安定型最終処分場）　　・埋立処分（管理型最終処分場）

       確認及び後片付け　※改修標準仕様書9.1.3(4)の(ｱ)、(ｳ)、(ｶ)及び(ｹ)による

   [参考] 石綿含有建材撤去フローチャート

(湿式)

 ・室名札　　　　　※標準詳細図による　・市販品　・図示

洗濯室ﾄｲﾚ ﾌﾟﾚｰﾝ

     　１章 9 による

 倉森建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号 赤木　定



物置ﾁﾗｰ

量水器

配管ｽﾍﾟｰｽ

Ｎ

遊具鉄棒

ポール旗

室外機置場

国道

373号

3,
40
0

1,
10
0擁

壁
側
溝

6,
1
00

砂場

藤棚・ﾍﾞﾝﾁ
砂場

▽
▽

庫

UP

UP

UP

ボンベ

受水槽置場

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

EX
P.
J

EXP.J
EXP.J

EX
P.J

EX
P.

J

プール
附属棟

▽

ポンプ室

駐車場

物置ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 物置基礎

資材置場
2F用ｽﾃｰｼﾞ 3F用ｽﾃｰｼﾞ

UP

１期
改修範囲を示す

１期 
工事関係使用範囲

改修範囲を示す
２期

２期
工事関係使用範囲

3～6年男子 3～6年女子

生徒昇降口

解体廃棄物

集積所

手洗い場

工事用仮設ﾄｲﾚ

児童 児童

工事用仮設ﾄｲﾚ

手洗い場 手洗い場

職員(男性) 職員(女性)

▼

▼

▼

2,3階解体廃棄物
搬出用ｽﾃｰｼﾞ足場

工事用搬出入4,500

1
,
9
0
0

1
,
4
0
03
,
3
00 1
,
8
0
0

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ １期:工事車両駐車・工事用仮設ﾄｲﾚ

１期:ｽﾃｰｼﾞ足場・工事用搬出入口

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

１期:仮設ﾄｲﾚ 児童用

１～３Ｆ １Ｆ

１Ｆ

１期:仮設ﾄｲﾚ 職員用

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ ２期:工事車両駐車・工事用仮設ﾄｲﾚ

１Ｆ

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

工事用仮設ﾄｲﾚ
２期:工事車両駐車

２期:仮設ﾄｲﾚ 運動場用

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

生徒下校動線

15:00～16:00

搬入動線

搬入動線

搬出入

搬入動線

搬入動線

資材置場

廃棄物置場

給食棟

体育館棟

渡り廊下

校舎棟

プール

運動場

渡
り
廊
下

西粟倉小学校

岡山県英田郡西粟倉村長尾1555

■

SCALESCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

建築工事西粟倉小学校トイレ改修工事

附近見取図・配置図 A1→1：2500,250
A3→1：5000,500

Ａ
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05

付 近 見 取 図 配 置 図scale  1:2500



ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

内　 部　 仕　 上　 表

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

SK

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・手洗い器

FP板＋RC直押ｴ＋ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

名　 　 　 称

・ 改造工事範囲内に基準値以下のアスベスト 含有が認めら れる 場合、 監督員と 協議の上、 適切の処理し 撤去処分する 。

　ビニルクロス、配管保温材　）

（ アスベスト 含有調査建材　 9検体　 石膏ボード 、 ﾌﾚｷｼﾌﾞ ﾙﾎ゙ ﾄーﾞ 、 岩綿吸音板、 ACﾌﾛｱー 28、 ﾌﾞ ﾘｶﾞ ﾝﾄｺ ﾛーﾝ、 ﾈｵﾊ゚ ﾙーｽｷﾝ、

　 について調査し 、 監督員に報告する。

・ 工事着手に先立ち、 目視及び貸与する 設計図書等により アスベスト を 含有し ている 、 吹付材、 成形板、 建築材料の有無

・ 解体工事など騒音、 振動が大き い作業を 行う 場合、 休館日など作業日時の調整を 行う 。

・ 重機及び搬送車などの出入り があると き には、 適所に交通誘導員を 配する こ と 。

・ 本改修工事は居ながら の工事のため、 一般利用者の安全を 十分考慮し た仮設計画を たて、 監督員及び施設管理者の

　 承諾後工事に掛かる 。

Ｇ Ｌ ボンド 工法Ｇ Ｌ

GBF21+21 片面張FP060NP-00071時間耐火構造

GBF12. 5+12. 5 両面張 GW50FP060NP-01751時間耐火構造

GBF12. 5+12. 5 両面張FP060NP-01741時間耐火構造

窯業ｻｲﾃﾞ ｨﾝｸﾞ +石膏ﾎ゙ ﾄーﾞＰ Ｃ 030Ｂ Ｅ -9202

壁
　
外 防火構造: 鉄骨造

壁
切
仕
間 12. 5GBF+12. 5GBF両面張GWＳ Ｏ Ｉ -0110遮音構造

防耐火構造等認定番号一覧表

国交省告示201号 鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造　 T=70以上1時間耐火構造

壁
切
仕
間

国交省告示201号

国交省告示201号

国交省告示201号

国交省告示201号 鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造

鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造　 T=70以上1時間耐火構造

鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造1時間耐火構造

鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造1時間耐火構造

FP060NE-9035  ECP板　 T=601時間耐火構造

 鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造　 T=70以上国交省告示201号1時間耐火構造

床

梁

柱

30分耐火構造

根
　
屋

壁
　
外

ｴ ｱーﾝﾄﾞ ｴー ﾏﾃﾘｱﾙエフ ジーボードＦ GBNM－9028

（ F）

燃
不

Ｇ Ｂ Ｓ 　 シージング石膏ボード 　 9. 5・Ｑ Ｍ－9826

　 木毛セメ ント 板QM－9070

備　 考符号

（ Ｊ ）

燃
不
準

材　 　 料認定番号

防火材料一覧表

ｸﾞ ﾗｽｳー ﾙ保温版Ｇ ＷNM－8605

不燃石膏吸音ボード

強化石膏ボード 　 12. 5 15 21・

ｸﾞ ﾗｽｳー ﾙｶﾞ ﾗｽｸﾛｽ押エ

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板（ けい酸ｶﾙｼｭｳﾑ板） ﾀｲﾌﾟ 2

ロッ ク ウール化粧吸音板

ｶﾞ ﾗｽ繊維不織布入石膏ﾎ゙ ﾄーﾞ

化粧石膏ボード 　 9. 5・

不燃シージン グ石膏ボード 12. 5・

化粧ケイ カ ル不燃板

メ ラ ミ ン化粧不燃板

押出成形ｾﾒﾝﾄ成型板

無機質ビニルク ロス

普通硬質石膏ボード 9. 5 12. 5・

石膏ボード 　 12. 5　 15・

不燃ｼﾞ ﾌﾟ ﾄ ﾝー

ｽｸｴｱー ﾄ ﾝー

ｱｲｶ ﾊｲﾎ゙ ﾄーﾞ

ｱｲｶ ｾﾗ ﾙー

備　 考符号

吸音Ｇ Ｂ

Ｆ Ｋ Ｄ

Ｖ Ｃ

Ｆ Ｋ

Ｇ Ｂ Ｆ

Ｇ Ｂ Ｓ

Ｇ ＷＧ

Ｇ Ｂ Ｄ

Ｄ Ｒ

Ｇ Ｒ Ｇ

Ｇ Ｂ Ｈ

Ｇ Ｂ Ｒ

NM－0879

NM－9354

NM－8606

NM－8615

NM－1864

NM－9639

NM－1453

NM－2183

NM－9252

NM－8578

NM－8599

NM－0556

（ F）

NM－9645

燃
不

NM－8619

材　 　 料認定番号

テラ ゾブロッ クＴ Ｂ

メ ラ ミ ン不燃化粧板　 （ バスルーム用）Ｆ Ｙ Ｂ

ラ ワン 合板PW

Ｓ Ｌ セルフ レベリ ング

ルーフ ド レーンＲ Ｄ

スチールＳ ｔ

ステンレスＳ Ｕ Ｓ

アルミＡ Ｌ

ビニルク ロスＶ Ｃ

不燃石膏吸音ボード吸音Ｇ Ｂ

化粧けい酸ｶﾙｼｭｳﾑ板Ｆ Ｋ Ｄ

アスフ ァ ルト 防水Ａ Ｓ 防水

シート 防水Ｓ 防水

塗膜防水Ｐ 防水

セメ ント 系防水Ｃ 防水

強化石膏ボード

シージン グ石膏ボード

グラ スウールﾎ゙ ﾄーﾞ 化粧ガラ スク ロス巻　 96ｋ ｇ /?Ｇ ＷB

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板（ けい酸ｶﾙｼｭｳﾑ板） ﾀｲﾌﾟ 2Ｆ Ｋ 　

化粧石膏ボード

ロッ ク ウール化粧吸音板Ｄ Ｒ

ｶﾞ ﾗｽ繊維不織布入石膏ボード

普通硬質石膏ボード

石膏ボード

グラ スウールＧ Ｗ

ク ロスＣ

タ イ ルカ ーペッ トＴ Ｃ

複合ビ ニル床シートVS

ゴム床タ イ ルRT

軽量鉄骨下地Ｌ Ｇ Ｓ

軽量コ ンク リ ートＬ Ｃ

プレキャ スト コ ンク リ ートＰ Ｃ

押出成形セメ ント 板Ｅ Ｃ Ｐ

高温高圧軽量気泡コ ン ク リ ートＡ Ｌ Ｃ

フ ォ ームポリ スチレン板Ｆ Ｐ 板

フ ラ ッ ト バーＦ Ｂ

RC-３ コ ンク リ ート 打放仕上げ（ 標仕 表6. 2. 4 C種）

RC-２ コ ンク リ ート 打放仕上げ（ 標仕 表6. 2. 4 B種）

RC-1 コ ンク リ ート 打放仕上げ（ 標仕 表6. 2. 4 A種）

RC直 コ ン ク リ ート 直押エ（ 金コ テ）

符　 号 名　 　 　 称

仕上符号一覧表

ビニル床タ イ ルVT

Mo モルタ ル金コ テ

符　 号 名　 　 　 称符　 号 名　 　 　 称

塗装符号一覧表

オイ ルステイ ン塗Ｏ Ｓ

　 セルフ コ ート Ｎ床用塗料Ｆ Ｌ Ｐ

　 ｼﾘｹー ﾄﾊー ﾄﾞ ﾅー USA床用防塵塗料Ｆ Ｌ Ｗ

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｸﾘｱー （ ｺﾝｸﾘ ﾄー面）Ｄ Ｐ －Ｃ

ｺﾝｸﾘ ﾄー面等Ｋ 5658‐ 3

ｺﾝｸﾘ ﾄー面等Ｋ 5658‐ 2

ｺﾝｸﾘ ﾄー面等Ｋ 5658‐ 1

Ｋ 5659‐ 3

Ｋ 5659‐ 2

Ｋ 5659‐ 1ﾌｯ素樹脂耐候性塗料Ｄ Ｐ －Ｆ

ｳﾚﾀﾝ樹脂耐候性塗料Ｄ Ｐ －Ｕ

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂耐候性塗料Ｄ Ｐ －Ａ

合成樹脂エマルショ ン模様塗料Ｅ Ｐ Ｔ

つや有合成樹脂エマルショ ンペイ ント Ｋ 5660Ｅ Ｐ Ｇ

アク リ ル樹脂系非水分散塗料　Ｎ Ｅ Ｄ

 ﾌｪﾛﾄﾞ ﾙーEPX長期防食MI O塗料（ ｴﾎ゚ ｷｼ樹脂系）ＭＩ Ｏ

着色ポリ ウレ タ ン 樹脂ワニスＳ Ｕ Ｃ

ポリ ウレ タ ン樹脂ワニスＵ Ｃ

着色ク リ ヤラ ッ カ ー塗Ｓ Ｃ Ｌ

ク リ ヤラ ッ カ ー塗Ｃ Ｌ

合成樹脂エマルショ ンペイ ン ト （ １ 種） Ｋ 5663Ｅ Ｐ

フ ッ 素樹脂塗料（ 焼付型）Ｆ －Ｂ Ｅ

Ｕ －Ｂ Ｅ

塩化ビ ニル樹脂塗料VP

フ タ ル酸樹脂エナメ ル Ｋ 5572Ｆ Ｅ

Ｋ 5516Ｓ Ｏ Ｐ 合成樹脂調合ペイ ント 塗

・ ビニルク ロス貼の素地ごし ら えは表7. 3. 5 B種と し シーラ ー処理を行う 。

・ タ イ ル面の下地調整材は、 カ チオン 系樹脂モルタ ルを 使用し 平滑に仕上げる。

・ コ ンク リ ート 壁解体撤去は柱、 梁際をウォ ールソ ー工法で切断後行う 。

・ 床Mo部及び壁Ｍｏ 部について、 事前にク ラ ッ ク 、 浮き の調査を 行い監督員に報告を 行う 。

・ アスベスト 含有成型品の撤去は原則と し て散水等により 湿潤化し た後に「 手バラ シ」 で行う 。

・ 改造工事範囲内の家具、 備品類の撤去処分は本工事に含む。　 解　 体　 工　 事

　 T=20現場発泡ウレタ ン吹付をおこ なう 。

・ メ ラ ミ ン不燃化粧板は、 セラ ール Ｏ Ｎ タ イル工法と し 、 ジョ イ ント 部はシリ コ ーンシーリ ングをおこ なう 。

・ 建築基準法シッ ク ハウス対策の技術的基準に従い、 規制対象外（ Ｆ ☆☆☆☆） の内装材、 接着剤、 断熱材、 塗料を 使用する 。

・ 外壁屋内面、 屋根屋内面は、 全てT=20現場発泡ウレ タ ン 吹付を おこ なう 。 また外壁面から 500ｍｍまでの内壁、 柱型についても

・ GB張り 塗装仕上げの部分はｼﾞ ｮｲﾝﾄ処理用ﾎ゙ ﾄーﾞ を 使用し 、 ｶﾞ ﾗｽｸﾛｽﾃ ﾌーﾟ 貼の上、 不陸がないよう ｼﾞ ｮｲﾝﾄ処理を 入念に行う 。

・ ビニル巾木は長尺と する。

・ 長尺ビニル床シート 類、 直張り フ ローリ ング類の接着剤は耐水工法（ Ｆ ☆☆☆☆接着剤） と する。

・ 長尺ビニル床シート は全て、 溶接工法と する。

　 内装改修工事

　 仮　 設　 工　 事

Ｇ Ｒ Ｇ

Ｇ Ｂ Ｄ

Ｇ Ｂ Ｆ

Ｇ Ｂ Ｓ

Ｇ Ｂ

符　 号

Ｇ Ｂ Ｈ

オイ ルステイ ンワニス塗OSV

木材保護着色塗剤ＷＰ

Ａ－ＢＥ

ＵＥ

アクリル樹脂エナメル（焼付型）

ウレタン樹脂エナメル（焼付型）

ウレタン樹脂エナメル（常温型）

・コンクリート・モルタル・建具枠、固定家具等の撤去には、ダイヤモンドカッター切りとする。

消臭NSﾄﾜﾚNW（ 東ﾘ）

複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼ ﾄーFS t =2. 5 Ｐ Ｘ -6ﾀﾞ ｲﾔｴﾝﾎ゙ ｽ （ サンゲツ）

ﾀｲﾙｶ ﾍー゚ ｯﾄ 制電ﾀｲﾌﾟ  t =6. 5

ﾌﾛｱﾘｭ ﾑーﾏー ﾌﾞ ﾙNW（ 東ﾘ）

発泡複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼ ﾄーHS t =2. 8 SFフ ロアーNW（ 東ﾘ）

置敷き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ t =4. 0

複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼ ﾄーFS t =2. 0

セルフ コ ート i O　 　 （ ABC商会）　 水性無機床塗料仕上Ｆ Ｌ Ｐ

ｼﾘｹー ﾄﾊー ﾄﾞ ﾅー JP　 （ ABC商会）　 床用防塵塗料Ｆ Ｌ Ｗ

床タ イ ル-1

複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼ ﾄーFS t =2. 0

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑMPf

磁器質　施釉　150角　t=9 ﾄｲﾚｳｪｯﾄ清掃ﾀｲﾌﾟ レストールキラミック　　（ＩＮＡＸ）

壁室名
下地

付帯設備
天井髙

廻縁巾　木
下地

天　井
下地

腰
下地

床

現況

撤去
処理

改修

現況

撤去
処理

改修

現況

撤去
処理

改修

現況

撤去
処理

改修

現況

改修

撤去
処理

現況

改修

処理
撤去

巾木高

現況

改修

処理
撤去

改修

撤去
処理

現況

ECP

　 特　 記　 事　 項

耐火塗料塗Ｆ Ｐ

規制対象外

FYB-1

ケツ ロ ナイ ン （ 菊水化学工業）ケツ ロ ナイ ン内装塗材-2

キク スイ ﾊ゚ ﾙーｺ ﾄー（ 菊水化学工業）パーラ イ ト 吹付塗材　 ｔ ＝5内装塗材-1

F☆☆☆☆サンフ ォ ーム・ ラ イ ン　 （ サンゲツ）掲示板用ク ロス　Ｖ Ｃ －2

ｸﾜｯﾄﾞ ﾌｨｯｸｽ600（ 共同ｶｲﾃｯｸ） 程度Ｏ Ａ -1 規制対象外

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆PW-4

Ｖ Ｓ -５ 規制対象外

ｽｸｴｱー ﾄ ﾝー・ D、 ｱー ﾄ　 （ 吉野石膏） F☆☆☆☆化粧石膏ボード 吸音用　 ｔ =9. 5不燃紙貼吸音GBD9. 5

ﾀｲｶﾞ ﾄー ﾝー　 （ 吉野石膏）

F☆☆☆☆ロング巾木　 （ 東リ ）

F☆☆☆☆不燃ｼﾞ ﾌﾟ ﾄ ﾝー・ ﾗｲﾄ　 （ 吉野石膏）化粧せっ こ う ボード 　 ｔ ＝9. 5　 不燃GBD

F☆☆☆☆ﾀｲｶﾞ ｰ不燃防水ﾎ゙ ﾄーﾞ 　 （ 吉野石膏）シージング石膏ボード 　 ｔ =12. 5　 不燃GBS

F☆☆☆☆吸音用あなあき 石膏ボード 　 ｔ =12. 5不燃紙貼吸音GB12. 5

規制対象外

Ｖ Ｓ -４

F☆☆☆☆GA-100S（ 東リ ）Ｔ Ｃ -１

Ｖ Ｔ -１

F☆☆☆☆AAｸﾗｽ　 （ サン ゲツ ）無機質ﾋﾞ ﾆﾙｸﾛｽＶ Ｃ －１

F☆☆☆☆リ アテッ ク 　 （ サン ゲツ ） 　 ﾀﾞ ｲﾉｯｸｼ ﾄー( 3Mｼﾞ ｬﾊ゚ ﾝ)粘着剤付き 塩ビシート 　特殊塩ビシート

F☆☆☆☆PW-１

規制対象外ﾌｨｯｼｬｰ柄　 （ 吉野石膏） 、 ﾀﾞ ｲﾛ ﾄーﾝ（ 大建工業）

F☆☆☆☆セラ ール Ｏ Ｎ タ イ ル工法（ ｱｲｶ工業）

Ｖ Ｓ -３

Ｖ Ｓ -２

F☆☆☆☆

●　 天井材料

F☆☆☆☆

●　 壁材料

PW-2

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

規制対象外

規制対象外

Ｖ Ｓ -１

●　 床材料

PW-3

備　 考（ 製造者・ 品番など） 発散等級区分
ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ品　 種・ 規　 格・ 寸法・ 仕上げ形状など名称（ 符合・ 呼び名）

　 材　 　 料　 　 表

●　 外装材料

●　 吹付材料

●　 屋根材料

●　 防水材料

規制対象外

DR

T=3　メラミン不燃化粧板

●　その他内装材

Ｖ巾木 ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

F☆☆☆☆

１級 構造用合板　t=9

構造用合板　t=12１級

合板　ｔ＝5.5　１級

ラワン合板　ｔ＝5.5　１級

高強度ｳｯﾄﾞｺｱｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ製3000Ｎ用H=50

T=9　ロックウール化粧吸音板　平板

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

LGSＷ ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

Ｗ

2450

2450LGS ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

2400

2400

Ｍｏ

補修 一部 ﾓﾙﾀﾙ補修

階

１

校

棟

舎

職員更衣室

体

館

(男子・女子)

(多目的)

職員更衣室

(男子・女子)

(男子・女子)

(男子・女子)

(男子・女子)

(男子・女子)

(男子・女子)

(多目的)

(男子・女子)

(男子・女子)

洗濯室

洗濯室

(男子・女子)

２
階

3
階

・

(通路)

(通路)

(通路)

(通路)

(通路)

(通路)

育

塩ビ

Ｍｏ

LGS 2400

Ｍｏ 100

Ｍｏ

Ｍｏ 100

50角磁器質ﾀｲﾙ t7

LGSＭｏ 100 2500

LGSＭｏ 100

塩ビ

塩ビ 2400LGS

LGSＭｏ 2450Ｗ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2

Ｍｏ 2400

Ｍｏ 100

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6

底目地 AEP 撤去

ｸﾛｽのみ撤去

GB9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15

(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ)

児童ﾄｲﾚ

児童ﾄｲﾚ

職員ﾄｲﾚ

職員ﾄｲﾚ

(ﾄｲﾚ部分)

(ﾄｲﾚ部分)

児童ﾄｲﾚ

児童ﾄｲﾚ

体育館ﾄｲﾚ

(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ)

(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ)

体育館ﾄｲﾚ

直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15

50角磁器タイル t7

50角磁器タイル t7Ｍｏ

Ｍｏ 直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

100角陶器質ﾀｲﾙ Con

Con ＭｏCB

LGSCBCon

100角磁器質ﾀｲﾙ t5

100角磁器質ﾀｲﾙ t5H=450

H=450 ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

H=450 100角磁器質ﾀｲﾙ t5

Con Ｍｏ

ConＭｏ

LGSCBCon H=450 ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

100角陶器質ﾀｲﾙ

100

CB

100角陶器質ﾀｲﾙ

Ｍｏ 100角陶器質ﾀｲﾙ

Con H=450

Con H=450

100角磁器質ﾀｲﾙ t5

100角磁器質ﾀｲﾙ t5Con

CB Ｍｏ

Ｍｏ

100角磁器質ﾀｲﾙ t5CB Ｍｏ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2

ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

Ｗ ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

LGS 2450Ｗ

2400

ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

50角磁器タイル t7

50角磁器タイル t7

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5

直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15 木巾木

Con

LGS

GB12.5 ｼﾅ合板t5.5 H1800

LGS

CB CB

GB12.5 ｼﾅ合板t5.5 H1800

ﾗﾜﾝ合板t5.5Con
LGS

GB12.5 ｼﾅ合板t5.5 H1800 CBﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.5

木巾木

木巾木

木巾木 100

100

ｿﾌﾄ巾木

ｿﾌﾄ巾木

CB

※CB面のみ撤去

LGS塩ビ GB9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

※CB面以外下地残置

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

※CBから解体作業範囲のみ下地共撤去

2500

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ2400LGS

ＭｏＭｏ

Ｍｏ 100直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15

50角磁器タイル t7

50角磁器タイル t7Ｍｏ

直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

100角陶器質ﾀｲﾙ Con

Con ＭｏCB

LGSCBCon

100角磁器質ﾀｲﾙ t5

100角磁器質ﾀｲﾙ t5H=450

H=450 ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

H=450 100角磁器質ﾀｲﾙ t5

Con Ｍｏ

ConＭｏ

LGSCBCon H=450 ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

100角陶器質ﾀｲﾙ

100

CB LGSＷ ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

Ｗ

2450

2450LGS ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

2400

2400

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

(通路)

(通路)
木巾木

木巾木

木巾木

木巾木

木巾木

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 ﾚﾍﾞﾙ3みなし)

直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15 木巾木

50角磁器質ﾀｲﾙ t7Ｍｏ

残置

プ

ル

付
属

棟

ー

(男子・女子)

(男子・女子)

100角磁器質ﾀｲﾙ Ｍｏ RC ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え 吹付ﾀｲﾙ 2200-トイレ

トイレ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2Ｍｏ

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

ﾄｲﾚ上がり框(御影石)

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 ﾚﾍﾞﾙ3みなし)

100角磁器質ﾀｲﾙ

100

Ｍｏ

LGSCB

100角磁器質ﾀｲﾙ t5

100角磁器質ﾀｲﾙ t5

ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Con Ｍｏ

Ｍｏ

CB

ＭｏCB 100角磁器質ﾀｲﾙ t5

LGSCB ﾗﾜﾝ合板 t5.5   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

CB 塗装

CB Ｍｏ 塗装

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

天井点検口

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

天井点検口

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡

天井点検口

※袖壁部分のみ撤去

Ｍｏ

Ｍｏ

Ｍｏ

50角磁器ﾀｲﾙ t7

50角磁器ﾀｲﾙ t7　一部撤去

SK

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・手洗い器・化粧鏡

洗面化粧台

洗面化粧台

GB12.5

GB12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

GB12.5

GB12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

GB12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

50角磁器ﾀｲﾙ t7  一部改修

Ｍｏ

Ｍｏ

LIXIL プレイン50 LIXIL ﾚｾﾞﾙｳﾞｪ100 ﾋﾟｴﾃｨｯｸ

100角陶器質ﾀｲﾙ t5

100角陶器質ﾀｲﾙ t5　一部撤去

(接着貼り)

100角磁器質ﾀｲﾙ t7　部分補修(ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入)

100角磁器質ﾀｲﾙ t7　一部貼替え

LIXIL ｼﾞｷｰﾅ 程度LIXIL プレイン50 程度

LGS 2400Ｖ GB12.5＋DR9.0

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

SUS巾木

Ｖ LGS GB12.5+DR9

Ｖ巾木 2500

Ｖ巾木

ﾀｲﾙ

LGSSUS巾木

Ｖ巾木

60

60

VC-3(1)

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

VC-3(2)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ端部見切SUS FB-25×6

GBS12.5+GB12.5

LGS GB12.5+GB12.5

Con Ｍｏ

FP板＋RC直押ｴ＋ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

60

60

VC-3(1)

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

VC-3(2) SUS巾木

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

ﾀｲﾙ

LGS GBS12.5+GB12.5

2400

TC-1 LGS GB12.5+GB9.5 Ｖ100

Ｖ

VC-1

VS-1 60

GB9.5LGS

VC-1

I型手すり

2400

ﾀｲﾙ

LGSSUS巾木

Ｖ巾木

60

60

VC-3(1)

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

VC-3(2)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ端部見切SUS FB-25×6

GBS12.5+GB12.5

LGS GB12.5+GB12.5

Con Ｍｏ

FP板＋RC直押ｴ＋ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ LGS 2400Ｖ GB12.5＋DR9.0

VC-3(1)

FP板＋RC直押ｴ＋ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

VC-3(2)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ端部見切SUS FB-25×6

ﾀｲﾙ

LGS GBS12.5+GB12.5

LGS GB12.5+GB12.5

SUS巾木

Ｖ巾木

60

60

木巾木 100 LGS GB12.5+GB12.5

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡(設備)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡(設備)

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡(設備)

2200

SK

洗面化粧台(設備)

TBｽｸﾘｰﾝ・SK

天井点検口

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・洗面ｶｳﾝﾀｰ・化粧鏡(設備)

カーテンレール・カーテンVC-1

VC-1

VC-1

FYB-1

FYB-1

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

FYB-1

FYB-1

FYB-1

FYB-1

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

FYB-1

FYB-1

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

EP (玄関側)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ・手洗い器

※下地調整剤 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

※ﾚﾍﾞﾙ3(湿式集塵式ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ工法)

(※分析済み　ｱｽﾍﾞｽﾄなし)

(※分析済み　ｱｽﾍﾞｽﾄなし)(※分析済み　ｱｽﾍﾞｽﾄなし)

(※調査済み　分析不要)

(※調査済み　分析不要)

(※ｱｽﾍﾞｽﾄの調査・分析は、「令和6年度 西粟倉村学校施設ｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査業務　石綿事前調査報告書」に寄る)

★ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし ★ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし
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SCALE

建築工事

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

A1→1：50
A3→1：100

Ａ

西粟倉小学校トイレ改修工事
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　 配力筋D10D13＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ
   主筋D13＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ
T=150土間ｺﾝｸﾘｰﾄ新設
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床スラブ改修【和式便所　開口閉塞詳細図】 ※鉄筋ピッチは現場状況に合わせること

撤去断面図　S:1/15

撤去平面図　S:1/15

▽FL

新設断面　S:1/15

新設平面図　S:1/15

1階土間配管改修に伴う土間撤去復旧詳細図 洗面カウンター詳細図 SK(配管ﾗｲﾆﾝｸﾞ）詳細図

本校舎１階

本校舎２階

プール棟

本校舎３階

サイン計画図

サインキープラン

サイン詳細図

化粧鏡 t=6（設備工事)

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ膳板

下地補強 St t=2.3 h=300(通し)
床仕上面

SUS巾木H=60

PW-3+GBS12.5+FYB6

MLUA同等品

洗面ｶｳﾝﾀｰ（建築工事）
洗面器（設備工事）
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取付け補強ﾌﾞﾗｹｯﾄ（建築工事）
TOTO 同等品

SUS製ﾌｯｸ 3ケ所
ｽｶﾞﾂﾈHJT-55S同等品

床仕上面SUS巾木H=60

PW-3+GBS12.5+FYB6

下地補強 St t=2.3 h=300（通し）

PW-3

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ポストフォーム膳板

棚：低圧メラミン化粧板　t20
取付ﾌﾞﾗｹｯﾄ：SUS L-30×30×3HL

110

100 10

PW-3

450

TOTO ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ

斜線部：スラブ斫り範囲を示す

点線部：ｶｯﾀｰ入れ位置を示す

和式便器撤去はM工事

和式便器撤去はM工事

既存コンクリートスラブ
D13＠200ダブル（主筋）
D10･D13＠200ダブル（配力筋）

斜線部：コンクリート打設範囲を示す

T=60嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ直押ｴ
ﾜｲﾔﾒｯｼｭ　6φ-100×100
T=25FP板

あと施工アンカーD13＠150ダブル
              （タテヨコ共）
片面フレア溶接（定着10ｄ以上）

ﾎﾟﾘｺﾝﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ(撤去)
ﾓﾙﾀﾙ下地　(撤去)
軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ(撤去)

▽FL 砕石地業T=100

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｲﾙﾑT=0.15
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あと施工アンカーD13＠150ダブル
              （タテヨコ共）
片面フレア溶接（定着10ｄ以上）

既設鉄筋にﾌﾚｱ溶接
(片面10d+4d・両面5ｄ+4ｄ)
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掃除具庫

どなたでもご自由にお使いください

トイレ前通路展開図

トイレ前通路平面図
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(トイレ扉)

塗装仕上げ
ABS樹脂 t3 8°ﾃｰﾊﾟｰｶｯﾄ

(トイレ扉)

塗装仕上げ
ABS樹脂 t3 8°ﾃｰﾊﾟｰｶｯﾄ シート切文字貼り
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一級建築士 169969号
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西粟倉小学校トイレ改修工事 建築工事
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一級建築士事務所登録　岡山　1081号

･ ･ A1→1：50
A3→1：100赤木　定･ ･

株式
会社 倉森建築設計事務所
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15部分詳細図・サイン図



　　　　　　　　　　　　ｂ　自動開閉装置の復帰は（・手動式　※電動式）とする。

ａ　マスターキーシステム
　　　・　新規マスターキーシステム
ｂ　工事完成時，鍵は室名又は建具位置を示す札を付け，目録書をそえ鍵箱に収納し，係員の確認を受ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　ヘアライン仕上げ　　・　ランダムヘライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　
　　　　　　　　　　　　　b　折曲げは、すべて角出し加工とし、裏切り欠きにより1mmRとし、裏板を用いて補強する。
　　　　　　　　　　　　　c

　　　

。

16.　　　　建具工事特記仕様書

　

　　

Ｃ　．　 鋼　製　建　具

Ａ　．　　一　般　事　項

Ｂ　．　ア　ル　ミ　ニ　ウ　ム　建　具

Ｄ　．　ス　テ　ン　レ　ス　建　具

Ｆ　．　木　製　建　具

Ｅ　．　　シ　ャ　ッ　タ　ー

Ｇ　．　鋼　製　軽　量　建　具

Ｈ．　建　具　金　物　

Ｉ．　　ガ　ラ　ス　工　事

Ｊ　．　　そ　の　他　建　具　工　事　

A Ad

1.
5d

5

シーリング

バックアップ材
（ポリウレタン独立
　　気泡発泡体）

セッティングブロック
（上辺をのぞく３方）

6～
10

枠形状

形状

形状

符号

召合せ形状

ガラリ形状

形状

符号

形状

符号

クツズリ形状

形状

ＳＵＳ－１ ＳＵＳ－２ ＳＵＳ－３ ＳＵＳ－４符号 ＳＵＳ－５ ＳＵＳ－６

扉厚巾

Ｔ＝２加工 Ｔ＝２加工 Ｔ＝２加工

建具枠巾

Ｔ＝２加工

建具枠巾

Ｔ＝２加工

70 35

2
5

H

ＳＵＳ－7 ＳＵＳ－8

Ｉ　　 　　Ｊ　　    　　Ｋ　　　　　Ｌ　　　　　Ｍ　 　　　Ｎ　　   　　Ｏ　　  　　Ｐ

Ａ　　   　　Ｂ　　　　　Ｃ　　    　　Ｄ　　 　　Ｅ　　　　　Ｆ　   　　　Ｇ　  　　　Ｈ

Ａ　　   　　Ｂ　　　　　Ｃ　　    　　Ｄ　　  　　Ｅ　　 　　　Ｆ　　 　　Ｇ　　 　　Ｈ 

建具の種類

建具NO
建具記号

建具の材種と符号

硝子の種類と符号

AT AT AT AT

建具枠巾

気密材

気密材

気密材 気密材

気密材

AT

気密材

AT

Ｔ＝1.5加工

SUSｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

建具枠巾

アンダーカット

シャッターレール

4　　製　作　所　　　　　　　　　　

7　 ガラス用フィルム　　　・　飛散防止フイルム　　　　住友ｽﾘｰｴﾑ

　　　　　枠類

           扉

枠　類

扉

金属＋ガラス ガラス＋ガラス

符号

法規制の略号

（m／m）

　　　枠類
窓
　　　障子

塗装仕上げ

生地仕上げ

障子

桧・ひば
　又は　　　　　１等
輸入材同種

・しな合板T=4

・

※木材はすべて芯去り材とし，含水率は１５％以下　鏡板などは１２％を標準とする。

・ｽﾌﾟﾙｽ　　　無節柾目　　

桧・ひば
　又は　　　　　１等
輸入材同種

・　　　　　　無節柾目　　　

・

・

・T=4桧又はｽﾌﾟﾙｽ合板

・T=10桧又はｽﾌﾟﾙｽ羽目板

自動ドア装置　　　　・消音タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　ナプコ　ドリーム

ｄ　下地構造材・補強ウラ板など，鋼材のさび止め処理

ステンレス化粧板に
接触するもの

ALC枠一般枠 半外付枠

SUS FB

6　　耐熱強化ガラス　　　  ・パイロクリア　　　厚さ　8mm 　6ｍｍ　防火設備（旧通則認定）　　日本板硝子KK

1　　トイレブース

目地棒

FB6×20加工

※   防火設備に対るするシーリング材は「防火戸用指定シーリング材」を使用する。

面一枠

・ 扉　SUS304　T=0.8ﾌﾗｯｼｭHL　枠　SUS304　T=1.5加工HL　　　スタンダードタイプ（SCP-3)　ユニフロー

・　40見込高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼　ハイパネル仕様　　小口-ｶﾗｰｱﾙﾐ型材焼付塗装　　
　　笠木ｶﾗｰｱﾙﾐ型材、巾木SUSＨＬ　中心吊り　H=1900　非常時外開き　

g 　特記サッシュは鍵付クレセント及び開口制限ｽﾄｯﾊﾟｰを取付。

・　遮熱フイルム　　　　　　住友ｽﾘｰｴﾑ　スコッチティント

1　　　材　　　料　　

建具枠 集成材桧練付

SUSﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ

建具枠巾

額縁 桧（上小節）

・　製造所　小松ウォール(TB-TP)　三和シャッター(TA40D）

ｈ 　ダンパネルは、T=3ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ＋T=10断熱材＋T=3ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙとする。

40

2　　ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 　70見込以上　表面材T=0.6メラミン焼付け化粧鋼鈑
          　　          　      小松ウォール(マイティー70）  三和シャッター(NSP-3-70）

                              項に準ずる。
　　　　　　　　　　　　 ｂ　ガイドレール・まぐさ・座板又は座板の包み板は，特記をのぞき　ＪＩＳ　Ｇ４３０５ステンレス
　　　　　　　　　　　　　　　鋼板とし材質は、ＳＵＳ　３０４とする。

3　  　形　　　式　　 　ａ　形式は，特記なき場合電動巻き上げ式とし，操作方法は各個遠隔操作とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  開閉方法　　－　巻き上げは電動機により，降下は自然降下ガバナ制御とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  操作ボタン　－　開ボタンにより開扉し，全開したときリミットスイッチにより自動停止。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　止ボタンにより，任意の位置に停止する。　閉ボタンにより，ブレーキを解除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し，自然降下させ下限で自動停止。

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  停電時　　　－　ハンドル又はチェーンにより，巻き上げ・降下ができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  リミットスイッチのほか二重安全装置を設ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  操作ＢＯＸは，ステンレス製ヘアライン仕上げとする、防煙防火シャッターは手動閉鎖装置付

　　　　　　　　　　　　　　　　◇  障害物感知装置設置

4　　各部構造　　　　 ａ　スラットは，重量及び風圧など外力に十分耐えるものとし，特に風圧の大きい箇所及び大型のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　については，強度計算により確かめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ　スラット形状は、（・インターロッキング形　　・　オーバーラッピング形　）とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　厚さは下記を標準とする。防火・防煙シャッターは1.6以上とする。

1　  　種　　　別　    　・　一般重量シャッター　　・　防火シャッター　　・　防煙防火シャッター　　・　遮音シャッター　

2　 　 材　　　料   　  ａ　鋼板は特記なき場合，鋼製建具に準じ，表面処理亜鉛メッキ鋼板とする。防錆処理は、鋼製建具の

スラット厚（M／M）　 　　  　1.2　　　　1.6　　　　　1.8　　　　　2.0

シャッター内法幅　    　３ｍ未満　　３ｍ～８ｍ　８ｍ～10ｍ  　10ｍ以上

ｃ　幅６.0Ｍ以上の外部シャッターには耐風補強装置を付ける。

　　必要に応じて補強ウラ板を取付け，形状は　　とする。特記箇所は特記による。

ｄ　ガイドレールの厚さは「共仕」１６．７．２表により，ステンレスＳＵＳ　３０４　ＨＬ仕上げとし，

ｅ　ガイドレール溝の深さは，下記を標準とする。

シャッター内法幅　　　   　  ５ｍ未満　　　　５ｍ～８ｍ　　　　8ｍ以上

レール溝の深さ（M/M）　  　   　60　　　　　　　75　　　　　　　　90

f　電動式のシャッターは、障害物感知自動停止装置付きとし、センサー部は埋込み加工とする。

5　　防煙ｼｬｯﾀｰ，　　 　ａ　構造は　ＪＩＳ　Ａ４７０５（防火シャッター）により，防煙・防火シャッターは、関係官庁
　　 防煙・防火ｼｬｯﾀｰ　　     　認定品を使用。

6　　防煙・防火ｽｸﾘｰﾝ 　　　ａ   耐熱ガラスクロス　リフトアップタイプ　　

　　　　　　　　　　　　　　　ガイドレール　SUS加工　HL　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　ガイドレールＳＵＳ　　　　　　　　　　　　　　　※ｼﾘｶｽｸﾘｰﾝ・ﾘﾌﾄｱｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ　同等以上

7　　軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ，　　ａ　手動式　ｽﾗｯﾄ　JIS G 3323 T=0.5溶融亜鉛－ｱﾙﾐﾆｳﾑ－ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき塗装鋼板（ZAM鋼鈑）

8　　製　造　所　　　　　三和シャッター　　　　文化シャッター

ステンレス丁番　　　「標仕」表16.7.2・表16.7.3による。　　　　　ＪＩＳ製品

　　　　　　　　　　とする。

　　　　　　　　　　ぎぼし丁番は玉軸受付，又はブッシュ入り

　　　　　　　　　　　ステンレスカバー付き　　　　　　　　　　　　中西産業

ピボットヒンジ　　　　鋼製用－くつずり挿入型ＳＳ４１鍛造　　　　　リョービ、ニュースター

　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ。(ﾆｭｰｽﾀｰ5T）

　　　　　　　　　　　木製用－縦枠取付型しんちゅう鋳物メッキ

　　　　　　　　　　　　高さ1800以上は，中間金物付けとする。

本締付レバーハ　　　・バックセット　64以上（本締のぞく）　　　　　6LHVS(美和)，GFJ(ゴール)

　　　　　ンドル　　・ハンドル形状　SUS　ＨＬ仕上　472タイプ

　　　　　　　　　　・JNシリンダー　　（美和）

シリンダー本締　　　・JNシリンダー

フロアーヒンジ　　　・　フロアープレートステンレス　　　　　　  　リョービ、ニュースター

　　　　　　　　　　・　ストップ付き　　　　　　　　　　　　

ドアーヒンジ　　　　・　防火戸用　　ストップなし　　　　　　　  　リョービ、ニュースター　

ドアーチェック　　　・　面付き型　　パラレルタイプ　　　　　　　  リョービ、ニュースター

　　　　　　　　　　・　ストップ付き　　　　　　　　　　　　　　 

オートヒンジ　　　　・　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョービ、ニュースター　　　　　　　　　

戸当リ　　　　　　　・　ＵＴ－３　ＵＴ－３Ｓ程度　                 ユニオン

サッシュ金物　　　　カラー建具は建具色に合わせた仕上げとする。　近松金物，中西，シブタニ

（ｱﾙﾐ・鋼・SUS）　

　　オペレター　　　   手動式　隠蔽式　　ﾊﾝﾄﾞﾙﾎﾞｯｸｽ埋込　　　　　　豊和　・オイレス

                           ・  給排気接続のガラリ部　網は，ステンレス(SUS304）0.8ｍｍ×＠5.55ｍｍとする。　

                           ・  グラスファイバー（レックスネット）

3   網戸の網         　　  ・  ステンレス（SUS316）♯35×16ﾒｯｼｭ　　  　      ・ポリプロピレン　0.26×18ﾒｯｼｭ

1  　  材　　　　料　   ａ　材料はＪＩＳ及びＪＡＳＳの規格によるものとする。

　　　　　　　　　　　　  ｂ　建具作成に使用する主要材料・特殊材料・建具金物類，又その他指示材料は，見本を提出し

　　　　　　　　　　　　　　　係員の承認を受ける。

　　　　　　　　　　　　　　　て，係員の承認を受ける。

2 　 　工　　　　作　　  ａ　建具は製作に先立ち，原寸・仕上げ・金物・仕上げの納まり等を明記の工作図を作成し

　　　　　　　　　　　 　  ｂ　建具は原則として，工場製作組立完了後に検査記録を提出して，係員の検査を受ける。

　　　　　　　　　　　　   ｃ　取付け後は，キズ・ヒズミ・曲がりなどの損傷を与えないよう十分注意して養生を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　工事中に汚損した部分は入念に修理を行い，必要な場合は取り替えるなどして修復する。

　　　　　　　　　　　　　　を表面処理（リン酸塩・クロム酸塩など）したものを使用する。　－ペンタイト鋼板９０

　　　　　　　　　　　　　b　形鋼の類は，ＪＩＳ　Ｇ３１０１（一般構造用圧延鋼材）による。外部に面する建具は，

　　　　　　　　　　　　　　亜鉛メッキ（「標仕」１４.２.3表　Ａ種・Ｂ種）を行う。

2  　  形式・寸法　　      a　鋼の厚さは，図示以外は「標仕」表１６.５.１による。

　　　　　　　　　　 　　　b　鋼製建具の見込みは，図示以外は下記による。

c　扉の表面材は、屋外・屋内を問わず下部を除き、三方の見込み部分を表面材で包む。

６０以上　　　　幅：1000　高：4800以下　，幅：１300　高：3800以下

４０以上　　　　幅：1000　高：2400以下　，幅：１300　高：2000以下

５０以上　　　　幅：1000　高：2800以下　，幅：１300　高：2400以下

寸法見込み　　　　　　建具の大きさ

d　扉見込み45以上の建具枠は、鋼板の厚さを2.3mmとする。

　　種別　◇　一般内部の場合　　　　　　　　　　　　　ＳＵＳ-2

e　出入口のくつずりは，スチール・アルミ建具共　ステンレス（ＳＵＳ３０４）製とする。

　　　　　◇　床仕上げ高が異なる場合　 　　　　　　　  ＳＵＳ‐３

　　　　　◇　外部廻り出入口・内部水掛け部の出入口　　ＳＵＳ‐４・ＳＵＳ‐５

3      性　　　能   　  ａ　機械室・発電機室等の通常遮音を必要とする室の建具（ＡＴ仕様）は、下記による。

                                ・扉厚            　－　5０kg/m3以上ロックウール充填

                                ・締付け金物      　－　グレモン錠３点締まり

                              　・遮音性能        　－　Ｔ－３（３５等級線）

                              　・三方枠・クツズリ －　シリコンゴム入り，建具周囲にステンレスエッジ付き

　　　　　　　　　  　 　b　外部出入口等の、ある程度の気密性を必要とする建具（ＳＡＴ仕様）は、下記による。

　　　　　　　　　　　　　　　　・三方枠・くつずり －　シリコンゴム入り，建具周囲にステンレスエッジ付き

　　　　　　　　　　　　　　　　・気密性能　　　 　－　Ａ－３（８等級線）

                                ・遮音性能       　－　Ｔ－１（２５等級線）

                         c　ホール出入口の、遮音性を必要とする建具は、下記による。

　　　　　　　　　　　　　　　　・扉厚           　－　75・以上ロックウール充填＋PB12.5内貼

　　　　　　　　　　　　　　　　・三方枠・クツズリ －　自動昇降式タイト材・ゼロ三方枠タイト・ミーチングタイト

                                ・遮音性能       　－　Ｔ－３（３５等級線）確保

4      防　　　錆      　ａ　鋼製建具及びスチールシャッターのさび止め処理 

　　　　　　　　　　　できる）

２　さび止め塗装 　 ＪＰＭＳ28（一液形変性ｴﾎﾟｷｼさび止めﾍﾟｲﾝﾄ）以上塗装する。

３　補修塗り         　  同　　　　上　　　　

１　下地処理       リン酸塩・クロム酸塩・その他による表面処理（処理済み鋼板の場合は省略

5　　　製　作　所　　　　

使　用　箇　所　　　　　　     　　　　厚　さ（mm）

一般部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1.6

クツズリ（ＳＵＳ３０４HL仕上）　　　　　　　  　　1.5

表面板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　0.8

中桟・力骨　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1.6

押縁　　　　　　  　　アルミ押出型材

召合わせ　　　　　  　鋼板　　　　　　　　　　　　1.2

縦小口包み板　　  　　ステンレス鋼　　　　　　　　0.8　

扉見込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　40.0　　 

2　  LSD引戸建具　　   ・　鋼製軽量建具の項に準じる。ドア36見込　ﾌﾘｰ&ｴﾝﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ装置付

3　  LSD枠木製引戸建具 ・　枠は鋼製軽量建具の項に準じる。　ドア36見込　・ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ　　・シート貼ＭＯＦﾌﾗｯｼｭ　　

　　　　　　　　　　　 ・ 自閉式片引吊戸（壁収納タイプ）　・　手動式片引吊戸（壁収納ﾀｲﾌﾟ）　・ 自閉式片引吊戸（外付ﾀｲﾌﾟ）

4　  　防　　錆　　    　・　鋼製建具の項に準じる。

5　  　製　造　所　　　　  三和シャッター　 文化シャッター　　小松ウォール　　コマニー

1　　鍵　・　鍵箱

2　　金　　　物　　　　　ａ　特記以外は下記による。

金　　物　　　　　　　仕　　様　　　　　　　　　　　　　　　　製　造　所　　　　　　　

  符　号　　　材　　種　　　　　　　      　　

 　 ＷＤ  　  木製ドア

　  ＷＷ      木製窓

　 　F　　　  ふすま

　　 Ｓ       障子　　

　  ＳＤ　　　スチール製ドア

　  ＳＷ　　　スチール製窓

　  ＳＧ  　  スチール製ガラリ

　  ＳＳ　　　ｽﾁｰﾙ製ｼｬｯﾀ-(防火･防煙ｽｸﾘｰﾝ）

 ＬＳＷＤ 　 枠鋼製＋建具木製

  SＰＷ　　　木製学校間仕切

  LＳＷ　　　鋼製軽量窓

  ＬＳＤ　   鋼製軽量ドア　

  ＡＧ　　　 アルミニウム製ガラリ

　ＡＣＷ　　 アルミニウム製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

　ＡＷ　   　アルミニウム製窓

　ＡＤ 　　  アルミニウム製ドア

　符　号　　　　材　　種　　　　　 　

  ＳＵＳＤ　　 ステンレス製ドア

　ＳＵＳＷ 　  ステンレス製窓

  ＬＳＵＳD    軽量ステンレス製ﾄﾞｱ

  ＳＵＳＦ 　  ステンレス　メタルワークス

    ＡＦ　     アルミニウム　メタルワークス 

  ＴＳ　　　 トイレスクリーン

　ＳＰ　　　 スチールパーティション　　　　　　　     　

2　　   工　　法　　 　　ａ 　網入りガラス・線入りガラスの切断小口は，防錆塗料（ワイヤーガード・ワイヤークリーン）を施す。

1　　材　　料　　　      　・フロート・ミガキ板     －JISＲ3202  

　　　　　　　　　　　      ・網入りガラス　　　     －JISＲ3204  

                            ・熱線吸収ガラス         －JISＲ3208 

・強化ガラス　　   －JISＲ3206

・型板ガラス　　　－JISＲ3202

・複層ガラス　   　－JISＲ3209

・ガラスブロック   －JISＲ5212

　　　　　　　　　　　　　ｃ 　ガラスはめ込みの寸法は，下記を標準とする。

　　　　　　　　　　　　　ｂ　 ガラスとガラスの突き合わせ部などで，シーリングしろとなるガラスの切断面は、面取り

　　　　　　　　　　　　　　　　こばみがきつや出しとする。ガラスコーナー突き合わせは，留加工みがきつや出しとする。

※ガラスみぞ幅　２Ａ＋ｄ

※Ａ寸法（面クリアランス）

ｄ（mm）　８mm以下　　　８mmを超えるもの

Ａ（mm）　　4　　　　　　5

ｄ　ガラスはめ込み材

○アルミ建具

ｅ　グレイジングチャンネル  JIS  5756ー81により，サッシュ形状・ガラス厚に合わせたものを使用。

○スチール建具

○ステンレス建具　　　

ｆ　シーリング材　　　※   不定形シーラント　　　・           

シーラント                      使　用　区　分

弾性　　・ＭＳ

Ｅ２　　・ＰＳ

弾性　　・Ｓ１

Ｅ１　　・Ｓ２Ａ

   ＳＲ－２     シリコン　２成分型

   ＰＳ－２ 　   ポリサルファイド　２成分型

   ＳＲ－１     シリコン　１成分型(防カビﾀｲﾌﾟ）

ＰＵ－２       ポリウレタン　２成分型

ＭＳ－２       変成シリコン　２成分型

符   号              材       質  符   号            材      質                   

シール材の材質と符号

  符  号               材     質

符　号　　　種　　類　　

  Ｓ　　　    普通板ガラス　　　

 ＧＲＦＬ　    熱線吸収フロートガラス   

  Ｆ　　　   　型板ガラス　　　　

  Ｇ　　　     摺ガラス　　　　　

  ＦＬ　　     フロート．ミガキ板ガラス    

 ＰＷＬ　      ミガキ線入りガラス　

 ＰＷＣ 　     ミガキ網入りガラス　　

錠の種類と符号及び建具金具の種類と符号

  ＳＴＰ　　 　学校用強化ガラス　透明

  ＳＴＦ　　   学校用強化ガラス　型板

金物・錠を示す　　　ＰＨ－２

  ＣＦＬ  　   熱線反射ガラス　（高性能）

ＧＲＣＦＬ　　 熱線吸収熱線反射ガラス

ＧＲＰＷＣ   　熱線吸収網入り型板

ＧＲＰＷＬ　   熱線吸収線入りミガキ板

ＧＲＰＷＣ   　熱線吸収網入り型板

ＦＷＣ　   　  型板網入りガラス 

  符　号　　　　種　　類　　　     符　号　　　　種　　類　　　   

ＴＰＦＬ　  　 透明フロート強化ガラス

ＴＰＦ　　  　 型板強化ガラス

ＴＰＧ　  　 　摺ガラス強化ガラス

TPRSFL　　　   透明強化Low-Eガラス

RSFL　　　  　 透明Low-Eガラス

4　　製　作　所　　　     　日本板ガラス，  旭硝子，  セントラル硝子

5　　ガラスブロック　 　ａ　ガラスブロックの形状

　　　　　　　　　　　　　   　プレーン（145×145×95）　日本電気硝子

　　　　　　　　　　　　 ｂ　広い面積使用の場合，耐風計算により安全を確かめる。一般の場合下記による。

　　　　　　　　　　　　　   　溶接し600以内に配置する。

　　　　　　　　　　　　  　・  短辺方向は６φの鉄筋を巾40mmの複筋として，つなぎ筋は同径鉄筋を150＠以内に

　　　　　　　　　　　　  　・ 長辺方向は６φの鉄筋を複筋として，つなぎ筋は同径鉄筋をラチス状に溶接し，以内に

　　　　　　　　　　　　  　・ 鉄筋は全て，SUSとする。

　　　　　　　　　　　　   　　配置する。

1　  　材　　　料　　  　ａ　鋼板類は，亜鉛メッキ鋼板（塗布料片面９０ｇ/m2以上）を表面処理（リン酸塩・クロム酸塩等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したものを使用し、Ａ－ＢＥ（アクリル樹脂焼き付け塗装）は指定色仕上げとする。
　　　　　　　　　　　   　ｂ　鋼板類の厚さ

枠・額縁　　　　　　　　　　　　1.5　　　　　1.6                 1.5

かまち・帯ざん　　　　　　　　　1.5　　　　　1.6　　　　　　1.5

くつずり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２.0以上

鏡板・フラッシュ戸　　　　　　　2.0　　　　　1.6　　　　　　2.0化粧曲物
　アンカー類 

 出入口

3 　　　工　　　作　　   ａ　ステンレス建具の仕上げ

4　　　製　造　所　　　　  三和シャッター　 文化シャッター　　

1   　 建具の性能　　　　 　サッシュ種別　　 　　耐風強度　　　 　気密性　 　　   　水密性　　　  　遮音性

2　  仕　上　げ　　　    a   表面仕上げの種別　

　　　　　　　　　　　　　 ・ＡＢ-2種　着色陽極酸化皮膜

　　　　　　　　　　 　　　・ＡＢ-1種　無着色陽極酸化皮膜

                           ・ＢＡ-1種　無着色陽極酸化塗装複合皮膜

　　　　　　　　　　 　　　・ＢＡ-2種　着色陽極酸化塗装複合皮膜

　　　　　　　　　　　　　 ・Ｃ種　化学皮膜（リン酸皮膜・クロム皮膜）＋ウレタン樹脂塗料焼付

　　　　　　　　　　　　　 ・ 陽極酸化皮膜＋顔料（ﾎﾜｲﾄ）入り塗料塗装（15）ｕｍ以上　　　　　　　

3 　　 防　　　食　　　    a　アルミニウム材がアルカリ性材料と接触する面は，ポリウレタン系透明樹脂塗装焼付仕上げ

　　　　　　　　　　　　   b　取付金物や補強材が異種金属の場合，接触腐食を防ぐため，１３ｕｍ以上の亜鉛メッキ

　　　　　　　　　　　　　　とするか，アスファルト系塗料など絶縁塗料・絶縁材料で防食処置を行う。

　　　　　　　　　　　　　　（ＭＦＺｎ・－Ｃ）等を施したものとする。

　　　　　　　　　　　　　  　 状に成形したシーラーを用いる。

4　　組　　　立　　　     ｃ 　突き付け部には，漏水防止のためのシーリング材（シリコン系）を填充するか又は，シート

　　　　　　　　　　　   　b 　同形状型材のコーナー突き合わせ部は，溶接仕上げとし、かつ漏水防止のための裏面よりシー

　　　　　　　　　　　   　e　 ＡＬ額縁以外の額縁・カーテンボックスが取り付く場合は、アングルピースを付ける。

　　　　　　　　　　   　　f 　Fｉｘ窓等のサッシュは結露水を処理するようドレンカットを付ける。

5    製  造  所　　　　　　　　ＹＫＫ ＡＰ　　三協アルミ　　ＬＩＸＩＬ

1　    材　　料 　　　　  a　鋼製建具及びスチールシャッターに用いる鋼板は，亜鉛メッキ鋼板（塗布料片面９０ｇ／・以上）

1　　　材　　　料   　   ａ　ステンレス鋼材は，ＪＩＳ　Ｇ４３０５等，用途に適合したものを使用し，材質は　
　　　　　　　　　　　　　　　  ＳＵＳ３０４（１８－８クロームニッケル系）とする。

2　　形状・寸法　  　ａ　建具各部の板厚は特記がない場合，下記による。

区　　分　　　　部　　材 　　補強ウラ板のある場合　　　ウラ板のない場合

　化粧板厚　　ウラ板（鋼板）　　化粧板厚

皿板・方立・無目　　　　　　　1.5　　　　１．６以上　　     2.0

立枠・上枠・額縁　　　　　　　1.5　　　　１．６以上　　    1.5

かまち・組子　　　　　　　　　1.5　　　　　1.6　　　　     1.5

押縁　　　　　　　　　　　　　1.5　　　　　　　　　　    　1.5

ｃ　合板の厚さ

　　　　　　　　　洋式建具の鏡板・腰板　　　和式建具の鏡板・腰板　　　　フラッシュ戸の表板

　　板厚　　　　　　　　9以上　　　　　　          　　6　　　      　　　  　　4

　　　外部廻り・浴室・便所など水掛り箇所　　　　　　　　　　　規格第１類（完全耐水）

　　　　　その他一般箇所                              　　　  規格第２類（高度耐水）　　

ｂ　合板の耐水性

※合板は全て　FC 0 合板を使用する。

・ ポリ合板T=4(木目柄使用）

・ ｽﾌﾟﾙｰｽ　　　　　無節・　　　　　　１等無節

・  ｽﾌﾟﾙｽ　　　　　無節・ 杉　　　　１等無節・ 杉　　　　１等

・　　　　　　１等
引き戸・開戸

　　　　かまち・さん　　　　　　板　　材　　　　 　　　合　　板

建

式

洋

具

和

式

建

具

2　　形式・寸法　      　 ａ　建具の見込み寸法は，特記がない場合下記を標準とする。

　　　　　　　　　  　洋式建具 　   　和式ガラス障子　  　ふすま　　     　紙障子

W 900×H 1.000未満　　　30mm　　　　　　　30mm　　　　　　21mm　　　　　　24mm

W 900×H 1.800未満　　　36mm　　　　　　　33mm　　　　　　21mm　　　　　　30mm

W 900×H 2.400未満　　　40mm

　　　　　　　　　　　　　ｂ　両開きの召し合わせの定規縁は，相じゃくりとする。

3　　工　　　作　　　　  ａ　工作は，特記以外「標仕」表16.6.７・表16.6.8・表16.6.9による。

　　　　　　　　　　　　　ｃ　障子につけ子なしのときは，かまち及びさんに紙じゃくりをする。　

　　　　　　　　　　　　　ｄ　透明塗料仕上材は、建具工作所にて透明塗料仕上まで行い吊込む。

　　　　　　　　　　　　　　　し内装の順序に従い、材料取りを行い建具を制作する。

　　　　　　　　　　　　　ｅ　建具に使用するカタ木練付け化粧合板は、内装に使用するカタ木練付け化粧合板と同じ突板を使用

　　　　　　　　　　　　　f　・建築基準法シックハウス対策の技術的基準に従い、規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）の内装材、接着剤、

　　　　　　　　　　　　　　　　塗料を使用する。

ｴﾎﾟｷｼさび止めﾍﾟｲﾝﾄ)２回塗り

Z12又はF12　ＪＰＭＳ28（一液形変性

JIS G 3302(溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板及び鋼帯）

ｴﾎﾟｷｼさび止めﾍﾟｲﾝﾄ)２回塗り

Z12又はF12　ＪＰＭＳ28（一液形変性

JIS G 3302(溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板及び鋼帯）

　　　内　部　廻　り　　　外　部　廻　り

6　 鋼製軽量ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

電気錠　　　　　　　・ＡＵシリーズ(美和)、EUシリーズ(ゴール)

符　号　　　　　種　　類　　　　　　　  

  ＣＰ        シリンダー箱錠

  ＣＬ        シリンダー本締

  ＤＬ        本締付きレバーハンドル錠

  ＳＬ        シリンダー引違い扉錠

　ＲＬ　　　　本締付きロッド錠(ﾁｭｰﾌﾞﾗ本締錠)

  ＥＬ        非常用錠（非常開閉装置付き）          ＡＳ         アームストッパー

   ＤＨ         ドアーヒンジ

   ＦＨ         フロアーヒンジ

   ＰＨ         ピボットヒンジ

   ＢＢ         丁番

   ＦＤ         シリンダー鎌錠

　符　号　　　　種　　類　　   符　号　　 　　種　　類

   ＤＣ          ドアーチェック

   ＦＢ          フランス落し

　個数を示す

   ＯＨ          オートヒンジ

   ＤＳＷ        壁付き戸当り

   ＤＳＦ        床付き戸当り

略  号　　　　　　法  規  制　　　　　　　　　　　

特定防火設備　　旧甲種防火戸　　　　　　　　　　　　　     

煙感　　　　　　　煙感知器連動　　　　　　　　       

排煙　　　　　　　排煙窓（扉）　

略  号　　　　　法  規  制

防火設備　　　 　旧乙種防火戸　　   

  略  号　　　　法  規  制

　 常閉　　　　常時閉鎖式 

 進　　　　　　　非常用進口　　　　　　        　     　非　　　　非常用進入口代替開口

・

・　全て　シーリング材

120?100見込ｱﾙﾐﾄﾞｱ（AD） S－2等級　　　　   A－2（2等級）　　　　

70見込ｱﾙﾐｻｯｼｭ（AW・ADW） S－5等級　　　　   A－4（4等級）　　W－5　　　　

ぜん板類　巾３００　　未満　　　1.5　　　　　1.6　　　　　２.0以上

ぜん板類　巾３００　　以上　　２.0以上　 　２.3以上　　　　２.0以上

                                         　　　　　　　              2.3

・ﾊﾟｲﾝ集成　　  無節
・桧又はｽﾌﾟﾙｽ   無節

・              １等
・　　　　　　　無節
・桧又はｽﾌﾟﾙｽ

・　引違い障子のみグレイジングチャンネル，その他シーリング材

・　全て　シーリング材

 　　符　号　　      　材　　種

　　　　　　　　　　　・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　　ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

上吊自閉装置　　　　　・ 傾斜式　ストップ装置　　（スライダーマン）　　　　リョービ

ホール用建具金物　　・ ロングヒンジ・オートマチックタイト　　　　　　　東京萬

　　　　　　　　　　・ゼロ三方枠用タイト・ミーティングタイト

　　　　　　　　　　・コンシールド型クローザー

　　　　　　　　　　　※　二重扉でD－35　～　D－45確保する。

■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE

建築工事

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

A1→1：50
A3→1：100

Ａ

西粟倉小学校トイレ改修工事

建具工事特記仕様書
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16
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設備取付補強

Ａ
■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE

建築工事

A1→1：100
A3→1：200

西粟倉小学校トイレ改修工事

A1: 1/100
A3: 1/200改修後 建具表

符号

ｹ所数

法規制

取付場所
形　 　 状 枠

W  ×  H

扉
障子

形状

見込み

召合せｸﾂﾂﾞ ﾘ

仕上げ
材質

仕上げ

材質

見込み

仕上げ

材質

見込み
見込み

仕上げ
材質

仕上げ

材質
形状

金　 　 物 備　 　 考
改修内容

符号

ｹ所数

法規制

取付場所
形　 　 状 枠

W  ×  H

扉
障子

形状

見込み

召合せｸﾂﾂﾞ ﾘ

仕上げ
材質

仕上げ

材質

見込み

仕上げ

材質

見込み
見込み

仕上げ
材質

仕上げ

材質
形状

金　 　 物 備　 　 考
改修内容

種類

厚さ 符号

ｹ所数

法規制

取付場所

枠

W  ×  H

扉
障子

形状

見込み

召合せｸﾂﾂﾞ ﾘ

仕上げ
材質

仕上げ

材質

見込み

仕上げ

材質

見込み
見込み

仕上げ
材質

仕上げ

材質
形状

金　 　 物 備　 　 考
改修内容

種類

厚さ

形　 　 状

常時開放式特定防火設備

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

設備取付補強

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

A-BE

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

新設

新設

1ｹ所

１ケ所

１ケ所

３ケ所

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

３ケ所

校舎棟

校舎棟

３ケ所

３ケ所

校舎棟

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

1675×1900

設備取付補強

巾木Ｓ Ｕ Ｓ Ｈ Ｌ

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

巾木Ｓ Ｕ Ｓ Ｈ Ｌ

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

校舎棟

校舎棟

プール棟

プール棟

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

設備取付補強

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

A-BE

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

設備取付補強

A-BE

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

A-BE

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

校舎棟

TB
101

TB
102

TB
103

TB
104

TB
302

TB
303

TB
401

TB
402

TB
403

TB
501

TB
502

TB
301

校舎棟

90

90

90

90

90

90

650×1900

700×1900

795×645×1900

1410×900×1900

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

700×1900図示

図示

図示

図示

図示

１ケ所

１ケ所

１ケ所

1ｹ所

1ｹ所

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

体育館　通路

90

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 設備取付補強

A-BE

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

FL

SD
101

新設

校舎棟

新設

２ケ所

３ケ所

標準金物一式

140見込 50 片引き

亜鉛めっき鋼板

亜鉛めっき鋼板

650×850

St

SOPSt

SOP

115見込 40 片開き

1050×2000

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け・ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

A-BE

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

小口　ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

図示

SD
102

校舎棟

SD

校舎棟

301
St

SOPSt

SOP

60見込 30 片開き

450×450

2,650
40 1,3051,305

40
96

0

550 125
645

120
795

625600
150

600

2,650

700

650

40
60

5

755 40

40
90

0

40

9401450
190 150600

1410

900
790 600
1490

100 600 150690
1,440

4
0

40
1,

4
50

86
0

1440

860 40

955600120
1,675

1675

40
1,

11
0

245 550
915

120

40
7
00

2,090
875

40
1175

40
6
75

4
0

800

88
5

13
0

97
5

40
1250

915

96
5

40
9
70

40
2
,0
1
5

40
1200

2090

130550120

800

150 600 1340

120 600
1290

570
1015

12001010

1,
90
0

1,
90
0

40
1,

00
0

40
9
00

1450
40

3,197.5
1707.5

40 670

1,860

40
910910

645
200 550

940
190 40

40
1,

48
0

91
0

605 40190 600 600
350

1,860

120

675

1
,9
0
0

1,
9
00

1
,9
0
0

1,
90

0

1,
90

0

1
,9

0
0

1
,9
0
0

1,
9
00

1,
90
0

2,090

940 710
195195 550

3,197.5

1027.5150 600 600820

1,
90
0

2185
1050

2,
00
0

85
0

650

450

45
0

巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け

掃除具入れ ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

小口 ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ

小口 ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ

戸当り・巾木ＳＵＳＨＬ・笠木ＳＵＳＨＬ

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ・戸当り帽子掛け 設備取付補強

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

掃除具入れ ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

2・3階　ﾄｲﾚ入口 1～3階男子ﾄｲﾚ

1～3階男子ﾄｲﾚ

1～3階男子ﾄｲﾚ

1～3階女子ﾄｲﾚ

職員用男子ﾄｲﾚ

職員用男子ﾄｲﾚ

職員用女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

1～3階　男子ﾄｲﾚPS

種類

厚さ
硝
子

額
縁

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

水
切

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

額
縁

水
切

硝
子

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

水
切

硝
子

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

A-BE

体育館　男子ﾄｲﾚ

体育館　女子ﾄｲﾚ

W=600非常時外開ﾄﾞｱ

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

40高圧ﾒﾗﾐﾝ板貼F

ｶﾗｰｱﾙﾐ片材

A-BE

100 600 310

堀込引手

点検口錠

１ケ所

新設

軸吊りヒンジ、戸当りゴム

点検口錠

軸吊りヒンジ、戸当りゴム

SUS-2

新設

301

FL

140見込

36 片開き

36 片開き

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

830×2000

丁番・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

丁番・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

401

校舎棟

新設

FL

140見込

標準金物一式

新設

FL

体育館

140見込

LSD
101

LSD
401

FL

850（有効）×2000

有効

900（有効）×2000

新設

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

焼付塗装

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板

焼付塗装

有効

校舎棟 40 片引き

亜鉛めっき鋼板亜鉛めっき鋼板

2,
0
00

2,
00

0
2,
0
00

900

2
,0
0
0

850 標準金物一式

上吊片引自閉ﾄﾞｱﾕﾆｯﾄ ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟｰ

4

型板
学校用強化ｶﾞﾗｽ

4

型板
学校用強化ｶﾞﾗｽ

標準金物一式

上吊片引自閉ﾄﾞｱﾕﾆｯﾄ ｴｱﾀﾞﾝﾊﾟｰ

体育館ﾄｲﾚ

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

外付け枠ﾀｲﾌﾟ

St

SOP

C ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

170見込 32 片引き2枚戸

壁内部納めﾀｲﾌﾟ

830

St

SOP

C

830

830×2000 型板
学校用強化ｶﾞﾗｽ

4

型板
学校用強化ｶﾞﾗｽ

4

標準金物一式

A

St

A-BE

A

St

A-BE

E

堅木

UE

E

堅木

UE

SWD

SWD

SF
101

校舎棟 児童用ﾄｲﾚ

水
切

ｶﾞ
ﾗ
ﾘ

額
縁

硝
子

児童用ﾄｲﾚ

児童用ﾄｲﾚ

児童用ﾄｲﾚ

1～3階ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

職員用ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ PS

３ケ所

１ケ所

２ケ所

２ケ所

職員用ﾄｲﾚ

FL

2,
4
00

140見込

St

SOP

I

新設

天井面

遮煙防火ドア

煙感知器連動　通電レール

９ケ所

WF
301

FL

2,
0
00

校舎棟 洗濯室ﾄｲﾚ

2400

995

995×2000

SOP

堅木

130見込

建具表　(改修後)

引戸錠 非常開装置付 表示装置

引戸錠 非常開装置付 表示装置

大型サムターン付

大型サムターン付

17

17



TB

TB

TB

SD
SD

101

101

102102

103

TB

TB

TB

SD

TB

TB
104

101

102

101

103

104

SD
102

SD
101

※SL±0 ＝ FL-30とする

※便器、小便器、手洗い、掃除流し、手摺は全て撤去

※SL±0 ＝ FL-30とする

共

共
下地CB t120共

RC立上り壁

※便器、小便器、手洗い、掃除流し、手摺は全て撤去

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共

R
C立

上
り

壁

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共

壁:CB t120 仕上共

※RC立上り壁撤去はSL±0～SL＋450まで撤去すること

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
押えｺﾝｸﾘｰﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水共

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
押えｺﾝｸﾘｰﾄ
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水共

RC立上り壁

RC
立

上
り

壁

※RC立上り壁撤去はSL±0～SL＋450まで撤去すること

壁:CB t120 仕上共

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼
押えｺﾝｸﾘｰﾄ
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水共

SD-202

TB-203
TB-201

TB-205

斜線部分:CB t120 仕上共

斜線部分:CB t120 仕上共

斜線部分:CB t120 仕上共

斜線部分:CB t120 仕上共

TB-202

TB-201 SD-201

TB-204

斜線部分:CB t120 仕上共

額縁

三方枠

床下点検口:SUS 600角

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

木製竪枠

木製竪枠

框
御影石100×60

框:御影石
木製三方枠

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

ｽﾗﾌﾞ

ｽﾗﾌﾞ

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

壁

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

壁

框:御影石100×60

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

額縁面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

木製竪枠

木製竪枠

框:御影石
木製三方枠

ｽﾗﾌﾞ

ｽﾗﾌﾞ

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

框:御影石
100×60

框:御影石
100×60

床:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

床:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

床:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

木製竪枠

木製竪枠

壁

旧甲種防火戸(煙感連動常開)

CB,RC立上り壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

CB,RC立上り壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

旧甲種防火戸(煙感連動常開)
床見切:SUSW40

木下地ﾗﾜﾝ合板t5.5

木下地ﾗﾜﾝ合板t5.5
CB,RC立上り壁

CB,RC立上り壁
木下地ﾗﾜﾝ合板t5.5

木下地ﾗﾜﾝ合板t5.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

400×750

400×750　2箇所

400×750

400×750　2箇所

斜線部分:CB t120 仕上共

RC立上り壁

RC立上り壁

撤去

撤去

撤去

撤去

SL±0～SL＋450まで撤去 SL±0～SL＋450まで撤去
撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

残置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

ｸﾛｽのみ撤去

ｸﾛｽのみ撤去

ｸﾛｽのみ撤去

ｸﾛｽのみ撤去ｸﾛｽのみ撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤
去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤
去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去

残置

残置

仕上のみ撤去、枠再利用

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去 撤去範囲

撤去範囲

残置

残置

残置

撤去

撤去
残置撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去範囲

撤去範囲

残置

撤去

撤去

残置

撤去

残置

撤去

撤去

撤去
残置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

Ｄ

Ｅ

10 11９

Ｅ

Ｄ

10 11９

PS

通路

通路

PS

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

FL-50

FL±0FL-50

FL±0

FL±0

FL±0FL-50

FL-50

▽FL

▽FL

2,
45
0

50
50

2,
4
50

50 70

40
120

40

2,755 2,180 3,390

22570

620

3951,33070630

1,395

1,330 70 710 70 1,330 70 630

6,310

3951,000

22
0

3
,7

8
0

4,
0
00

75
0

3,
0
30

60
60

12
0

55
3
0

4,4002,700

3,550 3,550 2251,000

8,325

1,050 3,2652,785

50 70

40
120

40

2,755 2,180 3,390

22570

620

3951,33070630

1,395

1,330 70 710 70 1,330 70 630

6,310

3951,000

2
20

3,
78

0

4,
00

0

7
50

3,
03

0

6
0

60

30
12

0
55

3,550 3,550 2251,000

8,325

1,050 3,2652,785

4,4002,700

7030

30 70

1,
3
50

2
,6

5
0

1,
35
0

2,
6
50

2,
00

0
2,

00
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

1,535

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ

Ａ

※特記なきは男子便所の仕様に準ずる

男子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

女子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ　展開図　1：50

校舎棟　２階・３階児童用トイレ

校舎棟　１階児童用トイレ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開符号

■

SCALESCALE

一級建築士 169969号･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

建築工事

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

A1→1：50
A3→1：100

西粟倉小学校トイレ改修工事 倉森建築設計事務所株式
会社

Ａ

18

18平面詳細図・展開図(撤去)(１)



TB

SD

WD
301

301

302

TB
301

WD
301

TB
303

※SL±0 ＝ FL-30とする

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

下地ﾓﾙﾀﾙ共

RC
立

上
り

壁

床:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

床見切 SUSW40

※便器、小便器、手洗い、掃除流しは全て撤去

※RC立上り壁撤去はSL±0～SL＋450まで撤去すること

壁:CB t120 仕上共

・袖壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

斜線部分:CB t120 仕上共

斜線部分:CB t120 仕上共

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

框:
御影石60×100

框:御影石60×100

土間ｽﾗﾌﾞ面台
CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

床見切:SUSW40 床見切:SUSW40

三方枠

床下点検口:SUS 600角

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t1.8

床下点検口:SUS 600角

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t1.8

便器

面台

壁:LGS65 GB12.5の上合板t5.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ
木製三方枠130×25

袖壁:LGS65 GB12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ
木製三方枠130×25

ｿﾌﾄ巾木 H100ｿﾌﾄ巾木 H100 ｿﾌﾄ巾木 H100

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木巾木 H100

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木巾木 H100

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木巾木 H100

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ

木巾木 H100

斜線部分:CB t120 仕上共

CB
,R

C立
上

り
壁

CB
,R

C立
上

り
壁

建具 建具

LGS壁

LGS壁

400×750

撤去

残置

残置
残置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

ｸﾛｽのみ撤去 ｸﾛｽのみ撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去
撤去

撤
去

撤
去

撤
去

残置

残置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去撤去

撤去範囲撤去

残置 残置

残置

仕上のみ撤去、枠再利用

撤去

仕上のみ撤去、枠再利用

撤去

撤去

残置

撤去
撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

残置

撤去

残置

残置

撤去

撤去

撤去

残置

撤去

残置

残置

撤去

残置 残置

残置

残置

17 17 Ｃ

Ｄ

Ｅ

16 17 18

Ｃ

17

職員便所
（女子）

職員便所
（男子）

PS

通路

職員更衣室
（女子）

職員更衣室
（男子）

ｼｬﾜｰ
ﾕﾆｯﾄ

洗濯室

FL±0

FL-50
FL-50

FL±0 FL±0

FL±0 FL±0

照明ｽｲｯﾁ

2
,4

0
0

1,500 500 500 1,500 80 920

30
80

0

2
20

3,
78

0

4,
00

0

1,
1
00

2,
9
00

4,
00

0

1,930

2,535 1,830

1,930

3,860

680 6056,940

70 701,860 70 1,1901,860

49

54.5 54.5

1,820550 130

30
120

35

60 60

22
65
22

60

4,0004,000225

8,225

1,050 1,4051,405

3,8602,310 1,830

3,000

1
,0

0
0

3,
2
00

9
20 365

80

1,500 1,500

2
,2

0
0

1,740

71
5

860 160

2,900 1,860 2,9001,860

2
,5
0
0

Ａ

Ａ

女子便所　展開図　1：50

更衣室前通路　展開図　1：50

Ａ
洗濯室　展開図　1：50

Ａ
男子便所　展開図　1：50

Ａ Ｃ Ｄ
保健室ﾄｲﾚ　展開図　1：50

Ｂ Ｃ ＤＡ
更衣室(女子)　展開図　1：50

校舎棟　１階職員用トイレ

校舎棟 保健室トイレＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開符号

■

SCALESCALE

一級建築士 169969号･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

建築工事

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

A1→1：50
A3→1：100

西粟倉小学校トイレ改修工事 倉森建築設計事務所株式
会社

Ａ

19

19平面詳細図・展開図(撤去)(２)



501
TB

502
TB

TB

TB
401

TB
402

403

WD
401

WD
401

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

L型手摺 L=600 H=600 

天板:人造大理石 t25 L型手摺 L=600 H=600
化粧鏡

I型手摺 L=350 

I型手摺 L=350 

WD-401

WD-401

手摺 

鏡:
695×1000×15

WD-401 WD-401

化粧鏡
L型手摺 L=600 H=600

天板:人造大理石 t25 

※便器、小便器、手洗い、掃除流し、手摺は全て

壁:CB t120 仕上共

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
下地ﾓﾙﾀﾙ共

床:
直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2.0

鏡:800×1000×15

斜線部分:CB t120 仕上共

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え AEP ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え AEP ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え AEP ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え AEP

木製巾木 H100 OSCL木製巾木 H100 OSCL木製巾木 H100 OSCL

斜線部分:CB t120 仕上共

面台

框:御影石50×50

面台
CB t100 100角ﾀｲﾙ貼
天端:人造大理石 t25

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2.0

床見切:SUSW40

床見切:SUSW40
框:御影石50×50 床下点検口:SUS 600角

下足箱 2箇所
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ
W900×D300×H1780

下足箱 1箇所
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ
W900×D300×H1780

面台
CB t100 100角ﾀｲﾙ貼

天端:人造大理石 t25

SUS三方枠

木製巾木 H100 OSCL

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え AEP

面台

土間ｽﾗﾌﾞ
600×850

面台
土間ｽﾗﾌﾞ
1860×850

壁 ﾀｲﾙ 下地共

上面ﾀｲﾙ
面台

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 

(設備工事)
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※便器、小便器、手洗い、掃除流しは全て撤去(設備工事)

ﾀｲﾙ浮き 2～3枚

壁:タイル 下地とも

※壁タイルは浮きの程度と範囲について全体を確認すること
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※下地調整剤ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 ※下地調整剤ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 ※下地調整剤ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 ※下地調整剤ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

撤去

撤去
※下地調整剤ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

撤去

残置

撤去 残置
撤去

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去

撤去

残置

残置

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去

器具撤去

器具撤去 器具撤去 器具撤去

上面タイル撤去

器具撤去

タイル下地共
撤去

タイル下地共
撤去

器具撤去

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去
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体育館 通路　展開図　1：50
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Ｂ Ｃ Ｄ Ａ

体育館 男子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

体育館 女子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

プール棟 男子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

プール棟 女子ﾄｲﾚ　展開図　1：50

Ａ
体育館 通路　展開図　1：50

CB壁は玄関ﾎｰﾙ天井を壊さないよう便所側から撤去すること

体育館 トイレ

プール棟トイレ
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TB-205撤去

CB t120 100角ﾀｲﾙ貼

TB-401

TB-403

手摺

便器

SD-201

建具

便器

面台

SD-102 CB壁

TB-101

便器
RC立上り壁

壁:CB t120 仕上共

※RC立上り壁 はSL±0～SL＋450まで撤去すること

壁:CB t120 仕上共

※RC立上り壁 はSL±0～SL＋450まで撤去すること

掃除流し

TB-501鏡

手洗い

スタイロフォーム t30 既存

撤去

下地仕上共撤去

残置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

残置
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去 残置

撤去

撤去
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去残置

撤去

撤去

残置

撤去

スタイロフォーム
t=30 欠損部分補修
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校舎棟　断面詳細図　　1：50 プール棟　断面詳細図　　1：50体育館棟　断面詳細図　　1：50
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通路
CH 2,400

CH 2,400
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改修範囲

既存

CH 2,200 CH 2,200

洗濯室

ｼｬﾜｰ
ﾕﾆｯﾄ

CH 2,400

PS

通路

（男子）
CH 2,400

CH 2,400

改修範囲 既存改修範囲 既存

（男子）
CH 2,500CH 2,500

（女子）

PS

CH 2,400CH 2,400 CH 2,400

通路
CH 2,400

(点検口2階のみ)
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CB壁は玄関ﾎｰﾙ天井を壊さないよう
便所側から撤去すること

玄関ホール

（女子）
CH 2,400

ﾗﾜﾝ合板t5.5の上

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7

天井点検口　450×450

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5

天井一部撤去

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

天井点検口

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6
底目地 AEP 撤去

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6
底目地 AEP 撤去

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6
底目地 AEP　撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え
吹付ﾀｲﾙ 残置

ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え
吹付ﾀｲﾙ 残置

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t9.5 残置

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7 撤去

ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ t5.7 撤去

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 撤去
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天井伏図（撤去図）
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ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

帽子掛け・中心吊りGH・ﾗｯﾁ式表示錠

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

帽子掛け・中心吊りGH・ﾗｯﾁ式表示錠

1620×1870

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

600×1870

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

帽子掛け・中心吊りGH・ﾗｯﾁ式表示錠

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・戸当帽子掛け

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ・表示錠

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・戸当帽子掛け

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ・ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

帽子掛け・中心吊りGH・ﾗｯﾁ式表示錠

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

図示

40 40

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ

ｽﾃﾝﾚｽ笠木・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ・ﾗｯﾁ錠

附属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ笠木・ｽﾃﾝﾚｽ巾木

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ・ﾗｯﾁ錠

附属金物一式

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ・表示錠

常時開放型片引き甲種防火戸
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校舎棟 1～3階ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

校舎棟 1～3階男子ﾄｲﾚ

校舎棟 2・3階ﾄｲﾚ入口

校舎棟 職員用男子ﾄｲﾚ

校舎棟 職員用男子ﾄｲﾚ

校舎棟 職員用女子ﾄｲﾚ

体育館棟 男子ﾄｲﾚ

体育館棟 女子ﾄｲﾚ

校舎棟 1～3階男子ﾄｲﾚ

校舎棟 1～3階男子ﾄｲﾚ

校舎棟 1～3階男子ﾄｲﾚ

校舎棟 1～3階女子ﾄｲﾚ

校舎棟 職員用男子ﾄｲﾚ

校舎棟 職員用男子ﾄｲﾚ

校舎棟 職員用女子ﾄｲﾚ

体育館棟 男子ﾄｲﾚ

体育館棟 男子ﾄｲﾚ

体育館棟 女子ﾄｲﾚ

プール棟 男子ﾄｲﾚ

プール棟 女子ﾄｲﾚ

建具表（撤去図）
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物置ﾁﾗｰ

量水器

配管ｽﾍﾟｰｽ

Ｎ

遊具鉄棒

室外機置場

国道

373号

3,
40
0

1,
10
0擁

壁
側
溝

砂場

藤棚・ﾍﾞﾝﾁ
砂場

旗ポール

運動場

6,
10
0

▽

庫

UP

UP

UP

ボンベ

受水槽置場

EX
P.
J

EXP.J

EXP.J

EX
P.J

EX
P.

J

プール
附属棟

▽

ポンプ室

駐車場

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 物置 物置基礎

U
P▼

資材置場

１期 改修範囲を示す

１期 工事関係使用範囲を示す

２期 改修範囲を示す

２期 工事関係使用範囲を示す

3～6年男子 3～6年女子

生徒昇降口

手洗い場

工事用仮設ﾄｲﾚ

児童 児童

工事用仮設ﾄｲﾚ

職員(女性)職員(男性)

解体廃棄物
集積所

手洗い場 手洗い場

▼

2,3階解体廃棄物
搬出用ｽﾃｰｼﾞ足場

作業員出入口

▽搬出入口

1
,
9
0
0

1
,
4
0
03
,
3
0
0 1
,
8
0
0

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ １期:工事車両駐車・工事用仮設ﾄｲﾚ

１期:ｽﾃｰｼﾞ足場・工事用搬出入口

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

１期:仮設ﾄｲﾚ 児童用

１期:仮設ﾄｲﾚ 職員用

１期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

１～３Ｆ １Ｆ

１Ｆ

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ ２期:工事車両駐車・工事用仮設ﾄｲﾚ

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

工事用仮設ﾄｲﾚ
２期:工事車両駐車

２期:仮設ﾄｲﾚ 運動場用

２期:ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

搬入動線

搬入動線

搬出入

搬入動線

搬入動線

資材置場

廃棄物置場

生徒下校動線 15:00～16:00

校舎棟

給食棟

体育館棟

渡り廊下

渡
り

廊
下

(
外

部
)

運動場

(ﾄｲﾚ改修) (ﾄｲﾚ改修)

(ﾄｲﾚ改修)

(ﾄｲﾚ改修)

(ﾄｲﾚ改修)

仕様

簡易水洗 洋式 LED照明(乾電池式)

手洗いユニット　排水ﾀﾝｸ付き

仮設トイレ

仮設手洗い

小便器ブース

大便器ブース

児童用 職員用

３基 １期

５基 ３基

１期 ２期

１基

３基 ２基

１基

ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾌﾟ

ﾌﾞｰｽﾀｲﾌﾟ 手洗いユニット　排水ﾀﾝｸ付き

小便器ブースは扉付きとする

(令和８年)2026

生徒用１階

職員用１階

校舎棟

生徒用３階

生徒用２階

保健室

１
期
工
事

発注

体育館 トイレ

プール トイレ

２
期
工
事

施工図確認

　運動場トイレ仮設

　職員トイレ仮設

８月 ９月 １０月 １１月７月

17 26

終業式 始業式

更衣室引越

解体撤去

仮設 解体撤去
ｽﾗﾌﾞ改修

施工図確認 ｽﾗﾌﾞ改修解体撤去
器具取付

器具取付

器具取付

配管工事

内装工事

内装工事

配管工事 内装工事

　児童トイレ仮設

工事工程表

SCALESCALE

■

･ ･
西粟倉小学校トイレ改修工事 建築工事

･ ･

･ ･ A1→1：100
A3→1：200

･ ･
仮設計画図 (１) Ａ
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EX
P.

J

3,
40
0

1,
10
0

擁
壁

側
溝

物置

物置基礎

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

遊具(タイヤとび)

・Con

・As

・真砂土

・真砂土

・Con

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

・Con

・Con

EXP.J

室外機置場

受水槽置場

EXP.J

旗ﾎﾟｰﾙ

キュービクル

校舎棟

運動場

倉庫（１）

階段室

玄関

保健室

花壇

廊下

職員更衣室 職員更衣室

（男子）

足洗い場

（男子）

職員便所

花壇

（女子）

職員便所

（男子）

教務員室

空調ポンプ室

教材室（１）

押入

倉庫（２）

更衣室

更衣室

ワークスペース

職員倉庫

昇降口

教育相談室

階段室

消火ポンプ室

足洗い場

給湯
印刷室
事務室

職員室特別活動室 校長室
生活科室 ２－ＣＲ １－ＣＲ

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

物置

配管ｽﾍﾟｰｽ

量水器 砂場

8
,0
0
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1
,0
0
0

2,
5
00

4,
0
00

2,775 225 4,000 4,000 4,000 4,000 3,500 3,500 3,550 3,550 4,200 4,100 4,100 4,000 4,000 4,000 4,0001,0004,000

資材置場

出入り用ｽﾃｰｼﾞ

UP

U
P

3F用ｽﾃｰｼﾞ2F用ｽﾃｰｼﾞ

2F用ｽﾃｰｼﾞ 3F用ｽﾃｰｼﾞ

手洗い 手洗い

仮設屋根

非常用扉

生徒用通路

生徒昇降口

仮設間仕切り

解体廃棄物

集積所

手洗い場

養生シート

養生シート

仮設屋根

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

歩行マット

歩行マット

養生シート

仮設間仕切り 片面石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5 またはｽﾗｲﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

搬出入口

作業員出入口

ｺﾝﾊﾟﾈ敷

ｺﾝﾊﾟﾈ敷

ｺﾝﾊﾟﾈ敷

▼

2,3階解体廃棄物

仮設トイレ(児童用)

3～6年男子 3～6年女子

仮設廊下

仮設トイレ(職員用)
(男性) (女性)

仮設廊下

(仮設トイレへ通路として利用)

搬出用棚足場

(工事用車両置場) (工事用仮設ﾄｲﾚ)

▼

▼

▽▽

▽

▼

搬出入口

2,3階作業員出入口

2,3階作業員出入口

▼ ▽

▼
1階作業員出入口
▽
搬出入口

搬出入口
1階作業員出入口

12,900
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,
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5
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2,100

1
,
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9
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8,100

900 1,800 1,800 1,800 1,800

1
,
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3
,
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8
.
5

1
,
8
0
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4,000 1,000

5,000330

1,5002,6002,400

ﾁﾗｰ

渡り廊下

既設

給食棟

仮設計画図 １階

仮設計画図 ２階・３階共通

児童用トイレ

廊下

教材室(3)談話ｺｰﾅｰ階段室 階段室

廊下

ｱﾙﾐ手摺 取外し・復旧

仮設間仕切り

ｻｯｼ取外し・復旧

■

SCALESCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

建築工事

A1→1：100
A3→1：200

仮設計画図 (２)

西粟倉村小学校トイレ改修工事

Ａ
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物置
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階段

キュービクル

▼GL▼1FL

3F用棚足場

GL+8450
2F用棚足場
GL+4850

手すり

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
W1800×D2200×H150

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
W1800×D2200×H150

物置

手すり

作業員出入口

搬出入口

1,940

3,
72

5

850

仮設トイレ断面図　1：30

児童用仮設トイレ平面図　1：50

児童用仮設トイレ屋根伏図 1：50

職員用仮設トイレ平面図　1：50

職員用仮設トイレ断面図　1：50
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児童用トイレ搬出入用棚足場

手洗い手洗い
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柱単管＠1.8

単管＠1800

仮囲い鋼板 H=2000目隠し用

柱単管2.7ｍ＠1.8

単管＠1800

屋根ガルバ波板8尺

母屋単管＠600

単管＠1800

軒樋

2
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0

柱単管＠1.8

仮囲い鋼板 H=2000目隠し用

2Fﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり

目隠し用 仮囲い鋼板 H=2000

1/10

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ取外し・再設置 ｺﾝｸﾘｰﾄ土間コア抜き及び復旧　65φ

歩行ﾏｯﾄ
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垂木ｸﾗﾝﾌﾟ

つっぱり固定

つっぱり固定

植栽帯
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ｺﾝｸﾘｰﾄｺｱ抜き・復旧 65φ
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床 歩行用ｺﾞﾑﾏｯﾄ t5
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西粟倉小学校トイレ改修工事

仮設計画図 (３)・仮設詳細図 Ａ
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２．特記仕様２．特記仕様２．特記仕様２．特記仕様２．特記仕様２．特記仕様２．特記仕様

　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。
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敷　地　面　積敷　地　面　積敷　地　面　積敷　地　面　積敷　地　面　積敷　地　面　積敷　地　面　積

床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)床　面　積 (㎡)

棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造棟　名　称　／　構　造
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建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）建 築 面 積 （㎡）

工　事　範　囲工　事　範　囲工　事　範　囲工　事　範　囲工　事　範　囲工　事　範　囲工　事　範　囲

防　火　地　域防　火　地　域防　火　地　域防　火　地　域防　火　地　域防　火　地　域防　火　地　域

別　途　工　事別　途　工　事別　途　工　事別　途　工　事別　途　工　事別　途　工　事別　途　工　事

建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率)建ぺい率(指定率) ％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％） 容積率(指定率)容積率(指定率)容積率(指定率)容積率(指定率)容積率(指定率)容積率(指定率)容積率(指定率) ％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）％（　　　　　％）

用　途　地　域用　途　地　域用　途　地　域用　途　地　域用　途　地　域用　途　地　域用　途　地　域

消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分

特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般施設の分類施設の分類施設の分類施設の分類施設の分類施設の分類施設の分類

・電灯設備・電灯設備・電灯設備・電灯設備・電灯設備・電灯設備・電灯設備

・動力設備・動力設備・動力設備・動力設備・動力設備・動力設備・動力設備

工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別工　　事　　種　　別建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外

工　事　種　目工　事　種　目工　事　種　目工　事　種　目工　事　種　目工　事　種　目工　事　種　目

　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　工事種目　　　工事種目　　　工事種目　　　工事種目　　　工事種目　　　工事種目　　　工事種目

入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人)入 居 者 数　(人) 小計小計小計小計小計小計小計

合計合計合計合計合計合計合計

　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。

Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様Ⅱ ． 工 事 仕 様
１．共通仕様１．共通仕様１．共通仕様１．共通仕様１．共通仕様１．共通仕様１．共通仕様

　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、

　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。　　　・ 印の付いたものによる。

　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

・発電設備・発電設備・発電設備・発電設備・発電設備・発電設備・発電設備

・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備・構内情報通信網設備

・構内交換設備・構内交換設備・構内交換設備・構内交換設備・構内交換設備・構内交換設備・構内交換設備

・情報表示設備・情報表示設備・情報表示設備・情報表示設備・情報表示設備・情報表示設備・情報表示設備

・映像・音響設備・映像・音響設備・映像・音響設備・映像・音響設備・映像・音響設備・映像・音響設備・映像・音響設備

・拡声設備・拡声設備・拡声設備・拡声設備・拡声設備・拡声設備・拡声設備

・誘導支援設備・誘導支援設備・誘導支援設備・誘導支援設備・誘導支援設備・誘導支援設備・誘導支援設備

・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備・テレビ共同受信設備

・監視カメラ設備・監視カメラ設備・監視カメラ設備・監視カメラ設備・監視カメラ設備・監視カメラ設備・監視カメラ設備

・駐車場管制設備・駐車場管制設備・駐車場管制設備・駐車場管制設備・駐車場管制設備・駐車場管制設備・駐車場管制設備

・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備・防犯・入退室管理設備

　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る

　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る

・電熱設備・電熱設備・電熱設備・電熱設備・電熱設備・電熱設備・電熱設備

・雷保護設備・雷保護設備・雷保護設備・雷保護設備・雷保護設備・雷保護設備・雷保護設備

・受変電設備・受変電設備・受変電設備・受変電設備・受変電設備・受変電設備・受変電設備

・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備・電力貯蔵設備

・火災報知設備・火災報知設備・火災報知設備・火災報知設備・火災報知設備・火災報知設備・火災報知設備

・機械設備工事・機械設備工事・機械設備工事・機械設備工事・機械設備工事・機械設備工事・機械設備工事

・建築工事・建築工事・建築工事・建築工事・建築工事・建築工事・建築工事

・中央監視制御設備・中央監視制御設備・中央監視制御設備・中央監視制御設備・中央監視制御設備・中央監視制御設備・中央監視制御設備

・医療関係設備・医療関係設備・医療関係設備・医療関係設備・医療関係設備・医療関係設備・医療関係設備

・構内配電線路・構内配電線路・構内配電線路・構内配電線路・構内配電線路・構内配電線路・構内配電線路

・構内通信線路・構内通信線路・構内通信線路・構内通信線路・構内通信線路・構内通信線路・構内通信線路

・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備・テレビ電波障害防除設備

・非常放送装置・非常放送装置・非常放送装置・非常放送装置・非常放送装置・非常放送装置・非常放送装置

・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備・電気自動車用充電設備

　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）

　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）

５．５．５．５．５．５．５．発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析発 生 材 の 分 析

及 び 処 理及 び 処 理及 び 処 理及 び 処 理及 び 処 理及 び 処 理及 び 処 理

１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有１）引渡しを要するもの。　※無　　・有

（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）

２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物２）特別管理産業廃棄物

①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査

ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。

分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　分析費　（※別途　　・本工事）　

ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））

ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。

なお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たなお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満た

訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。訂正時にそれぞれ登録するものとする。

登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成

つ い てつ い てつ い てつ い てつ い てつ い てつ い て

作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に作 成 ・ 登 録 に

工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の工 事 実 績 情 報 の４.４.４.４.４.４.４.

・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）

・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　）

を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。を調査し、監督職員に報告する。

・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無

既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）

監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。監督職員に調査計画書を提出する。

・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に

部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある３．３．３．３．３．３．３．施 工 調 査施 工 調 査施 工 調 査施 工 調 査施 工 調 査施 工 調 査施 工 調 査

安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書工 事 安 全 計 画 書２．２．２．２．２．２．２．

・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。・本工事は、週休２日工事の対象外である。

・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。

※週休２日工事について※週休２日工事について※週休２日工事について※週休２日工事について※週休２日工事について※週休２日工事について※週休２日工事について

に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）に基づき監督職員と協議するものとする。）

　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」

・施工ができない日等・施工ができない日等・施工ができない日等・施工ができない日等・施工ができない日等・施工ができない日等・施工ができない日等施 工 条 件施 工 条 件施 工 条 件施 工 条 件施 工 条 件施 工 条 件施 工 条 件１．１．１．１．１．１．１．

一一一一一一一

般般般般般般般

共共共共共共共

通通通通通通通

事事事事事事事

項項項項項項項

３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有

４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有

５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）

６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める

製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。製造業者又は販売業者に回収を委託する。

ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者

又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。

ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。ものとし、その他は別途とする。

②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査

アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。

撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。

分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）分析費　（※別途　　・本工事）

       

１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）

※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）

・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)

・原図（普通紙）・原図（普通紙）・原図（普通紙）・原図（普通紙）・原図（普通紙）・原図（普通紙）・原図（普通紙）

ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。

２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する

３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。品質及び性能を有するものとする。

２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証

明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて

の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受

けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

９．９．９．９．９．９．９．完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書

機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等機 材 の 品 質 等８．８．８．８．８．８．８．

 ６． ６． ６． ６． ６． ６． ６．石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の石 綿 含 有 建 材 の

事 前 調 査事 前 調 査事 前 調 査事 前 調 査事 前 調 査事 前 調 査事 前 調 査

※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査※石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、

成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。

調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．７．７．７．７．７．７．環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮環 境 へ の 配 慮 １）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１

２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を

調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。

２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー

ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒしない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒ

ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない

材料を使用する。材料を使用する。材料を使用する。材料を使用する。材料を使用する。材料を使用する。材料を使用する。

③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用

する。する。する。する。する。する。する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。て少ない材料を使用したものとする。

・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積・ 構内指示の場所に堆積

３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし

２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類

１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類

・構内につくることができない・構内につくることができない・構内につくることができない・構内につくることができない・構内につくることができない・構内につくることができない・構内につくることができない

※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。

本工事で設置する。本工事で設置する。本工事で設置する。本工事で設置する。本工事で設置する。本工事で設置する。本工事で設置する。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と

する。する。する。する。する。する。する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２

の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。撮影場所は監督職員との協議による。

※提出要　３部※提出要　３部※提出要　３部※提出要　３部※提出要　３部※提出要　３部※提出要　３部

１５．１５．１５．１５．１５．１５．１５．土 工 事土 工 事土 工 事土 工 事土 工 事土 工 事土 工 事

１４．１４．１４．１４．１４．１４．１４．受注者事務所その他受注者事務所その他受注者事務所その他受注者事務所その他受注者事務所その他受注者事務所その他受注者事務所その他

１３．１３．１３．１３．１３．１３．１３．監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所監 督 職 員 事 務 所

１２．１２．１２．１２．１２．１２．１２．工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他工事用電力,水,その他

１１．１１．１１．１１．１１．１１．１１．足 場足 場足 場足 場足 場足 場足 場

１０．１０．１０．１０．１０．１０．１０．完 成 写 真完 成 写 真完 成 写 真完 成 写 真完 成 写 真完 成 写 真完 成 写 真

１６．１６．１６．１６．１６．１６．１６．非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査非 破 壊 検 査 はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。

原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。

放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。

放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。放射線透過検査の検査費は別途とする。

１７．１７．１７．１７．１７．１７．１７．あと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカー 施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない施工後確認試験　　※行う　　・行わない

試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験試験方法　　引張試験機による引張試験

確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の

２／３以上２／３以上２／３以上２／３以上２／３以上２／３以上２／３以上

試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）

１８．１８．１８．１８．１８．１８．１８．電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用電 気 工 事 士 の 適 用 電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の

資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工

作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。

１９．１９．１９．１９．１９．１９．１９．耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用するただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する

場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。場合は、この限りではない。

１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け１）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と

次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度

設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所

屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋

上層階上層階上層階上層階上層階上層階上層階

中間階中間階中間階中間階中間階中間階中間階

機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6
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一
　
　
般
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通
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項

一
　
　
般
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通
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項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所 機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設 特定の施設

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設 一般の施設

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

地下及び１階地下及び１階地下及び１階地下及び１階地下及び１階地下及び１階地下及び１階

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

0.40.40.40.40.40.40.4

0.60.60.60.60.60.60.6

0.60.60.60.60.60.60.6

建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階

中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。水槽類には燃料小出槽を含む。

重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。

・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置

・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも

のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。

２０．２０．２０．２０．２０．２０．２０．盤 内 配 線盤 内 配 線盤 内 配 線盤 内 配 線盤 内 配 線盤 内 配 線盤 内 配 線 図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。

２１．２１．２１．２１．２１．２１．２１．電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等電 線 本 数 ・ 管 路 等 分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径

などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

２２．２２．２２．２２．２２．２２．２２．

（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）（ 付 属 品 を 含 む ）

塗装する部分塗装する部分塗装する部分塗装する部分塗装する部分塗装する部分塗装する部分 ・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外・屋上　・屋側　・屋外

２３．２３．２３．２３．２３．２３．２３．屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ屋外露出配管の仕上げ 屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　

[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。[めっき付着量300g/m２以上］とする。

２４．２４．２４．２４．２４．２４．２４．フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質フラッシュプレートの材質 図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。

シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。シール等を貼付し、用途を表示する。カバープレートの表示カバープレートの表示カバープレートの表示カバープレートの表示カバープレートの表示カバープレートの表示カバープレートの表示

２６．２６．２６．２６．２６．２６．２６．高圧ケーブル高圧ケーブル高圧ケーブル高圧ケーブル高圧ケーブル高圧ケーブル高圧ケーブル ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００ＶＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ

架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。

ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）プルボックスの塗装プルボックスの塗装プルボックスの塗装プルボックスの塗装プルボックスの塗装プルボックスの塗装プルボックスの塗装２７．２７．２７．２７．２７．２７．２７．

支持金物等支持金物等支持金物等支持金物等支持金物等支持金物等支持金物等

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。

接 地 極接 地 極接 地 極接 地 極接 地 極接 地 極接 地 極 接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。接地極の材料は次による。

電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用電話引込口の保安器用

接地の種類接地の種類接地の種類接地の種類接地の種類接地の種類接地の種類

共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地

共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地共　同　接　地

Ａ 種Ａ 種Ａ 種Ａ 種Ａ 種Ａ 種Ａ 種

Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種Ｂ　　　　　種

Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種Ｃ　　　　　種

Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種Ｄ　　　　　種

高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器高 圧 避 雷 器

交 換 機 用交 換 機 用交 換 機 用交 換 機 用交 換 機 用交 換 機 用交 換 機 用

通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用

通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用通 信 用

測 定 用測 定 用測 定 用測 定 用測 定 用測 定 用測 定 用

記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　EAAAAAAA

A･C･DA･C･DA･C･DA･C･DA･C･DA･C･DA･C･D　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　E
A･DA･DA･DA･DA･DA･DA･D　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　E

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　E BBBBBBB

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　ECCCCCCC

DDDDDDD　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　E

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　ELHLHLHLHLHLHLH

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　Ettttttt

　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　EAtAtAtAtAtAtAt
EEEEEEEDtDtDtDtDtDtDt及び及び及び及び及び及び及びEEEEEEEDaDaDaDaDaDaDa
　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　ELtLtLtLtLtLtLt
　　E　　E　　E　　E　　E　　E　　E0000000

接地抵抗値接地抵抗値接地抵抗値接地抵抗値接地抵抗値接地抵抗値接地抵抗値

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 　　　Ω以下 　　　Ω以下 　　　Ω以下 　　　Ω以下 　　　Ω以下 　　　Ω以下 　　　Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下 　１０Ω以下

接　　　地　　　極接　　　地　　　極接　　　地　　　極接　　　地　　　極接　　　地　　　極接　　　地　　　極接　　　地　　　極

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下

 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下 １００Ω以下

 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組 EB(D=14又はW=40）×2連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組 EB(D=14又はW=40）×3連－1組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1

        EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1

 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1 EB(D=10又はW=30）×1

（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）

（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）

（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）DDDDDDD DtDtDtDtDtDtDt DaDaDaDaDaDaDa LtLtLtLtLtLtLt 0000000

屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の屋外及び多湿箇所の

露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装露 出 配 管 の 塗 装

配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他配 線 記 号 そ の 他 ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。

他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い他 工 事 と の 取 合 い 他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督

職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。職員の承諾を受ける。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

１）風圧力１）風圧力１）風圧力１）風圧力１）風圧力１）風圧力１）風圧力

基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）

地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

２）積雪荷重２）積雪荷重２）積雪荷重２）積雪荷重２）積雪荷重２）積雪荷重２）積雪荷重

平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）
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構
内
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構
内
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備

構
内
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構
内
交
換
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備

１．１．１．１．１．１．１．型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式型 　 　 　 　 式

２．２．２．２．２．２．２．保安器用接地保安器用接地保安器用接地保安器用接地保安器用接地保安器用接地保安器用接地 ※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事※本工事　　・別途工事

※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置※ボタン電話装置　・交換装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した

値とする。値とする。値とする。値とする。値とする。値とする。値とする。

（２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 （２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 

電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。

（３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ （３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ 

ランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機をランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を

駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。駆動したときの値とする。

規約効率(％)規約効率(％)規約効率(％)規約効率(％)規約効率(％)規約効率(％)規約効率(％)

電動機出力(kW)電動機出力(kW)電動機出力(kW)電動機出力(kW)電動機出力(kW)電動機出力(kW)電動機出力(kW)

 86.0 86.0 86.0 86.0 86.0 86.0 86.0  88.5 88.5 88.5 88.5 88.5 88.5 88.5

 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75　0.4　0.4　0.4　0.4　0.4　0.4　0.4 　1.5　1.5　1.5　1.5　1.5　1.5　1.5

 92.0 92.0 92.0 92.0 92.0 92.0 92.0

　2.2　2.2　2.2　2.2　2.2　2.2　2.2

 93.0 93.0 93.0 93.0 93.0 93.0 93.0

　3.7　3.7　3.7　3.7　3.7　3.7　3.7

 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0

　5.5　5.5　5.5　5.5　5.5　5.5　5.5

 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0

　7.5　7.5　7.5　7.5　7.5　7.5　7.5

 94.5 94.5 94.5 94.5 94.5 94.5 94.5  94.5 94.5 94.5 94.5 94.5 94.5 94.5

　11　11　11　11　11　11　11 　15　15　15　15　15　15　15

 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5 18.5

 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5  95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

  22  22  22  22  22  22  22 　30　30　30　30　30　30　30

 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

  37  37  37  37  37  37  37

 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 　 95.5　 95.5　 95.5　 95.5　 95.5　 95.5　 95.5

 45 ～ 75 45 ～ 75 45 ～ 75 45 ～ 75 45 ～ 75 45 ～ 75 45 ～ 75

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。イ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 のイ ン バ ー タ 装 置 の

規 約 効 率規 約 効 率規 約 効 率規 約 効 率規 約 効 率規 約 効 率規 約 効 率
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点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン点 検 用 リ モ コ ン

（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）（非常用照明・誘導灯用）

６．６．６．６．６．６．６． 納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個

適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分適 　 用 　 区 　 分

納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個

・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定・タイムスケジュール設定

設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器ア ド レ ス 設 定 器５．５．５．５．５．５．５．

（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）（ 多 重 伝 送 式 ）

納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個納入数　　※１個　・　　個照度センサー設定器照度センサー設定器照度センサー設定器照度センサー設定器照度センサー設定器照度センサー設定器照度センサー設定器４．４．４．４．４．４．４．

図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。工 事 区 分工 事 区 分工 事 区 分工 事 区 分工 事 区 分工 事 区 分工 事 区 分

地質変位等への対応地質変位等への対応地質変位等への対応地質変位等への対応地質変位等への対応地質変位等への対応地質変位等への対応 建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応建物引込み部の地盤変位等への対応

想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）

特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。

コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。

地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ地中配管の埋設深さ

回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後回路電流値測定時期　・　改修前後

照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　

提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。

明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に

調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　

３．３．３．３．３．３．３．照明制御の照度測定照明制御の照度測定照明制御の照度測定照明制御の照度測定照明制御の照度測定照明制御の照度測定照明制御の照度測定

設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定非常用照明の照度測定２．２．２．２．２．２．２．

・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の

照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。照度測定方法は、次による。

（10）による。（10）による。（10）による。（10）による。（10）による。（10）による。（10）による。

照明の照度測定照明の照度測定照明の照度測定照明の照度測定照明の照度測定照明の照度測定照明の照度測定１．１．１．１．１．１．１．電
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２５．２５．２５．２５．２５．２５．２５．

２８．２８．２８．２８．２８．２８．２８．

２９．２９．２９．２９．２９．２９．２９．

３０．３０．３０．３０．３０．３０．３０．

３１．３１．３１．３１．３１．３１．３１．

３２．３２．３２．３２．３２．３２．３２．

３３．３３．３３．３３．３３．３３．３３．

３４．３４．３４．３４．３４．３４．３４．

３５．３５．３５．３５．３５．３５．３５．

※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。
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１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。

２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。

別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」

盤類盤類盤類盤類盤類盤類盤類

高圧機器高圧機器高圧機器高圧機器高圧機器高圧機器高圧機器

　太陽光発電装置　太陽光発電装置　太陽光発電装置　太陽光発電装置　太陽光発電装置　太陽光発電装置　太陽光発電装置

　監視カメラ装置　監視カメラ装置　監視カメラ装置　監視カメラ装置　監視カメラ装置　監視カメラ装置　監視カメラ装置

　中央監視制御装置　中央監視制御装置　中央監視制御装置　中央監視制御装置　中央監視制御装置　中央監視制御装置　中央監視制御装置

品　　　　　　名品　　　　　　名品　　　　　　名品　　　　　　名品　　　　　　名品　　　　　　名品　　　　　　名

　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）

　照明制御装置　照明制御装置　照明制御装置　照明制御装置　照明制御装置　照明制御装置　照明制御装置

　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置　可変速運転用インバータ装置

　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)

　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ　高圧限流ヒューズ

パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置パワーコンディショナ及び系統連系保護装置

　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器　高圧負荷開閉器

監視制御装置監視制御装置監視制御装置監視制御装置監視制御装置監視制御装置監視制御装置

　分電盤　分電盤　分電盤　分電盤　分電盤　分電盤　分電盤

　制御盤　制御盤　制御盤　制御盤　制御盤　制御盤　制御盤

　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤　キュービクル式配電盤

　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器　高圧交流遮断器

　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）　高圧変圧器（特定機器）

　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ　高圧進相コンデンサ

機　　材　　名機　　材　　名機　　材　　名機　　材　　名機　　材　　名機　　材　　名機　　材　　名

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心
（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)

 取引用計器 取引用計器 取引用計器 取引用計器 取引用計器 取引用計器 取引用計器

 引込開閉器 引込開閉器 引込開閉器 引込開閉器 引込開閉器 引込開閉器 引込開閉器

 スイッチ スイッチ スイッチ スイッチ スイッチ スイッチ スイッチ

 コンセント（一般） コンセント（一般） コンセント（一般） コンセント（一般） コンセント（一般） コンセント（一般） コンセント（一般）

 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室）

 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上） 　　〃　　（台上）

 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間） 　　〃　　（土間）

 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用） 　　〃（車椅子用）

地上～窓中心地上～窓中心地上～窓中心地上～窓中心地上～窓中心地上～窓中心地上～窓中心

地上～中心地上～中心地上～中心地上～中心地上～中心地上～中心地上～中心

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

台上～中心台上～中心台上～中心台上～中心台上～中心台上～中心台上～中心

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

〃〃〃〃〃〃〃

1,800～2,2001,800～2,2001,800～2,2001,800～2,2001,800～2,2001,800～2,2001,800～2,200

1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500

1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

1,1001,1001,1001,1001,1001,1001,100

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

900900900900900900900

800～1,300800～1,300800～1,300800～1,300800～1,300800～1,300800～1,300

300300300300300300300

150150150150150150150

150150150150150150150

800800800800800800800
 コンセント コンセント コンセント コンセント コンセント コンセント コンセント

 (電気室・発電機室) (電気室・発電機室) (電気室・発電機室) (電気室・発電機室) (電気室・発電機室) (電気室・発電機室) (電気室・発電機室)

 ブラケット（一般） ブラケット（一般） ブラケット（一般） ブラケット（一般） ブラケット（一般） ブラケット（一般） ブラケット（一般）

 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場） 　　〃　　（踊場）

 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上） 　　〃　　（鏡上）

 手元開閉器 手元開閉器 手元開閉器 手元開閉器 手元開閉器 手元開閉器 手元開閉器

 操作スイッチ 操作スイッチ 操作スイッチ 操作スイッチ 操作スイッチ 操作スイッチ 操作スイッチ

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

鏡上端～中心鏡上端～中心鏡上端～中心鏡上端～中心鏡上端～中心鏡上端～中心鏡上端～中心

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃 1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500

（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)

1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500

150150150150150150150

2,000～2,5002,000～2,5002,000～2,5002,000～2,5002,000～2,5002,000～2,5002,000～2,500

2,100～2,3002,100～2,3002,100～2,3002,100～2,3002,100～2,3002,100～2,3002,100～2,300

 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤 壁掛形制御盤
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名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称 測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点 取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ） 名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称名　　　　　称 測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点測　　点 取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）取付高（ｍｍ）

1,800～2,0001,800～2,0001,800～2,0001,800～2,0001,800～2,0001,800～2,0001,800～2,000

 実験盤 実験盤 実験盤 実験盤 実験盤 実験盤 実験盤
 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、 分電盤、ＯＡ盤、

 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)

 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス） 検知器（都市ガス）

 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器 ガス漏れ中継器

 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス） 　〃　（ＬＰガス）

天井下～中心天井下～中心天井下～中心天井下～中心天井下～中心天井下～中心天井下～中心

床上～上端床上～上端床上～上端床上～上端床上～上端床上～上端床上～上端

300300300300300300300

300300300300300300300

〃〃〃〃〃〃〃 300(壁付の場合)300(壁付の場合)300(壁付の場合)300(壁付の場合)300(壁付の場合)300(壁付の場合)300(壁付の場合)

ガ
ス
検
知

ガ
ス
検
知

ガ
ス
検
知
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知
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検
知

ガ
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検
知

ガ
ス
検
知

 表示灯 表示灯 表示灯 表示灯 表示灯 表示灯 表示灯

 ベル ベル ベル ベル ベル ベル ベル

 発信機 発信機 発信機 発信機 発信機 発信機 発信機

 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱

 受信機・副受信機 受信機・副受信機 受信機・副受信機 受信機・副受信機 受信機・副受信機 受信機・副受信機 受信機・副受信機 床上～操作部床上～操作部床上～操作部床上～操作部床上～操作部床上～操作部床上～操作部

〃〃〃〃〃〃〃

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500

800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500

800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500800～1,500
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共
同
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信
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レ
ビ
共
同
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信
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同
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信
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レ
ビ
共
同
受
信

テ
レ
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共
同
受
信

テ
レ
ビ
共
同
受
信

テ
レ
ビ
共
同
受
信

〃〃〃〃〃〃〃 2,1002,1002,1002,1002,1002,1002,100

2,3002,3002,3002,3002,3002,3002,300〃〃〃〃〃〃〃
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外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)外部受付用インターホン(子機)

 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外) 壁付インターホン(上記以外)

標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による

床転倒時用床転倒時用床転倒時用床転倒時用床転倒時用床転倒時用床転倒時用
〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心 1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

900900900900900900900

400400400400400400400

 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 身障者用インターホン(子機) 標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による

 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)

 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ) 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)
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援

誘
　
導
　
支
　
援

誘
　
導
　
支
　
援

誘
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援

誘
　
導
　
支
　
援

誘
　
導
　
支
　
援

誘
　
導
　
支
　
援

 壁付発信器 壁付発信器 壁付発信器 壁付発信器 壁付発信器 壁付発信器 壁付発信器

 ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム ベル，ブザー，チャイム

 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般） 受付押ボタン（一般）

 電源箱 電源箱 電源箱 電源箱 電源箱 電源箱 電源箱

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心 天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端 300300300300300300300

1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

2,3002,3002,3002,3002,3002,3002,300

1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤 情報・出退表示盤

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

表
　
　
　
示

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ 壁掛形スピーカ

 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ 壁付アッテネータ

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300

天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9拡
声
拡
声
拡
声
拡
声
拡
声
拡
声
拡
声

 子時計 子時計 子時計 子時計 子時計 子時計 子時計

 壁掛形親時計 壁掛形親時計 壁掛形親時計 壁掛形親時計 壁掛形親時計 壁掛形親時計 壁掛形親時計

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心
1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500

天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9天井高×0.9

（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)（上端1,900以下)

電
気
時
計

電
気
時
計

電
気
時
計

電
気
時
計

電
気
時
計

電
気
時
計

電
気
時
計

 保安器箱 保安器箱 保安器箱 保安器箱 保安器箱 保安器箱 保安器箱

 壁付アウトレット 壁付アウトレット 壁付アウトレット 壁付アウトレット 壁付アウトレット 壁付アウトレット 壁付アウトレット

 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室）

床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端

天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端

〃〃〃〃〃〃〃 150150150150150150150

300300300300300300300

200200200200200200200

300300300300300300300

〃〃〃〃〃〃〃 1,3001,3001,3001,3001,3001,3001,300 壁付電話機 壁付電話機 壁付電話機 壁付電話機 壁付電話機 壁付電話機 壁付電話機

構
内
交
換

構
内
交
換

構
内
交
換

構
内
交
換

構
内
交
換

構
内
交
換

構
内
交
換

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

雷
 保
 
護

800800800800800800800床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端床上～下端 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱 試験用接続端子箱

500500500500500500500

～中心～中心～中心～中心～中心～中心～中心

地上・床上地上・床上地上・床上地上・床上地上・床上地上・床上地上・床上 接地端子箱 接地端子箱 接地端子箱 接地端子箱 接地端子箱 接地端子箱 接地端子箱

 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室） 　　〃　　（和室）

 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 機器収容箱 天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端天井下～上端

床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心

〃〃〃〃〃〃〃

200200200200200200200

300300300300300300300

150150150150150150150

 テレビ端子 テレビ端子 テレビ端子 テレビ端子 テレビ端子 テレビ端子 テレビ端子

 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 機器収容箱(EPS) 床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心 1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)

 端子盤(室内) 端子盤(室内) 端子盤(室内) 端子盤(室内) 端子盤(室内) 端子盤(室内) 端子盤(室内)

発
 電

発
 電

発
 電

発
 電

発
 電

発
 電

発
 電

 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000地上～給油口地上～給油口地上～給油口地上～給油口地上～給油口地上～給油口地上～給油口

受
 
変

受
 
変

受
 
変

受
 
変

受
 
変

受
 
変

受
 
変

 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 端子盤(EPS) 床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心床上～中心 1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)1,500(上端1,900以下)

（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円

（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円

２．スイッチ２．スイッチ２．スイッチ２．スイッチ２．スイッチ２．スイッチ２．スイッチ

３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）３. 負担金等　（消費税抜き）

監督職員と協議する。監督職員と協議する。監督職員と協議する。監督職員と協議する。監督職員と協議する。監督職員と協議する。監督職員と協議する。

機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は

報 告 書報 告 書報 告 書報 告 書報 告 書報 告 書報 告 書 提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部

３．３．３．３．３．３．３．受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波受 信 す る 受 信 波

及 び 地 点 数及 び 地 点 数及 び 地 点 数及 び 地 点 数及 び 地 点 数及 び 地 点 数及 び 地 点 数 中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点

中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点中継局：　　　波：　　　地点

調査時期調査時期調査時期調査時期調査時期調査時期調査時期

テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害テレビ電波受信障害２．２．２．２．２．２．２． ・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後・事前　　・中間　　・事後

査を受けること。査を受けること。査を受けること。査を受けること。査を受けること。査を受けること。査を受けること。

デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審

よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上

図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に１．１．１．１．１．１．１．調 査 仕 様調 査 仕 様調 査 仕 様調 査 仕 様調 査 仕 様調 査 仕 様調 査 仕 様テ
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ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

テ
 
レ
 
ビ
 
電
 
波
 受
 
信
 
障
 
害
 
調
 
査

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）１．１．１．１．１．１．１．地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱
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１． 機器取付高１． 機器取付高１． 機器取付高１． 機器取付高１． 機器取付高１． 機器取付高１． 機器取付高

４．４．４．４．４．４．４．

（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル照 明 用 ポ ー ル５．５．５．５．５．５．５．

屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理屋 外 端 末 処 理

４．４．４．４．４．４．４．高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの ・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形・一般形　・耐塩形

止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。止め対策等）を行う。

高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ

端 末 部端 末 部端 末 部端 末 部端 末 部端 末 部端 末 部

高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの高圧電力ケーブルの３．３．３．３．３．３．３．

・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）

・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形２．２．２．２．２．２．２．高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器高 圧 負 荷 開 閉 器

蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱地 中 箱１．１．１．１．１．１．１．

Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１Ｒ０８.０１

・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人

　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造

・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人 ・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人

棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造

㎡㎡㎡㎡㎡㎡㎡

・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人

　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造　　　棟、　造 棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造棟、　　造

特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般特定・一般

電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書

・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）・廊下　・機械室　・居室（　　　　　　）

･･･････ ･･･････

･･･････ ･･･････

･･･････ ･･･････

･･･････ ･･･････

会社会社会社会社会社会社会社
株式株式株式株式株式株式株式 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所

赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定

一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

■■■■■■■

電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

ＥＥＥＥＥＥＥ電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書 A1→-：-A1→-：-A1→-：-A1→-：-A1→-：-A1→-：-A1→-：-
A3→-：-A3→-：-A3→-：-A3→-：-A3→-：-A3→-：-A3→-：-

西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事

西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事西粟倉小学校トイレ改修工事

英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５英田郡西粟倉村長尾１５５５

校舎校舎校舎校舎校舎校舎校舎 RCRCRCRCRCRCRC 体育館体育館体育館体育館体育館体育館体育館 SRCSRCSRCSRCSRCSRCSRC ﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙ RCRCRCRCRCRCRC

校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟校舎棟 体育館棟体育館棟体育館棟体育館棟体育館棟体育館棟体育館棟 ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟ﾌﾟｰﾙ棟

改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式

改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式

改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式

改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式 改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式改修一式

アリーナアリーナアリーナアリーナアリーナアリーナアリーナ

01010101010101

電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事電気設備工事 建 築 工 事建 築 工 事建 築 工 事建 築 工 事建 築 工 事建 築 工 事建 築 工 事

機械設備工事機械設備工事機械設備工事機械設備工事機械設備工事機械設備工事機械設備工事
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＊抜線

＊抜線後、ＩＥ２.０ｘ４,Ｅ１.６（キ:ＰＦ１６）に入線する。
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ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

倉森建築設計事務所

撤去 校舎棟　２階・３階児童用トイレ 改修 校舎棟　２階・３階児童用トイレ

改修 校舎棟　１階児童用トイレ撤去 校舎棟　１階児童用トイレ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

Ｌ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

注）図中記入なき配線は下記とする。

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１＋１Ｐ４Ａ,Ｌ付ｘ１ 金属Ｐ共
Ｌ

ＬＫ
ＬＫ

ＬＫ

ＬＫ
ＬＫ

ＬＫ

９

９ ２Ｆ

３Ｆ８

倉庫器具へ

教材室分電盤へ

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１・取外し

・取外し

男 子 便 所

ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１・取外し

・取外し ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

女 子 便 所

・取外し

通 路

ＬＥＤダウンライト　× １

・取外し ＬＥＤダウンライト　× １

バリアフリートイレ

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１・取外し

・取外し

男 子 便 所

ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１・取外し

・取外し ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

女 子 便 所

・取外し ＬＥＤダウンライト　× １

バリアフリートイレ

・取外し

通 路

ＬＥＤダウンライト　× １

・再撤

・再撤

ＬＫ
ＬＫ ＬＫ

９

倉庫器具へ

通 路

（再） キ:ＶＶＦ１.６－２Ｃ

男 子 便 所 女 子 便 所

バリアフリートイレ

注）図中記入なき配線は下記とする。

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　天井内ころがし　　保護管（１６）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ　　天井内ころがし　　保護管（１６）

ＥＥＦ１.６－２Ｃｘ２　　天井内ころがし

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　　　天井内ころがし　　保護管（１６）

熱線センサ付自動スイッチ

熱線センサ付自動スイッチ 換気扇連動用　１.２Ａ

熱線センサ付自動スイッチ

親器　８Ａ

子器（換気扇連動用）

（ＷＴＫ２４８１８１）

（ＷＴＫ２９３１８）

（ＷＴＫ２６０４）

壁付換気扇　　（機械設備工事）

注）図中記入なき配線は下記とする。

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１＋１Ｐ４Ａ,Ｌ付ｘ１ 金属Ｐ共
Ｌ

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　天井内ころがし　　保護管（１６）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ　　天井内ころがし　　保護管（１６）

・再取付

・再取付

・再取付

・再取付

・再取付

・再取付

キ:ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

キ:ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

キ:ＬＥＤダウンライト　× １

キ:ＬＥＤダウンライト 　　　×　３

キ:ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

キ:ＬＥＤダウンライト　× １

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＥＥＦ１.６－２Ｃｘ２　　天井内ころがし

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　　　天井内ころがし　　保護管（１６）

熱線センサ付自動スイッチ

熱線センサ付自動スイッチ 換気扇連動用　１.２Ａ

熱線センサ付自動スイッチ

親器　８Ａ

子器（換気扇連動用）

（ＷＴＫ２４８１８１）

（ＷＴＫ２９３１８）

（ＷＴＫ２６０４）

壁付換気扇　　（機械設備工事）
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通 路

（再）

男 子 便 所 女 子 便 所

バリアフリートイレ
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教材室分電盤へ
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04校舎棟 児童ﾄｲﾚ 電灯設備 1･2･3階平面図（撤去･改修）
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撤去 校舎棟　２階・３階児童用トイレ 改修 校舎棟　２階・３階児童用トイレ

撤去 校舎棟　１階児童用トイレ 改修 校舎棟　１階児童用トイレ
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SCALE

西粟倉小学校トイレ改修工事

■

電気設備工事

A1→1：50
SCALE

Ｅ

２ＥＴ

２ＥＴ

２ＥＴ

〔ＭＭＡ〕 〔ＭＭＡ〕

２ＥＴ

＊抜線

＊抜線

＊抜線

＊抜線

＊抜線

＊抜線

＊抜線
＊抜線

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。
埋込コンセント

注）図中記入なき配線は下記とする。

メタルモール　Ａ型

ころがし配線

埋込コンセント

金属Ｐ共

金属Ｐ共２ＥＴ

Ｓ

Ｓ

倉森建築設計事務所

倉庫（１）分電盤へ

３６

倉庫（１）分電盤へ

３６
＊抜線

・入線替

キ
４０

予備

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

カウンター下

カウンター下

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＩＥ２.０ｘ４,Ｅ１.６（キ:１６）

・入線替

ＩＥ２.０ｘ２,Ｅ１.６（キ:１６）

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

１
１

Ｅ

≪ＶＥ１６≫≪ＶＥ１６≫

教材室分電盤へ

３０２Ｆ Ｌ－２１

３Ｆ Ｌ－３１２２

〔ＭＭＡ〕 ２ＥＴ

２ＥＴ 教材室分電盤へ

３０２Ｆ

３Ｆ ２２ 予

予

・入線替

ＩＥ２.０ｘ４,Ｅ１.６（キ:１６）

Ｓ

Ｅ

カウンター下
〔ＭＭＡ〕

１
１

ウォームレットコンセント

・２階のみ

ウォームレットコンセント

・２階のみ

・入線替

ＩＥ２.０ｘ２,Ｅ１.６（キ:１６）

Ｅ

〔ＭＡ〕
〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

〔ＭＢ〕

〔ＭＡ〕〔ＭＡ〕

〔ＭＢ〕

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕〔ＭＡ〕
Ｅ

Ｓ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

Ｓ

カウンター下

〔ＭＡ〕

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６　　　　 （１６）

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６　　　　 （１６）

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　　　　　　 （ころがし）

〔ＭＡ〕

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１ 金属Ｐ共１

Ｅ ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１

Ｅ

埋込コンセント

注）図中記入なき配線は下記とする。

メタルモール　Ａ型

ころがし配線

埋込コンセント

金属Ｐ共

金属Ｐ共２ＥＴ

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６　　　　 （１６）

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６　　　　 （１６）

ＶＶＦ１.６－２Ｃ　　　　　　 （ころがし）

〔ＭＡ〕

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１ 金属Ｐ共１

Ｅ ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１

２Ｐ１５Ａｘ２－ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ２－ＥＴ

埋込コンセント

注）図中記入なき配線は下記とする。

メタルモール　Ａ型

ころがし配線

金属Ｐ共

金属Ｐ共

〔ＭＡ〕

埋込コンセント 金属Ｐ共

ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ２２）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ１６）

〔ＭＡ〕

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ＰＦ１６）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） 　〔ＭＡ〕

２Ｅ

２Ｅ

Ｅ

Ｓ

２Ｅ 埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ２－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴセンサ用

埋込コンセント

注）図中記入なき配線は下記とする。

メタルモール　Ａ型

ころがし配線

金属Ｐ共

金属Ｐ共

〔ＭＡ〕

埋込コンセント 金属Ｐ共

ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ２２）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ１６）

〔ＭＡ〕

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ＰＦ１６）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） 　〔ＭＡ〕

Ｅ

Ｓ

２Ｅ 埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ２－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴセンサ用

05

＊抜線

予

Ｌ－２１（バリアフリートイレは予備回路に接続）

Ｌ－３１（バリアフリートイレは予備回路に接続）

キ

キ

４０
予備

校舎棟 児童ﾄｲﾚ ｺﾝｾﾝﾄ設備 1･2･3階平面図（撤去･改修）
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会社
株式

赤木　定

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

A3→1：100
一級建築士 169969号

SCALE

西粟倉小学校トイレ改修工事

■

電気設備工事

A1→1：50
SCALE

Ｅ

倉森建築設計事務所
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8,325

1,050 3,2652,785

4,4002,700

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

10 11９

10 11９

女子便所

PS

男子便所

通路

通路PS

男子便所

女子便所

2
,
6
5
0

1
,
3
0
5

4
0

1
,
3
0
5

2,180

2,055 125 1,450 40 1,257.51251,332.5960

2,755

24540115 355 225

3,390

2
,
6
5
0

1
,
3
0
5

4
0

1
,
3
0
5

1
,
5
2
5

4
0

9
0
0

4
0

7
8
5

2,180

2,055 125 1,450 40 1,257.51251,332.5960

2,755 3,165

24540

4
,
0
0
0

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

10 11９

10 11９

3,550 3,550 2251,000

8,325

3,550 3,550 2251,000

8,325

4,4002,700

1,050 3,2652,785

1,050 3,2652,785

4,4002,700

通路
PS

男子便所

女子便所

女子便所

PS

男子便所

通路

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

ＡＥ１.２

ＡＥ１.２

ＨＰ１.２

・トイレ呼出し設備

・トイレ呼出し設備・防火戸設備

Ｄ Ｄ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

（再）

（再）

配線､解線 配線､再取付

・トイレ呼出し設備・防火戸設備

・トイレ呼出し設備
注）図中記入なき配線は下記とする。

トイレ呼出釦

ＨＰ１.２

ＡＥ１.２
ＡＥ１.２－２Ｃ　　　　 （１６）

ＨＰ１.２－３Ｃ　　　　（ころがし）

注）図中記入なき配線は下記とする。

トイレ呼出釦

ＨＰ１.２

ＡＥ１.２
ＡＥ１.２－２Ｃ　　　　 （１６）

ＨＰ１.２－３Ｃ　　　　（ころがし）

Ｄ

煙感知器　光電式　３種　露出

自動閉鎖装置　（建築工事）

注）図中記入なき配線は下記とする。

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＨＰ１.２－３Ｃ　　　　（ころがし）

Ｄ 自動閉鎖装置　（建築工事）

06

キ:ＡＥ１.２

キ:ＡＥ１.２

キ:ＨＰ１.２

キ:ＡＥ１.２

キ:ＨＰ１.２

キ:ＡＥ１.２－２Ｃ　　 （キ:１６）

キ:ＡＥ１.２－２Ｃ　　 （キ:１６）
キ:ＡＥ１.２

トイレ呼出釦（既設品再取付）

トイレ呼出釦（既設品再取付）

既設煙感知器　光電式　３種　露出

校舎棟 児童ﾄｲﾚ 弱電設備 1･2･3階平面図（撤去･改修）

改修 校舎棟　１階児童用トイレ

改修 校舎棟　２階・３階児童用トイレ撤去 校舎棟　２階・３階児童用トイレ

撤去 校舎棟　１階児童用トイレ



･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

株式
会社 倉森建築設計事務所

赤木　定

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

A1→1：50
A3→1：100

一級建築士 169969号

SCALE

西粟倉小学校トイレ改修工事 電気設備工事

■

SCALE
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Ｃ
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3,8602,310 1,830

ｼｬﾜｰ

ﾕﾆｯﾄ

洗濯室

PS

通路

PS

職員便所

（女子）

職員更衣室

（女子）

職員更衣室

（男子）

職員便所

（男子）
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1
,
0
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2
0
0

4
,
0
0
0

8,225

120 109 2252201,785910 40 910 120 1,2301,785

洗濯室

1,375 365

7
1
5

Ｌ

ＬＬＬ
Ｌ

職員便所（女子）

職員便所

（男子）

職員便所

（女子）

職員便所

（女子）

職員便所

（男子）

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

注）図中記入なき配線は下記とする。

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１＋１Ｐ４Ａ,Ｌ付ｘ１ 金属Ｐ共
Ｌ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

注）図中記入なき配線は下記とする。

埋込スイッチ 金属Ｐ共
Ｌ

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

ＬＥＤダウンライト 　　　×　２

・取外し

・取外し

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

ＬＥＤダウンライト 　　　×　２

・取外し

・取外し

・取外し ＬＥＤダウンライト　　×　１

通　路

職員便所（男子）

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＬＬ

職員便所（女子）

通　路

職員便所（男子）

（再）

（再）

（再）

（再）

（再）

（再）

（再）

・再取付

・再取付

・再取付

・再取付

・再取付

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

既設：ＶＶＦ１.６－２Ｃ

既設：ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦ１.６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦ１.６－２Ｃｘ２

熱線センサ付自動スイッチ

熱線センサ付自動スイッチ

８Ａ　親器　１００Ｖ

１Ａ　子器・換気扇連動用　１００Ｖ

（ＷＴＫ２４８１８）

（ＷＴＫ２９３１８）

注）図中記入なき配線は下記とする。

６ ６

Ｌ

・取外し
Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ
１Ｐ１５Ａｘ２＋１Ｐ４Ａ,Ｌ付ｘ２

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ）

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

（再）

キ：ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

キ：ＬＥＤダウンライト 　　　×　２

キ：ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

キ：ＬＥＤダウンライト 　　　×　２

キ：ＬＥＤダウンライト　×　１

校舎棟職員･保健室 電灯設備 １階平面図（撤去･改修） 07

撤去 校舎棟　１階職員用トイレ 改修 校舎棟　１階職員用トイレ

改修 校舎棟　保健室トイレ撤去 校舎棟　保健室トイレ



･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

株式
会社 倉森建築設計事務所

赤木　定

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

A1→1：50
A3→1：100

一級建築士 169969号

SCALE

西粟倉小学校トイレ改修工事 電気設備工事

■

SCALE

Ｅ

1,500 500 1,000

3,000

2
,
2
0
0

1
,
0
0
0

3
,
2
0
0

1
,
8
4
0

1
,
3
6
0

8
0

9
2
0

2
,
2
8
0

2
2
0

3
,
7
8
0

4
,
0
0
0

1
,
1
0
0

2
,
9
0
0

4
,
0
0
0

1,930

2,535 1,830

1,930

3,860

680 6056,940

70 701,860 70 1,1901,8601,820550 130

4,0004,000225

8,225

1,050 1,4051,405

3,8602,310 1,830

Ｃ

17

Ｄ

Ｅ

16 17 18

ｼｬﾜｰ

ﾕﾆｯﾄ
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洗濯室

1,375 365

7
1
5

職員便所

（男子）

職員便所

（女子）

職員便所

（女子）

職員便所

（男子）

撤去 校舎棟　１階職員用トイレ 改修 校舎棟　１階職員用トイレ

撤去 校舎棟　保健室トイレ 改修 校舎棟　保健室トイレ

２ ２

Ｅ
Ｅ

２ＥＴＧ ２ＥＴＧ

２ＥＴ ２ ２

２ＥＴＧ

２ＥＴ

２ＥＴＧ

ＳＳ

Ｅ Ｅ
Ｅ

〔A〕

〔A〕

〔A〕

〔A〕

＊抜線

＊抜線

＊抜線

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６ （ＰＦ１６）

Ｅ

２ＥＴＧ

埋込コンセント

埋込コンセント 金属ガードプレート共

金属プレート共 ※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

３２ ３３

３３

３２ ３３

３３

Ｅ

２ＥＴ

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６ （ＰＦ１６）

Ｅ 埋込コンセント

埋込コンセント２ＥＴ

金属プレート共

金属プレート共

２Ｐ１５Ａｘ１-ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ２-ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ２-ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ１-ＥＴ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

・取外し Ｅ

２ＥＴ

（再）

注）図中記入なき配線は下記とする。

Ｅ

２ＥＴ

金属プレート共

金属プレート共

２Ｐ１５Ａｘ１-ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ２-ＥＴ

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

キ:ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６ （キ:ＰＦ１６）

３０ ３０

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６ （ＰＦ１６）

Ｅ

２ＥＴＧ

埋込コンセント

埋込コンセント 金属ガードプレート共

金属プレート共

２Ｐ１５Ａｘ２-ＥＴ

２Ｐ１５Ａｘ１-ＥＴ

既設埋込コンセント

既設埋込コンセント

校舎棟職員･保健室 電灯設備 １階平面図 (撤去･改修） 08
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玄関

１階平面図

EX
P.
J

改修範囲を示す

株式･ ･
西粟倉小学校トイレ改修工事会社 倉森建築設計事務所 電気設備工事

･ ･
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

SCALESCALE
･ ･ A1→1：100一級建築士 169969号 Ｅ

■A3→1：200赤木　定･ ･

Ｌ

Ｌ

Ｂ１－Ｌ

101

Ｌ－２２

ＶＶＦ２.６－３Ｃ

キ:Ｌ－Ｔ

１１ ３０キ:ＶＶＦ２.６－３Ｃｘ２（２８）

体育館棟 電灯設備 １階平面図　(改修前) 09

１１

（トイレ改修図参照）
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更衣室

倉庫

生活科室

男子便所女子便所

玄関

１階平面図

EX
P.
J

改修範囲を示す

株式･ ･
西粟倉小学校トイレ改修工事会社 倉森建築設計事務所 電気設備工事

･ ･
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

SCALESCALE
･ ･ A1→1：100一級建築士 169969号 Ｅ

■A3→1：200赤木　定･ ･

２Ｅ

２Ｅ

２

２

２

１１ ３０

３０

ＣＥ１４ﾛ－２Ｃ,Ｅ２.０≪Ｅ３１≫

キ:Ｌ－Ｔ

ＣＥ１４ﾛ－２Ｃ（キ:７５）に入線

既設中継盤

ＰＢ,２００□ｘ１５０

ＰＢ,１５０□ｘ１００

以降トイレ平面図参照

キ:ＶＶＦ２.６－３Ｃｘ２（２８）

キ:ＶＶＦ２.６－３Ｃ

バリアフリートイレ用電源
＊既設予備回路へ接続

・改修

・改修

体育館棟 ｺﾝｾﾝﾄ設備 １階平面図（既設・改修） 10

（トイレ改修図参照）
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SCALE
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女子便所 男子便所

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

通路

女子便所 男子便所

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

通路

＊抜線

＊抜線

＊抜線

＊抜線

撤去 体育館 トイレ 改修 体育館 トイレ

改修 体育館 トイレ撤去 体育館 トイレ

Ｌ

Ｌ

女子便所

男子便所

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

ＩＶ１.６ｘ２,Ｅ１.６　　　（１９）

ＩＶ１.６ｘ２　　　　　　　（１９）

ＩＶ２.０ｘ２　　　　　　　（１９）

注）図中記入なき配線は下記とする。

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１＋１Ｐ４Ａ,Ｌ付ｘ１ 金属Ｐ共
Ｌ

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

ＶＶＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ）　（ころがし）

埋込コンセント 金属Ｐ共２Ｅ ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ２

ころがし配線

エフモール

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＬＥＤダウンライト 　　　×　１

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

ＬＥＤミラーライト２０形 ×　１

ＬＥＤ４０形ｘ１埋込　　 ×　１

ＬＥＤ４０形ｘ１埋込　　 ×　１

・取外し

・取外し

・取外し ・取外し

・取外し

・取外し

通 路

ＬＥＤダウンライト 　×　１

２Ｅ

２Ｅ

２

２Ｅ

２Ｅ

〔ＦＭ〕

〔FM〕

〔FM〕

ＩＶ２.０ｘ２,Ｅ１.６　　　（ＰＦ１６）

ＩＶ１.６ｘ２,Ｅ１.６　　　（ＰＦ１６）

壁撤去に伴い配管立上り部養生
再使用する。

ＬＫ
（再）

（再）

〔MA〕

（再）

（再）

ＬＥＤダウンライト ＬＲＳ１－０８ １０１０ｌｍ

（ＬＥＫＤ１０３０２５Ｎ-ＬＳ９）８.１Ｗ　（５０００Ｋ）

埋込穴：φ１５０

照明器具参考姿図

Ａ

Ａ

Ａ

（再）

（再）（再）
（再）

注）図中記入なき配線は下記とする。

ＥＥＦ１.６－２Ｃｘ２　　天井内ころがし

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　　　天井内ころがし　　保護管（１６）

熱線センサ付自動スイッチ

熱線センサ付自動スイッチ 換気扇連動用　１.２Ａ

熱線センサ付自動スイッチ

親器　８Ａ

子器（換気扇連動用）

（ＷＴＫ２４８１８１）

（ＷＴＫ２９３１８）

（ＷＴＫ２６０４）

換気扇　　（機械設備工事）

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

Ｓ

Ｓ

Ｓ

２Ｅ

２

（再） ・入線替

既設配管接続

点検口（建築工事）

体育館棟便所 電灯設備 平面図（撤去･改修）

ダイヤφ３８

以降体育館１階平面図参照

ＣＥ１４ﾛ－２Ｃ,Ｅ２.０≪Ｅ３１≫

ＣＥ１４ﾛ－２Ｃ,Ｅ２.０

ケースブレーカ
ＥＬＣＢ２Ｐ３０/２０ＡＴ（ＥＤ-３０Ｋ）

埋込コンセント

注）図中記入なき配線は下記とする。

メタルモール　Ａ型

ころがし配線

金属Ｐ共

金属Ｐ共

〔ＭＡ〕

埋込コンセント 金属Ｐ共

ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ２２）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ころがし）　保護管（ＰＦ１６）

〔ＭＡ〕

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） （ＰＦ１６）

ＥＥＦ１.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ） 　〔ＭＡ〕

Ｅ

Ｓ

２Ｅ 埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ２－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴ

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１－ＥＴセンサ用

〔MA〕

〔MA〕

２ＥＴ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

カバープレート　　角　金属製

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

・電灯設備 ・電灯設備

・コンセント設備

11

ＡＥ１.２

ＡＥ１.２

非常押ボタン　引紐付

呼出表示器　　２窓 埋込形 （参考：ＢＲＮＦ１０２）

自己保持形

ＥＥＦ１.６－２Ｃ　　　　　　（ころがし）　保護管（ＰＦ１６）

ＡＥ１.２ ＥＭ-ＡＥ１.２－２Ｃ　　　　 （ころがし）　保護管（ＰＦ１６）

・コンセント・トイレ呼出設備

〔MA〕



西粟倉小学校トイレ改修工事
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･ ･

･ ･

会社
株式

赤木　定

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号

SCALE

電気設備工事

Ｅ
■

SCALE

 倉森建築設計事務所

０

2
,
5
0
0

6
0
0

1
7
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
,
5
0
0

4
4
,
5
8
5

5,6504,600

7,500

2,300 2,300

女子更衣室

男子更衣室

倉庫

機械室

女子トイレ男子トイレ

１

２

３

４

５

６

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

1,1001,0001,300

3
,
0
0
0

3
,
1
0
0

3
,
6
0
0

2
,
5
0
0

1,200

4,600

2,300

700 1,600

2,300

１

２

Ａ Ｂ ＤＣ

男子便所 女子便所

U
P

1
,
1
0
0

1
,
9
0
0

3
,
0
0
0

１

２

1,200 40800401,250 850

2,090

2,3002,300

1
,
9
1
0

1
,
0
9
0

Ａ Ｂ ＤＣ

2
,
5
0
0

3
,
1
0
0

プール棟 平面図 S:1/50

A1→1： 50・100
A3→1：100・200

改修 プール棟　トイレ

撤去 プール棟　トイレ

１.６ｘ２,Ｅ１.６（１６）

ＬＭ－Ｐ

キ:１.６ｘ２,Ｅ１.６（キ:１６）

・取外し

男 子 便 所

ＬＥＤ４０形逆富士　 ×　１ ・取外し ＬＥＤ４０形逆富士　 ×　１

女 子 便 所

※撤去凡例

・図中､細線表示は既設を表し､太線部は改修部分を示す。

・図中表示にて､　　印 及び ＊抜線 ＊撤去 は既設品撤去を示し

 　　印 及び ・取外し ・再撤 は既設品撤去再使用を示す。

※改修凡例

・図中表示にて､太線表示 は改修､新設を表す。

　細線表示、キ: 表示は既設を示す。

　（再）： 表示は既設品再取付を示す。

男 子 便 所 女 子 便 所

・再取付 ・再取付

（再）

（再）〔ＭＡ〕 〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕

キ キ

１

Ｓ

Ｓ

埋込スイッチ 金属Ｐ共

ＩＶ１.６ｘ２,Ｅ１.６　　（１６）

１Ｐ１５Ａｘ１

注）図中記入なき配線は下記とする。

金属Ｐ共１Ｐ１５Ａｘ１

注）図中記入なき配線は下記とする。

キ：ＬＥＤ４０形逆富士　 ×　１ キ：ＬＥＤ４０形逆富士　 ×　１

キ 既設埋込スイッチ

〔ＭＡ〕

〔ＭＡ〕 〔ＭＡ〕

キ：ＩＶ１.６ｘ２,Ｅ１.６　　（キ:１６）

埋込コンセント

ＥＥＦ １.６－３Ｃ（１Ｃ,Ｅ）

メタルモールジャンクションボックス 〔ＭＡ〕

２Ｐ１５Ａ,Ｅｘ１-ＥＴ

ＥＧ

ＥＧ

ＥＧ

ＥＧ 樹脂ガードプレート共

カバープレート　　角　金属製

プール棟 電灯設備 プール平面図　（撤去・改修） 12

〔ＭＡ〕 〔ＭＡ〕ＥＥＦ １.６－２Ｃ

〔ＭＡ〕

照明器具参考姿図

Ｂ

Ｂ
ＬＥＤシーリングライト １００形電球相当 ８５０ｌｍ
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アクリルカバー

＊洋便器コンセントはウォームレット用



排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１に

よる耐熱・耐火ケーブルとする。

設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する場

合はこの限りではない。
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量 水 器

量 水 器 桝

配 管 材 料

１ 処 理 種 別 及 び 方 式

岡山県機械設備工事特記仕様書

１）一般配管用

２）土間配管用

３）地中配管用

５）ゴム輪接合の場合、直管以外の継手部には離脱防止金具取付とする。

７ 水 栓 柱

５ 保 温

４ 弁 類

６ 定 水 位 調 整 弁

重炭酸イオン、遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、蒸発残留物

電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、全硬度、

７）特記なき給水管の最小口径は２０Ａとする。

８）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

１）公営水道に直結する配管に使用するものは、ＪＩＳ又はＪＶ（１０Ｋ）とする。

２）受水タンク以降の配管に使用するものは、ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。
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 （第1桝まで含む）
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配 管 材 料

液 化 石 油 ガ ス 容 器

バ ル ク 貯 槽

５
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容 器 廻 り の 配 管

容 器 転 倒 防 止

ガ ス 漏 れ 警 報 器

１
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３

消 火 栓 弁 の 耐 圧

配 管 材 料

保 温

４

５

３）消火配管の保温は次による。
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１ 配 管 材 料

２ 弁 類

８

 （第1桝まで含む）

２）屋内雑排水管

３）ポンプ排水管

グ リ ー ス 粗 集 器２

排 水 金 物３ 記号 ＣＯＡＤ は掃除口を兼用する排水金物を示す。

屋 内 消 火 栓

屋 外 消 火 栓

地 上 式（ ）

警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は別途工事とする。

建築面積 （㎡）

　　　　　％（　　　　　％）　　　　　％（　　　　　％）

用 途 地 域

容積率（指定率）

防 火 地 域

 ・ 空 気 調 和 設 備

 ・ 厨 房 設 備

 ・ 自 動 制 御 設 備

 ・ ガ ス 設 備

 ・ 消 火 設 備

 ・ 給 湯 設 備

 ・ 排 水 設 備

 ・ 給 水 設 備

 ・ 衛 生 器 具 設 備

 ・ 排 煙 設 備

 ・ 換 気 設 備

 ・ 浄 化 槽 設 備

（　・　印の付いたものを適用する）１．工　事　種　目

 建物別及び屋外

工事種目

工 事 種 別

 ・ 電 気 設 備 工 事

 ・ 建 築 工 事

工
事
範
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　Ⅱ.工　事　仕　様

　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様書等による。

１．共　通　仕　様

　　　　　ただし、・　印の付いたものを適用する。

　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

 ・ 空気調和　（ ・ 単一ダクト方式 ・ 各階ユニット方式 ・ パッケージ方式

 ・ 鋼製ボイラー ・ 鋳鉄製ボイラー ・ 温水発生機（ ・ 真空式 ・ 無圧式）

主要熱源機器

空気調和方式等

 ・ チリングユニット ・ 吸収冷温水機 ・ 吸収冷温水機ユニット

　               ・ ガスエンジンヒートポンプ方式　 ）

　               ・ ファンコイルユニット ・ ダクト併用方式 

給 水 方 式

 ・ １種換気 ・ ２種換気 ・ ３種換気

 ・ 機械排煙（ ・ 有り ・ 無し） 適用法規（ ・ 建基法 ・ 消防法）

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備  ・ 自動制御方式（ ・ 電気式 ・ 電子式 ・ デジタル式）

 ・ 水道直結方式 ・ 高置タンク方式 ・ ポンプ直送方式 ・ 水道直結増圧方式 

 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット ・ パッケージ形空気調和機

 ・ マルチパッケージ形空気調和機 ・ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 ・ 有り（ ・ 局所式 ・ 中央式） ・ 無し

 ・ 屋内消火栓 ・ 連結送水管 ・ 屋外消火栓 ・ スプリンクラー ・ 粉末消火装置

 ・ 泡消火 ・ 連結散水装置 ・ フード等用簡易自動消火装置 ・ 消防用水

 ・ 有り（ ・ 合併処理 ・ 小規模合併処理 ・ 単独処理）・ 無し

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

浄 化 槽 設 備

排 水 方 式

雑排水放流先

空

調

設

備

 ・ 不活性ガス消火（ ・ 窒素 ・ 窒素系 ・　　　）・ ハロゲン化物消火　・ 無し

 ・ 公共下水道 ・ 河　川 ・ 側溝

 ・ 有り　・ 無し雨水利用設備

汚 水

雨 水
衛

生

設

備

雑排水接続先

 ・ 既設桝

 ・ 既設桝 ・ 側溝

 ・ 既設桝 ・ 側溝

汚 水

雨 水

 ・ 公共下水道 ・ 浄化槽（    m3）

 ・ 公共下水道 ・ 浄化槽（    m3） ・ 側溝

 熱源（ ・ 電気 ・ 都市ガス ・ 液化石油ガス ・ 灯油 ・ Ａ重油）

 建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流 ・ 分流　）

 ポンプの排水 ・ 有り（ ・ 汚水 ・ 雑排水 ・ 湧水）　・ 無し

２．設　備　概　要

浄

化

槽

設

備

消防法施行令別表第一区分

　入居者

　数（人）

小 計

合 計

 施 設 の 分 類 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般

１

２

３

ダ ク ト

排 煙 口

排煙口開放及び復帰方式

４ 排 煙 風 量 測 定

排

煙

設

備

※ 亜鉛鉄板製　・ 鋼板製（１．６mm厚）

・ パネル形　（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

・ スリット形（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

・ ダンパー形（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

電気式（遠隔操作 ※ 不要　・ 要）

の排煙風量検査方法に準ずる。

　　

１

２

３

中 央 監 視 制 御 装 置

計 装 工 事 の 配 線

天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

用途：①電源線、接地線

②電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用電線

③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等）における

１）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

２）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は一般共通事

４

自 動 制 御 機 器

自 動 制 御 盤

自

動

制

御

設

備

・ 有り（構成機能は図示による）　・ 無し

屋内用キャビネットは ※ 鋼板製　・ ステンレス鋼板製

弱電信号、通信線を除く制御線

１）親メーター　　※ 借用　・ 買取り（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

２）子メーター　　※ 買取り　・ 借用（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

１）親メーター用　※ 水道事業者の指定品　・ 標準図（機材５７）

２）子メーター用　※ 標準図（機材５７）　・ 水道事業者の指定品

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ 水道配水用ポリエチレン管（JWWAK144）（７５～１５０Ａ）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

４）ビニル管の接合方法　※ 接着接合　・ ゴム輪接合

６）ポリエチレン管の接合方法　５０Ａ以下 ※ 金属製継手　・ 融着継手

７５Ａ以上 ※ 融着継手　　

鋼板製、ステンレス製タンクの保温　・ 施工する　・ 施工しない

・ 定流量弁を定水位調整弁の手前に設置する。

３）給水引込部の（ ・ 止水栓　・ 弁桝）は水道事業者の指定品とする。

・ 標準仕様書による（付属品含む）　・ 水道事業者指定品

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ、ＦＶＢ）

８

９

水 栓

屋外設置タンクのマンホール

２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

む）とする。

ＦＲＰ製タンク及びステンレス製タンク（保温形）はマンホールも保温形（二重蓋含

※ 合成樹脂製　・ アルミ製　・ ステンレス製

・ 寸法約７０ｍｍ角全長１３００ｍｍ　・ 図示による 

１）屋外の水栓は ・ キー式ハンドル　

・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ コーティング鋼管　・ 耐火二層管

・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ コーティング鋼管　・ 耐火二層管　・ カラーパイプ（ＶＰ）

・ 配管用炭素鋼鋼管(白管)　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ 湯沸流し等の床上露出部分はビニル管（RF-VP又はVP）でもよい。

・ 排水用塩ビライニング鋼管（圧送排水鋼管用ＭＤ）

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

４）通　気　管 ・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

５）屋外排水管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ ・ ＶＵ　・ ＶＰ）　・ コンクリート管

・ 耐火二層管　・ 耐火ＶＰ　・ 車道部ＶＰ

・ 工場製作品（ ※ ＳＵＳ製　・ 鋳鉄製　・ ＦＲＰ製）　・ 現場施工品

・ 耐火被覆（標準図（施工６７（ａ））　（ ・　施工　・ 施工しない）

・ 保温付被覆銅管　・ 被覆銅管　・ 銅管　・ ステンレス鋼管

・ 耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

・ 架橋ポリエチレン管　・ ポリブデン管

※ 湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

※ ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。ただし、水道直結部分及び特記部分は（１０Ｋ）

　　とする。

給湯器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温 ｈ・（イ）・Ⅸ を行う。

※ １０Ｋ　・ １６Ｋ

１）一般配管用　※ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管

２）土間配管用　※ 外面被覆鋼管　・　

３）地中配管用　※ 外面被覆鋼管　・　

２）充水タンクの保温　※ 施工しない　・ 施工する

１）呼水タンクの保温　※ 施工しない　・ 施工する

・ 屋内消火栓　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ スプリンクラー　※ 施工しない　・ 施工する

・ 連結送水　　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ 連結散水　　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ 広範囲型２号消火栓　・ 易操作１号消火栓　・ １号消火栓　・ ２号消火栓

屋外消火栓開閉弁の材質は　※ 鋳鉄製（要部青銅製）　・ ステンレス鋳物製

箱の材質は　　　　　　　　※ 鋼板製　　　　　　　　・ ステンレス製

１）一般配管用　　　　※ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

２）土間、地中配管用　※ 合成樹脂被覆鋼管　・ ガス用ポリエチレン管（JISK6774）

・ １０ｋｇ　・ ２０ｋｇ　・ ５０ｋｇ　　　　 本　  ※ 借用　・ 買取り

・ 縦型　・ 横型　　　最大充てん量　　　 　ｋｇ　 　・ 借用　※ 買取り　　

１）親メーターは　・ 借用　・ 買取　、　子メータは　・ 借用　※ 買取りとする。

２）子メーター計量方式（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

※ 不要　・ 要（取付け位置は図示による。外部出力端子 ・ 不要　・ 要）

ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

・ 小規模合併処理（ ・ 担体流動生物濾過方式　・ 嫌気分離接触ろ床方式）

２ そ の 他 図示による。

・　合併処理　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

チ ャ ン バ ー 等

よう勾配をつける。

２）接続するダクトが施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用してもよい。

３）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Ｈの接続チャンバーを設ける。

４）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合は、雨水等を自然に排出できる

５）厨房用ダクトの板厚は「火災予防条例準則の運用について」を適用する。

４）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後を１．５㎜以上の鉄板と

（共板工法又はスライドオンフランジ工法）

復帰方法：遠隔式

１）防煙ダンパー

２）ピストンダンパー

ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。ただし、特記部分は１０Ｋとする。

　４０　％ 　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃　５０　％２８．０℃

温度(ＤＢ)温度(ＤＢ)

一般系統

　室　　内（調整目標値）

温度(ＤＢ)

外気条件

冬季

夏季

１９．０℃

湿 度 湿 度 湿 度

14 ダ ク ト

13 ダ ン パ ー

冷水・温水・冷温水管

冷 却 水 管

設 計 用 温 湿 度 条 件

３

２

１

５ 空 調 用 排 水 管

空 調 用 給 水 管４

６ 膨張・空気抜・補給水管

蒸 気 給 気 管７

油 ・ 油 用 通 気 管９

10 冷 媒 管

弁 類11

12 ファンコイルユニット

蒸 気 還 水 管８

15

３５．６℃

０．０℃

５０．４％

６７．４％

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 塩ビライニング鋼管　・ ポリ粉体鋼管

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・ 耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰＨＶＡ）

・ カラーパイプ（ＶＰ）　・ 保温材付ドレンパイプ

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発砲三層管（ＲＦ－ＶＰ）

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

※ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※ 断熱材被覆銅管　・ 断熱材被覆銅管（製造者標準品）　・ 銅管

※ 冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取り付ける

※ 流量調整弁　・ 定流量弁 を取付ける。

　　（定流量弁は ・ ダイアフラム式流量可変式　・ カートリッジオリフィス形）

１）※ 低圧ダクト　・ 高圧１ダクト　・ 高圧２ダクト

２）長方形ダクト　※ コーナーボルト工法

・　アングルフランジ工法

３）丸ダクト　・ スパイラルダクト　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

する。標準図（施工４２）

１）シーリングディフューザーの接続は、標準図（施工４７）を参考とする。

・ 配管用炭素綱鋼管（白管)　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－　・ ＰＡ　・ ＰＢ）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－　・ ＶＡ　・ ＶＢ）

復帰方法：遠隔復帰式（定格入力はDC24V、0.7A以下とする。）

（長辺１５００mmを越えるものはアングルフランジ工法とする。）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370 黒 Sch40）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

１ 一 般 事 項 型番変更等により参考型番が変更又は廃止されている場合、参考型番の同等品とする。衛

生

器

具

設

備

　　　　　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。

　　　２）特記事項のうち選択する事項は ・ 印の付いたものを適用する。ただし、 ・ 印のない場合は※印を適用する。

　　　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　２．特　記　仕　様

一

般

共

通

事

項
調節器等の取付け高さは ※ １３００ｍｍ　

項．１８．電線類の規格による。（機器、盤類はこれによらなくてもよい）

２ 自 動 水 栓

肢体不自由者用洗面器に設ける自動水栓に手動スイッチを、 ※ 設ける　・ 設けない

洗 浄 水 ※ 市水　・ 雑用水（ ※ 大便器　・　　　　　　　　　　）

小 便 器 用 節 水 装 置 洗浄水量４リットル／回以下

大 便 器 用 洗 浄 弁 操作方式　・ 電気開閉式（ ・ センサー式　・ タッチスイッチ式）

・ 手動式

温 水 洗 浄 便 座

和風大便器の耐火処理 ※ 標準図（施工６７（ｂ））

器 具 と 排 水 管 接 続

３

４

５

６

７

８

電源種別は ※ ＡＣ電源　・ 乾電池　・ 自己発電

※ 個別感知方式（ ※ ＡＣ電源　・ 乾電池　・ 自己発電）　・ 手動式

洗浄用水加温方式は（ ・ 瞬間方式　・ 貯湯方式）とし、付加機能は図示による。

※ 標準図（施工６５）

施工方法は標準図（施工７３）　・ 要領（ａ）　・ 要領（ｂ）　・ 要領（ｃ）

施工方法は標準図（施工７４）  ・ 要領（ａ）　・ 要領（ｂ）

技 能 士 の 適 用

適用する

土 工 事

工　事　用　仮　設　物

工事用電力、水、その他

監 督 職 員 事 務 所

２）配管周囲の保護砂は ※ 山砂の類

電気保安技術者の適用

完 成 図

５

７

８

９

10

11

アスベスト含有設備資機材（ガスケット、パッキン、たわみ継手等）は関係法令に従

い適切に処理を行う。引渡しを要するもの以外は構外に搬出適切処理とする。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。

保 全 に 関 す る 資 料12

総 合 調 整

図 形 表 示

測定箇所等は監督職員との協議による。　

下記項目の総合調整を行ない測定表を監督職員に提出する。

限定しない。

機器類は、図示する形状及び配管等の取出し位置により、特定製造者の製品を指示、

13

14

・ 風量調整　・ 水量調整　・ 室内外空気の温湿度の測定　・ 騒音の測定

・ 室内気流及びじんあいの測定　・ 飲料水の水質の測定　・ 雑用水の水質の測定

フロン、臭化リチウム液、残油処理の搬出・処分費（ ※ 本工事　・ 別途工事）

※ 設けない　・ 設ける

・ 配管（建築配管作業）　・ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

・ 熱絶縁施工（保温保冷工事作業）　・ 建築板金（ダクト板金作業）

構内につくることが ※ できる　・ できない

１）埋戻し土は ※ 根切り土の中の良質土　・ 山砂の類

３）建設発生土の処理は ・ 構外指示の場所に処分　・ 構内敷ならし

　　　　　　　　　　　 ・ 構内指示の場所に堆積

ＣＡＤデータの提出（ ※ 要　・ 不要）

提出部数 ※ １部　・ 　部
施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

特別管理産業廃棄物 ※ 無し　・ 有り（ ・ 配管用保温材　・　　　　　　　　　 ）

１ 機 材 の 品 質 等

２ 環　境　へ　の　配　慮

なお、本工事において使用する機材のうち、設計図書で定めのあるものについてはグリ

ーン購入法基本方針による。

ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満たすも

のとする。

本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

び性能を有するものとする。

４

本工事において、国等による環境物品等の調達推進等に関する法律（平成１２年法律第

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付け材、

成型板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。

３ 石綿含有建材の事前調査

発 生 材 の 処 理 等 引渡しを要するもの ※ 無し　・ 有り（ ・ 機器類　・ 金属類　・　　　　　　　）

調査範囲（ ※ 工事範囲　　　　・ 図示　　　　　　　）

貸与資料（　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）

※ 石綿含有建材の事前調査

詳細については、別途、完成図書作成要領による。

２２日閣議決定）」に定める特定調達品目の分野「公共工事」の品目を調達する場合は

判断の基準を満たすものとする。

容 量 等 の 表 示15 １）機器類の能力、容量等は原則として機器表に表示された値以上とする。

２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として機器表に表示された値以下

１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和５年１２月　　

　　とする。

項 目 特 記 事 項 区分

・

・

・温水管、蒸気管、冷媒管

保 温

区 分 屋内露出 機械室等 暗 渠 屋外露出 多湿箇所天井PS内

・

・

・

・

・

・冷媒管（断熱材被覆銅管）

冷水、冷温水管

タンク（冷水、冷温水）

タンク（温水、還水、熱交、膨張）

ヘッダー（冷水、冷温水）

ヘッダー（温水、蒸気）

・

給水管

消火管

排水及び通気管

給湯管

鋼板製のタンク

貯湯タンク

・

・

・

・

・

・

・

消音内張（ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞｰ）

消音内張（消音ﾁｬﾝﾊﾞｰ）

・スパイラルダクト

・冷媒管

Ｂ（　）A2（　）

A2（　）

A2（　）

F2（　）

G2（　）

F2（　）

G2（　）

J2（　）

O2（　）

Ｍ（　）

Ｌ（　）

a2（　）

a2（　）

a2（　）

f2（　）

g2（　）

Ｂ（　）

Ｉ（　）

Ｎ（　）

ｂ（　）

ｂ（　）

ｂ（　）

Ｉ（　） Ｉ（　）

c2（　）

c2（　）

c2（　）

c2（　）

C2（　）

Ｂ（　） C1（　）

C1（　）

Ｄ（　）

Ｄ（　）

Ｄ（　）

ｄ（　）

ｄ（　）

ｄ（　）

E2（　）

E2（　）

E2（　）

K2（　）

P2（　）

e2（　）

e2（　）

E2（　）

E2（　）

E2（　）

K2（　）

P2（　）

e2（　）

e2（　）

ｂ（　） e2（　）

材を使用する。

e2（Ｐ） e2（Ｐ）

a2（Ｇ）

・ h （　） h （　）

h （Ｒ） h （Ｒ）  （Ｒ）   （Ｒ）

  （Ｒ）   （Ｒ）

空調用ダクト

厨房用排気ダクト

給湯器用排気筒

１）燃焼熱源等機器室内の配管の保温材には、ロックウールまたはグラスウール保温

２）保温化粧ケースの材質 

凡例　Ｒ：ロックウール　Ｇ：グラスウール　Ｐ：ポリスチレンフォーム

空気調和設備工事、給排水衛生設備工事の保温の種別は次による。

Ｎ（　） Ｎ（　）

20

2)による 2)による

負 担 金 等

（ 消 費 税 含 む ） ・下水道接続負担金（受益者負担金及び手数料等）

電 線 類 １）ＥＭ電線類で規格等の定めのないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成

による。

２）電線の色別は、原則として電気設備工事の工事仕様書による。

装の必要を認められない面、埋設されるもの（ただし、防食塗装部分を除く）

アルミニウム、ステンレス、銅、溶融アルミニウム－亜鉛鉄板、合成樹脂等、特に塗

カラー亜鉛鉄板面、亜鉛めっき以外のめっき仕上げ面、樹脂コーティング等を施した

下記の部分を除き、原則として塗装（標準仕様書第２編３．２による）を行う。

亜鉛めっきされたもので、常時隠ぺいされる部分、金属電線管、鋼製架台及び支持金

塗 装

・都市ガス引込負担金（工事負担金等）

・浄化槽７条検査費用

物類、主・各階機械室内等及び電気室内の亜鉛めっきされた露出ダクト及び露出配管、

されたものとし、電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１

機 材 の 承 諾 図16

17

18

19

・給水引込負担金（加入負担金及び手数料等） （ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

ただし、残りネジ部及びパイプレンチのチャック跡部の鉄面は、さび止めペイント２回

塗りを行う。

塗装を施さない部分 ・ 箇所　※ 倉庫　・ 車庫　・ 駐車場

塗装を施す部分     ・ 倉庫　・ 書庫　・ 車庫

５）共同溝の保温種別は（配管 ・　　　　　　　 ダクト ・ 　　　　　　）とする。

機械設備工事機材承諾図様式集（令和４年版）によるほか、監督職員の指示による。

屋内 ・ 耐候性樹脂製　・ ステンレス鋼板製

３）多湿箇所　標準仕様書以外で多湿箇所の適用は( ・ 　  　　　　　 　　 　　　）
屋外 ・ 耐候性樹脂製　・ ステンレス鋼板製　・ 高耐蝕鋼板製(溶融亜鉛めっき)

４）全熱交換器の機器外気側ダクト( ※ 給気側　※ 排気側)は、保温(２５㎜厚)する。

21 絶 縁 継 手 図示した位置に取り付ける。
ステンレス鋼管又は鋼管と鋼管の接続は（※ 標準図（施工３） ・ 図示）による。

使用する。

ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製、６５Ａ以上はステンレス製を

伸 縮 継 手

弁 類

埋 設 表 示 標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

23

24

25

※ ベローズ形　・ スリーブ形

ステンレス鋼管の接合方法

ス（ＳＵＳ３０４）製または、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

３０４）製とし、屋外及びピット内の配管、ダクトに使用する支持金物等はステンレ

ポンプ及び屋外設置機器・ピット内のアンカーボルト、ナットはステンレス（ＳＵＳ

配 管 の 建 物 導 入 部

支 持 金 物 ・ 固 定 金 具

他 工 事 と の 取 合 い 図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による。

呼径７５Ｓｕ以上の継手は ・ 溶接接合 ・ ハウジング形継手 ・ フランジ接合　

26

27

28

29

30

機 器

水 槽 類

防振支持の機器

機 器

水 槽 類

防振支持の機器

機 器

水 槽 類

防振支持の機器

地 階 ・ １ 階

中 間 階

屋上及び塔屋

上 層 階

機 器 種 別設置場所

０．６

０．６

０．４

０．６

１．０

０．６

１．０

１．５

１．０

設計用標準水平震度

１．０

１．０

０．６

１．０

１．５

１．０

１．５

１．０

１．０

０．６

１．０

１．５

１．０

１．５

２．０

１．５

２．０

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

２．０

設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあって

１）機器の据付け及び取付け

特定の施設 一般の施設
重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

（ ・ 給水　・ ガス　・ 油）配管の変位吸収は標準図（施工５（ｃ））とする。

耐 震 施 工

は有効質量）に、地域係数（ ※ １．０　・ ０．９　・ ０．８）とし、次に示す

設計用標準水平震度を乗じたものとする。

22 防 振 継 手
・ ベローズ形(ｽﾃﾝﾚｽ製)

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

図中（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

施 工 条 件

工 事 安 全 計 画 書

天　井　仕　上　区　分

全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

31

32

33

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、工事現場の安

※ 指定なし　・ 指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」

に基づき監督職員と協議するものとする。）

・ 施工ができない日等

※ 合成ゴム製(球形)　・ ポリテトラフルオロエチレン樹脂製

呼径６０Ｓｕ以下の継手は、メカニカル形とし、ＳＡＳ３２２を満足するものとする。

溶融亜鉛めっきは　※ ２種３５(HDZT49)  ・ ２種５０(HDZT70)

・重要機器は次のものを示す。

　・給水機器（　　　　　　　　）　・排水機器（　　　　　　　）

　・ 換気機器　・ 空調機器　・ 熱源機器　・ 防災機器　・ 監視制御設備

　・ 危険物貯蔵装置　・ 火を使用する設備　・　避難経路上に設置する機器

１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。
・水槽類にはオイルタンクも含む。

・上層階とは、地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

施 工 調 査34 ・ 事前調査（監督員に報告書を提出すること。）

　調査範囲　・既存設備システム　・図示

　調査項目　・改修工事関連部分　・排水放流先　・中央監視盤　・石綿事前調査

　　　　　　　 ・水質確認（SUS腐食）

　調査方法　・現地目視　・既存資料調査（貸付資料　・有　・無）　・図示

非 破 壊 検 査35

溶 接 配 管 の 検 査36

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い、監督職員に報告する。
※ 走査式埋設物調査（電磁誘導法または電磁波レーダ法）　・ 放射線透過試験

・ 冷温水配管　・ 冷却水配管　・ ガス配管　・　

非破壊検査 ※ 無　・ 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査　・ 放射線透過検査

抜取率は ・ 標準仕様書による　・ 　　％

足 場37 ※本工事　・別途契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

撤 去 工 事 撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材は、配管・ダクト等より分離する。38

２の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっては、同ガ

イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

・ 内部足場（ ※ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ種　・ Ｅ種　・ Ｆ種　・ Ｇ種）

・ 外部足場（ ※ Ｄ、Ｅ種 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｆ種）

39 石 綿 紛 じ ん 飛 散 防 止 石綿含有仕上塗材を使用した外壁面等への穿孔・コア抜き作業時には、飛散防止措置を

を適切に行うこと。

16 原則 亜鉛鉄板製とする。吹出口・吸込口のボックス

　　

グ リ ス 除 去 装 置

定風量・変風量ユニット

温 度 計

圧 力 計

冷温水管等のエア抜き

空 調 機 用 ト ラ ッ プ

鋼 板 製 煙 道

点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。

より２ｍとする。

２）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。

３）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付ける。

２）下記の箇所、若しくは図示により取付ける。

瞬 間 流 量 計

標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

１）エア溜まりを生ずると思われる箇所には、必要に応じて操作の容易な位置にエア

３）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則として分岐部

２）自動エア抜き弁装置は、標準図（施工３６（ｇ））による。

標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

・ グリスエクストラクター　・ グリスフィルター

１）形式はピトー管式（コック付）とする。 ※ 固定式　・ 着脱式

・ 冷凍機類の冷水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ 冷凍機類の冷却水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ ボイラー又は熱交換器の温水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ 冷温水ヘッダーの各送り管　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ ユニット形空気調和機の冷温水入口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ メカニカル形　・ 風速センサー形

・ 空気調和機、全熱交換器廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト

機器付属以外の温度計は ※ 工業用バイメタル式温度計　・ ガード付きＬ形温度計

抜き弁装置（ ※ 手動　・ 自動）を設ける。

トラップの形式はフロートボール式（床置型） ※ ＦＲＰ製保温型　

１）厚さ　　　　　　※ ３．２㎜　　・ ４．５㎜

２）煤煙濃度計　　　・ 取付ける　　・ 取付けない　・ 取付座を取付ける

フ ィ ル タ ー 等 付 属 品

パッケージ空調機の能力表示

パッケージ空調機の内外渡配線

インバーター機の表示された能力は、型番で選定する。

原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）

油　積　算　流　量　計

異 種 管 の 接 続 鋼管とステンレス鋼管、銅管と鋼管は（ ※ 標準図　・ 図示）による。

※ 設ける（図示した箇所に取付ける）　・ 設けない

・ 機器表特記による。

・ 空気調和機のフィルターは、ロールの場合は１本・ユニットの場合は１セットを

予備品として納入する。

３）煤じん量測定口（８０φ×２） ※ 取付ける　・ 取付けない

消 音 内 貼 り １）空調用の吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー類とする。17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

建築設備定期検査業務指導書２０２３年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）

４ 満　水　試　験　継　手 図示の位置に取り付ける。

※ 週休２日工事について

・本工事は、週休２日工事の対象外である。

・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照する

こと。

Ｒ０７．０５

電線及びケーブルは標準仕様書によるほか、製造者の標準仕様によるものとする。

空調用流体の水質基準

冷 却 塔31

32

標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値による。

日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器水質ガイドライン）による。

小 計

階

敷 地 面 積

工 事 場 所

　Ⅰ．工　事　概　要

工 事 名 称

（㎡）

床 面 積

施工条件（改修）

棟名称 ／ 構造

階

・ 水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)（５０Ａ以下）　　　　

 ・ 都市ガス　種別　　１３Ａ　 （　　４５　ＭＪ／ｍ3Ｎ） ・ 液化石油ガス

　　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

　　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「標準図」という。）

・ カラーパイプ（ＶＰ）　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ カラーパイプ（ＶＰ）　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

屋 外

電気設備工事の部による

建築工事の部による

（ 施 工 図 含 む ）

本館棟

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

体育館 プール棟

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

電気設備工事

昇降機工事

建築工事　外構工事

ＲＣ

・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人

１

２

３

４

５

PH

西粟倉村小学校トイレ改修工事

岡山県英田郡西粟倉村長尾１５５５

28.69 90 76.19 200

既存建物解体工事

機械設備工事

0

Ｐ

Ｐ ＰＰ

Ｐ

ＰＰ

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ ＧＧ ＧＧ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】

検収印

・防火地域　・準防火地域　・指定なし近隣商業地域

株式
会社倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録岡山１０８１号

一級建築士169969号

赤　木 　定

Ｍ　01
西粟倉村小学校トイレ改修工事

機械設備工事特記仕様書



器　　具　　名　　称

腰掛大便器(掃除口付)

腰掛大便器(掃除口付)

紙巻器

Ｌ型手すり

I 型手すり

小便器

小便器

小便器用手すり

洗面器

同上カウンター

洗面器

化粧鏡

腰掛大便器(掃除口付)

擬音装置

背もたれ

Ｌ型手すり

I型手すり

可動手すり

埋込手洗器

洗面器

化粧鏡

掃除流し

洗面化粧台

掃除兼用トラップ

参   考   型   番

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

建築工事

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

TOTO：

LIXIL：

CFS494ＭCHNA

C-P25HM

CFS494ＭCHNS

C-P25HM

YH702

CF-63HST

T112CL9-1

KF-920AE70D12

T112C4

KF-910AE40J

UFS900R

U-A51MP

UFS910

U-A31AP

T112CU22

KF-701AEJ

L351CM

L2150CL

L210C

L-132G

YM4560F

KF-4560A

CFS494ＭCNNS

C-P25HM

YES400DR

KS-623

EWC385CR

KFC-270T1U

T112CL11

KF-926AE80D25

T115C6

KF-910AE60J

T112HK7R

KF-471EH70JU

LSE570APR

AWL-71U2AMP

L270DM

L-275FCRS

YM4575F

KF-5075A

SK22A

S-202A

LDSFS075BAGDN1W

AR3N-755SY

T5AF-CODD-50

仕                              様

リモデル、壁給水(手動FV式)、TCF588(蓋有り洗浄便座本体操作、擬音装置付、AC100V-314W)、他付属品共

リモデル、壁給水(手動FV式)、CW-P21A-NE(蓋有り洗浄便座本体操作、擬音装置付、AC100V-310W)、他付属品共

リモデル、床給水(手動FV式)、TCF588(蓋有り洗浄便座本体操作、擬音装置付、AC100V-314W)、他付属品共

リモデル、床給水(手動FV式)、CW-P21A-NE(蓋有り洗浄便座本体操作、擬音装置付、AC100V-310W)、他付属品共

棚付二連・ワンタッチ

固定金具共、樹脂被覆、Ｌ形手すり　出幅調整

固定金具共、樹脂被覆、I形手すり　400　出幅調整

壁掛低リップタイプ、自動洗浄小便器(AC100V)

床置き、自動洗浄小便器(AC100V)、リモデル給水セット(HM910L)

床置き、自動洗浄小便器(AC100V)、リモデル給水セット

T110D36×2、T110D44×4

KF-D21×2、KF-D45×4

TLE28SA1A(自動単水栓1-100V)、TLDP2201J、TLK05202J(水石けん供用栓)

AM-300V1(自動単水栓1-100V)、LF-WN7PF、KF-24EM(水石けん供用栓)

TLS01101J(単水栓)、TLDP2105JA、TL4CFU、TL250D、水石鹸入れなし

LF-E02(単水栓)、LF-3G(360)K、LF-4PAL、LF-6L、SF-10E、水石鹸入れなし

450×600H

457×610H

ﾘﾓﾃﾞﾙ、床給水(自動FV、AC100V)、TCF5841AUP(蓋無洗浄便座、金属ﾌﾟﾚｰﾄAV100V-1,260W)、洗浄ｽｲｯﾁ、付属品共　※便座一般高さ

ﾘﾓﾃﾞﾙ、床給水(自動FV、AC100V)、CW-PC12-NECK(蓋無洗浄便座、金属ﾌﾟﾚｰﾄAV100V-1,300W)、洗浄ｽｲｯﾁ、付属品共　※便座一般高さ

露出タイプ(乾電池)

ソフトタイプ、固定金具共

固定金具共、樹脂被覆、Ｌ形手すり　800×800

固定金具共、樹脂被覆、I形手すり　L=600 

固定金具共、樹脂被覆、可動手すり　L=700

自動単水栓(1-100V)、床給水、床排水、トラップカバー無し

TLE28SS1A(自動単水栓1-100V)、TLDP2105J､ T6PM1 ､ TL 220D、TLK05202J(水石けん供用栓)

AM-300CV1(自動単水栓1-100V)、LF-105PA、SF-10E、KF-30DN、KF-24EM(水石けん供用栓)

450×750H

508×764H

TK22、T23AE20C、TN114、T9R、HH04060×2、T375GEP

LF-7KEZ-19、SF-20SAF-P、SF-10E、SF-202

LMFS075B3GLC1G

MARS2-753TXSU

耐食鏡

耐食鏡

耐食鏡

耐食鏡

湯水止水栓、Pトラップ※湯水は、既設給湯器より供給

湯水止水栓、Pトラップ※湯水は、既設給湯器より供給

自動単水栓(1-100V)

自動単水栓(1-100V)

計

5 

17 

26 

8 

8 

12 

1 

1 

16 

2 

17 

4 

4 

4 

4 

1 

4 

1 

4 

4 

9 

1 

14 

１階

生徒用

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

生徒用

男子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

1 

生徒用

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

職員用

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

1 

1 

職員用

男子ﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

1 

保健室

1 

1 

1 

1 

1 

２階

生徒用

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

生徒用

男子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

1 

生徒用

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

３階

生徒用

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

生徒用

男子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

1 

生徒用

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

体育館

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

男子ﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

プール

女子ﾄｲﾚ

2 

2 

1 

男子ﾄｲﾚ

1 

1 

1 

1 

1 

衛生器具リスト

Ｍ改修　給排水衛生設備　衛生器具リスト 02
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32

床下トレンチ配管床下トレンチ配管 床下トレンチ配管床下トレンチ配管

１階職員、保健室トイレ配管詳細図
Ｍ

【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事 ※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

※1：スラブ上にて既存配管接続を示す※1：スラブ上にて既存配管切断を示す

※2：既設器具配管へ接続を示す

撤去　給排水衛生設備　１階職員、保健室トイレ配管詳細図　1:50 改修　給排水衛生設備　１階職員、保健室トイレ配管詳細図　1:50

撤去・改修　給排水衛生設備

既設排水金物取替を示す

03

職員更衣室
（女子）

職員更衣室
（男子）

（女子） （男子）
職員用ﾄｲﾚ職員用ﾄｲﾚ

洗濯室

ＷＣ

保健室

職員更衣室
（女子）

職員更衣室
（男子）

（女子） （男子）
職員用ﾄｲﾚ職員用ﾄｲﾚ

洗濯室

ＷＣ

保健室

■
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※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事 ※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇

※1：スラブ上にて既存配管接続を示す

※2：既設器具配管へ接続を示す

※1：スラブ上にて既存配管切断を示す

既設排水金物取替を示す

改修　給排水衛生設備　１階配管詳細図　1:50撤去　給排水衛生設備　１階配管詳細図　1:50

撤去・改修　給排水衛生設備　１階配管詳細図 04

男子トイレ 女子トイレﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ 男子トイレ 女子トイレﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ
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※1：スラブ上にて既存配管切断を示す
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【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

撤去　給排水衛生設備　２階配管詳細図　1:50

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

改修　給排水衛生設備　２階配管詳細図　1:50

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇 既設排水金物取替を示す

撤去・改修　給排水衛生設備　２階配管詳細図 05
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V

V V

125.75.75.50 125.75.75.50

125.75.75

VV V

125.75.75

VV

125 125

T5B-50 T5B-50 T5B-50 COA-100 T5ACODD-50 T5ACODD-50 T5ACODD-50 COA-100

3220

32 25
25 20

404050 5032 75 32 75 32 75 7550 5075
100 100

65 65

20 25 2540 32 40 4032 25 25 20 COA-6532 2565 65
100 10025 2025 20

50 50

75 7550 75 50 75
50 5025

32 50 50
40 4040 4050 5025 20

75 75 7575 75
2050

50 25 25 2065 65 65 65

20.40 20.4020.40 20.40

COA-65 COA-80 COA-65

25

COB-100

COB-65

COB-80

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事 ※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事
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改修　給排水衛生設備　３階配管詳細図　1:50撤去　給排水衛生設備　３階配管詳細図　1:50

【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇 既設排水金物取替を示す

撤去・改修　給排水衛生設備　３階配管詳細図 06
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撤去　衛生器具リスト（生徒用便所）

器　　具　　名　　称

和風大便器(掃除口付)

洋風大便器

Ｌ型手すり

Ｉ型手すり

小便器

小便器用手すり

洗面器

洗面器

掃除流し

洗面化粧台

洋風大便器

Ｉ型手すり

Ｉ型手すり

稼動手すり

隅付洗面器

ＦＶ、　紙巻器共

ＦＶ、　紙巻器共

Ｌ形手すり　700×700

I形手すり　400　

US610C

T110BU2

カウンター洗面器

壁掛洗面器

床排水型

洗面器

ＦＶ、　紙巻器共

I形手すり　600　

I形手すり　1000

隅付洗面器

仕                              様

C750VC、TV750CMR、YH51、付属品

C14、TV750LMR、YH51、付属品

L581BA、TLP12AAX、付属品

L230S、T205、TS126AR、付属品

SK22A、付属品共

C48、TV750SMR、YH51、付属品

L230S、T205、TS126AR、付属品

計

9

6

6

6

9

12

6

3

3

3

3

3

女子

便所

2

1

1

1

2

1

1階

男子

便所

1

1

1

1

3

2

1

多目的

便所

1

1

1

1

1

女子

便所

2

1

1

1

2

1

2階

男子

便所

1

1

1

1

3

2

1

多目的

便所

1

1

1

1

1

女子

便所

2

1

1

1

2

1

3階

男子

便所

1

1

1

1

3

2

1

多目的

便所

1

1

1

1

1

撤去　衛生器具リスト（職員便所）

器　　具　　名　　称

和風大便器(掃除口付)

洋風大便器

ＦＶ、　紙巻器共

ＦＶ、　紙巻器共

仕                              様

C750VC、TV750CMR、YH51、付属品

C14、TV750LMR、YH51、付属品

計

1

2

女子

便所

1

1

男子

便所

1

多目的

便所

撤去　衛生器具リスト（保健室）

器　　具　　名　　称 仕                              様 計

保健室

便所

保健室

洗濯室

洋風大便器 ＦＶ、　紙巻器共 C14、TV750LMR、YH51、付属品 1 1

洗面化粧台 洗面器 1 1

小便器 US610C 1 1

洗面器 カウンター洗面器 L581BA、TLP12AAX、付属品 2 1 1

掃除流し 床排水型 SK22A、付属品共 1 1

撤去　衛生器具リスト（体育館）

器　　具　　名　　称

洋風大便器

洋風大便器

Ｌ型手すり

Ｉ型手すり

小便器

小便器用手すり

洗面器

掃除流し

ロータンク、　紙巻器共

ＦＶ、　紙巻器共

Ｌ形手すり　700×700

I形手すり　400　

US610C

T110BU2

カウンター洗面器

床排水型

仕                              様

CS80BM、SS90BNML、YH51、付属品

C14、TV750LMR、YH51、付属品

L581BA、TLP12AAX、付属品

SK22A、付属品共

計

2

2

2

2

3

1

2

1

女子

便所

1

1

1

1

1

男子

便所

1

1

1

1

3

1

1

1

多目的

便所

撤去　衛生器具リスト（プール）

器　　具　　名　　称

和風大便器(掃除口付)

小便器

洗面器

掃除流し

ＦＶ、　紙巻器共

US610C

壁掛洗面器

床排水型

仕                              様

C750VC、TV750CMR、YH51、付属品

L230S、T205、TS126AR、付属品

SK22A、付属品共

計

3

2

2

1

女子

便所

2

1

男子

便所

1

2

1

1

多目的

便所

Ｍ 07撤去　給排水衛生設備　衛生器具リスト
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渡り廊下既設

1
2

3
4

換気設備機器リスト

記号

EF-1

EF-2

EF-3

EF-4

機器名称

天井埋込扇

パイプファン

天井埋込扇

天井埋込扇

参考型番

１５０φ

VD-18ZB14

１５０φ

V-12PS

１５０φ

VD-18ZB14

１５０φ

VD-20ZB14

数量

2

1

1

1

低騒音タイプ

電気式シャッター式

低騒音タイプ

低騒音タイプ

型式・仕様

Q=

Q=

Q=

Q=

200

80

200

250

CMH ×

CMH ×

CMH ×

CMH ×

40

10

40

40

pa

pa

pa

pa

電　気　容　量

電源

1-100

1-100

1-100

1-100

消費電力

29.5 

6.5 

29.5 

49.0 

W

W

W

W

備考

体育館：女子トイレ、男子トイレ

体育館：ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

職員男子トイレ

職員女子トイレ

電気式シャッター、電源コード(プラグ付)、深形フード（SUS製-150φ)

標準換気扇(３０cm)：取外し、再設置　×３台

標準換気扇(３０cm)：取外し、再設置　×３台

150φ 150φ

天井埋込扇(150φ)：撤去処分

天井埋込扇(100φ)：残置

天井埋込扇(150φ)：撤去処分

4

150φ 150φ

既設天井埋込扇(100φ)：残置

E F E F

3

保健室

ＷＣ

洗濯室

女子トイレﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ男子トイレ
職員更衣室 職員更衣室

（男子）

（男子）

職員便所

（女子）

職員便所

（男子）

【凡例】

新設部分・配管、ダクトを示す

既存部分・配管、ダクトを示す

改修　換気設備　１階ダクト平面図　1:100

【凡例】

撤去部分・配管、ダクトを示す

残置部分・配管、ダクトを示す撤去　換気設備　１階ダクト平面図　1:100
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西粟倉村小学校トイレ改修工事 機械設備工事

撤去・改修　換気設備　１階ダクト平面図 08



E
X
P
.
J

男子便所

女子便所

身障者用

便所

生徒用便所　改修後

ワークスペース
ワークスペース

6-CR 5-CR コンピューター室

廊下

教材室(2)

準備室

放送室

多目的ホール 図書室

廊下

4-CR3-CR

教材室(3)談話ｺｰﾅｰ階段室 階段室

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 12 13 14 15 16 17 18９ 10 11

Ｄ

Ｅ

９ 10 11

8
,
5
0
0

2
,5

00
2,

50
0

3,
5
00

4,
5
00

5,
0
00

2,
5
00

8
,0
0
0

3,
7
20

3
,7
8
0

1
,5

0
0

15
,5

00

8,000 8,000 8,225 3,500 14,350 8,425 8,000 8,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 3,500 7,050 7,750 4,100 4,100 4,000 4,000

225 225 225

330 66,500

4,000 4,000

3,
78

0
22

0

1,000 3,550 3,550 225

標準換気扇(３０cm)：取外し、再設置　×３台

標準換気扇(３０cm)：取外し、再設置　×３台

男子トイレ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ 女子トイレ

【凡例】

撤去部分・配管、ダクトを示す

残置部分・配管、ダクトを示す撤去　換気設備　２階ダクト平面図　1:100

【凡例】

新設部分・配管、ダクトを示す

既存部分・配管、ダクトを示す

改修　換気設備　２階ダクト平面図　1:100
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標準換気扇(３０cm)：取外し、再設置　×３台

男子トイレ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ 女子トイレ

【凡例】

新設部分・配管、ダクトを示す

既存部分・配管、ダクトを示す

改修　換気設備　３階ダクト平面図　1:100

【凡例】

撤去部分・配管、ダクトを示す

残置部分・配管、ダクトを示す撤去　換気設備　３階ダクト平面図　1:100
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撤去・改修　換気設備　３階ダクト平面図 10
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【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事 ※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

撤去　給排水衛生設備　体育館配管詳細図　1:50 改修　給排水衛生設備　体育館配管詳細図　1:50

既設排水金物取替を示す

撤去・改修　給排水衛生設備　体育館配管詳細図 11

女子トイレ 男子トイレ 女子トイレ 男子トイレ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

床下トレンチ配管 床下トレンチ配管
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【凡例】

撤去部分・配管、ダクトを示す

残置部分・配管、ダクトを示す

【凡例】

新設部分・配管、ダクトを示す

既存部分・配管、ダクトを示す

撤去　換気設備　体育館ダクト平面図　1:100 改修　換気設備　体育館ダクト平面図　1:100
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撤去・改修　換気設備　体育館ダクト平面図

西粟倉村小学校トイレ改修工事
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【凡例】

新設部分・配管を示す

既設部分・配管を示す

配管貫通部穴明け補修施工箇所

【凡例】

撤去部分・配管を示す

残置部分・配管を示す

配管撤去貫通部穴埋め補修施工箇所

〇-〇 排水金物撤去を示す
〇-〇 既設排水金物取替を示す

※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事 ※不要な配管撤去貫通部穴埋め補修：本工事

改修　給排水衛生設備　プール配管詳細図　1:50撤去　給排水衛生設備　プール配管詳細図　1:50

13撤去・改修　給排水衛生設備　プール配管詳細図
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